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まえがき







　多くの日本語音声学の本が出ているが、研究書であるか、発音指導書であるかのどちらかであって、理論と実践の両方を含む本は必ずしも多くはない。本書は、その数少ない音声理論と外国人のための発音指導書の両方を含む本である。第一部では、まず一般音声学によって各種音の特徴を述べた。続く第二部では、日本語の音を音韻論の理論も含め、詳しく記述した。さらに、その中で各地の方言の発音上の特徴も出来るだけ簡単に要約した。これが、おそらくあまり例を見ない本書の特徴とも言える。前半は、分節音素についてそれぞれ記述し、合わせて、発音練習のためのミニマル・ペアなどを加えた。後半は日本語の超分節音素を述べているが、特に日本語のアクセントについて詳しく述べた。

　第三部としては、比較・対照音声学の項を特に設け、英語と数カ国語の比較を試みた。中でも、日本人に一番なじみの深い英語との比較・対照、そして、日本語学習者の多い韓国語、中国語、フィリピノ語等との比較を試みた。そして、それらの言語の母語話者のために発音練習を挙げた。発音指導の資料として用いていただければ幸いである。ただ、この部分については、まだ中途であり、改訂の必要があることは承知の上ではあるが、今回敢えて発表することにした。大方のご批判と御教示を請う次第である。
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第一部　一般音声学・音韻論




１　音（sounds）




(1)　言語音




(2)　音声学の種類




(3)　発音器官




(4)　文字と音




２　言語音の分類




(1)　放出音と入破音




(2)　有声音と無声音




(3)　口音と鼻音




(4)　母音と子音




３　調音方法




(1)　破裂音（閉鎖音）




(2)　摩擦音




(3)　破擦音




(4)　接近音




(5)　鼻音




４　調音点（調音場所）と調音者




５　音素




(1)　分節音素（segmental phonemes）




(2)　超分節音素（supra-segmental phonemes）




６　音素の設定
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(2)　口蓋化母音（palatalized vowels）




(3)　その他




(2)　子音（Consonants）




(3)　特殊音素




(4)　外来音の影響




(5)　音の単位（音配列）




(5)　音の変化




Ⅰ．　朗読練習問題




1.　五十音




2.　『平家物語』




3.　『方丈記』




4.　『聖書』




5.　たとい我ワレもろもろの國人クニビトの言コトバおよび御使ミツカいの言コトバを語カタるとも、愛アイなくば鳴ナる鐘カネや響ヒビく鐃鈸ニョーハチの如ゴトし。




２　超分節音素（Supra-segmental phonemes）




(1)　アクセント（Accent）




(2)　イントネーション（intonation）




(3)　ポーズ（pause）




(4)　リズム（rhythm）




1.　発音練習問題




第三部　比較・対照音声学




１　英語との比較・対照




(1)　英語の発音上の特徴




(2)　英語母語話者のための日本語困難音




1.外来語音練習




２　フランス語との比較・対照




(1)　フランス語の音声上の特微




(2)　フランス語母語話者にとっての日本語困難音




３　スペイン語との比較・対照




(1)　スペイン語の音声上の特徴




(2)　スペイン語母語話者にとっての日本語困難音




４　ポルトガル語の比較・対照




(1)　ポルトガルの音声上の特徴




(2)　ポルトガル語話者にとって日本語の困難音




５　韓国語との比較・対照




(1)　韓国語の音声上の特徴




(2)　韓国語母語話者の日本語困難音




６　中国語との比較・対照




(1)　中国語の音声上の特徴




(2)　中国語母語話者の日本語困難音




７　フィリピノ語との比較・対照




(1)　フィリピノ語の音声上の特徴




(2)　フィリピノ語話者にとっての日本語困難音
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第一部　一般音声学・音韻論







１　音（sounds）




　この世界は、音で満ちている。特別に作られた場所でない限り、全く音のない場所というのはない。佐治圭三・真田信治は、次のように音を分類している（多少修正を加えている）。
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(1)　言語音

　すべての動物は、その大小の違いはあるにしても必ず社会を形成している。動物は社会を営んでいくためになんらかのコミュニケーションの手段を持っている。単細胞動物は別であるが、生物はグループで生活しない限り、種の存続そのものが危機にさらされる。雌雄を有する動物は、最低限２つの個体のコミュニケーションは必要であり、特別の求愛行為を持っている。蜂が蜜のありかを知らせるために行う尻振りダンスもコミュニケーションである。人が手をたたいたり、足踏みしたりして感情を表すこともそうである。様々な方法があるなかで、音を発するのもその一つである。

　くしゃみやいびきのように、生理的に自分の意志とは関係なく出る音もある。それらの音は、コミュニケーションのために意図的に発するものではない。しかし、コミュニケーションの手段として音を発する動物も多い。鳥も数種の鳴き方をするし、動物も危険を知らせたり、愛情を表現したり、威嚇したり、テリトリーを主張したり、それぞれの内容を伝えるために違った音を発している。それにもかかわらず、ヒトだけが「言葉を使う動物」であると定義されることがある。人の発声と他の動物の発声にはどこか違ったところがあるのだろうか。人間に一番近いのは霊長動物であるが、人間と大きく違うのが喉頭の位置であると言われている人は直立して生活することから他の動物と比べ喉頭がずっと下にあり、口腔が広くなり、舌の動く範囲が広がったことが音の多様化を容易にしていると言うわけである。ちなみに猿の口と喉頭の位置と、人間の口と喉頭の位置を図で示してみよう。（『言語学百科事典』大修館、転載）
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(2)　音声学の種類

　人は声を発することによってコミュニケーションを図ることを最大限に行っている。この意識的にコミュニケーションを図るために用いる音（上表の中の人間が意識的に音声器官を使って出す音、言語音とも言う）を対象とした研究・学問を音声学（phonetics）と言う。音声学を詳しく分けると、音響音声学（acoustic phonetics）、調音音声学（articulatory phonetics）、聴覚音声学（auditory phonetics）などさまざまな研究の分野があるが、本書では一般的な調音音声学を取り扱う。

(3)　発音器官

　さて、人間はどのように言語音を作り出しているのであろうか。何かを伝えたいとき、脳の指令によって必要な筋肉を動かし、音を発する。話すために用いる器官を発音器官（organs of speech）と呼んでいる。ところが面白いことに、人間の器官のなかで純粋に話すことだけに使われる器官はほとんどない。口も歯もそもそも話すことよりもまず物を食べるために使うものである。舌は話をするのに最も活躍する器官であり、言語のことを「舌」（tongue）と言うほどであるが、そもそもは味を味わう器官であり、食べることと無縁ではない。肺や気管は呼吸器官であり、生命維持のために欠かすことができない。鼻も同じく呼吸器官であるが、同時に嗅覚器官でもある。かろうじて音声を発するために主として用いられるのが声帯である。これも元来は別の用途があったが、話し声の元となる音を発するために用いられている。

　まず、①呼吸器官（肺、横隔膜、気管支、気管）で声の素材である呼気を発し、②咽喉腔（声帯、披裂軟骨、甲状軟骨、輪状軟骨、会厭ええん）で声を作り、③口腔（両唇、前歯、上顎、舌、口蓋垂）と鼻腔で音を調整する。音声学では②と③が対象となるが、本書では最後の③である口腔と鼻腔の働きを中心に学ぶ。

　さて、それらをさらに詳しく見ていこう。咽頭または咽腔（pharynx）までは、食物も空気も共に通る道である。しかし、食物が肺に入っては困るし、空気が胃に入るとげっぷのもとになるので、途中から食物は食道に、空気は気管に分けてやらなければならない。それを調節するのが会厭（epiglottis、咽頭蓋とも言う）である。よく考えてみると、物を飲み込んでいるときには話は出来ないし、呼吸をしながら物は飲み込めない。急いだり、歳をとって働きが鈍くなったりして、この働きがうまくいかないと、食べ物が気管に入り込んで、むせて、苦しい思いをすることがあるが、それは気管（正確には喉腔）の方に入り込みそうになる異物を外に出そうとするため起こる自衛手段である。

　次に、喉の中を覗いてみよう。気管の入口に構えているのが喉頭（larynx）であるが、この中の一番大切な部分が声帯（vocal cords）である。声帯が左右に開いて、空気の流れを通すわけであるが、その開いた部分を声門（glottis）と言う。普通に呼吸をしている時には、声門が大きく開いて声帯は左右に離れている。声帯がくっついて声門が完全に閉じてしまった状態を声門閉鎖と言う。この状態では呼吸は止まっているし、声を出すこともできない。ところがときどき声帯がわずかな隙間を残して閉じている状態になることがある。この状態で、肺から息を出そうとすると、声帯が振動する。もっとも、声帯はペラペラの障子紙のようなものではなく、薄い二枚の筋肉であり、下から出ようとする呼気が軽く閉じているこの二枚の筋肉を押し上げ、これが速く開閉することによって震動が生じる。たとえてみれば、唇を軽く閉じて、息を出そうとすると両唇がブルンブルンと震えてプロペラ機の飛ぶような音がするが、それに似ている。このような声帯の振動が、我々が発する声の大元になる。ひどい風邪を引いたりすると、声が出なくなるのは、声帯が腫れたりしてうまく開閉しなくなるからである。開閉の回数が周波数である。

　声帯で作られる原音（sound ore）または粗音（coarse sound）に咽頭、口腔、鼻腔などで様々な変化が与えられ、複雑な波となって外に出てくる。それが音色である。その違いが「あ」と「お」を区別することにもなるし、また咽頭等の構造の違いから微妙に違う各個人の声色が出来る。それは指紋のように一人一人違っていて、声紋（voiceprint）を作り上げる。それは各個人が持っているものであって、声帯模写で似ている声を出しても、声紋までは変えることが出来ないことから、犯罪捜査などに使われることがある。これらの研究は音響音声学の分野であり、さまざまな機器を使って音の分析が行われる。

　さて、声の素材であるこの原音が喉と口、あるいは鼻を通過することによって様々な共鳴をしながら外に出てくる。この原音は原石や原油のようなものであって、そのままでは役に立たず、それを精製し、精錬して、ガソリンを精製したり、鉄板を作り、さらにそれに手を加えて商品化する。磨きに磨かれて名刀となり、あるいはピアノの弦として、美しい音を奏で、あるいは建築材料として、また自動車の部品として、役立つのである。つまり、原音は、口や鼻から出て商品化（言語音化）されるわけであるが、その過程を調べていくのが本書の目的である。声帯がバイオリンの弦だとすると、その弦の長さを指によって調整したり、弓の当て方で出る音が変わってくる。それと同じように口を大きく開けたり、閉じたりすることで、違った音が出てくる。「ア」の口の形をして、口のすぐ前で手をたたくと、なんとなく「ア」らしく響き、「オ」の形をして同じように手をたたくと「オ」と聞こえることを経験したことがあるかもしれない。声帯を震わせなくても、口の中が「ア」とか「オ」とかの形になっているということの証明となる。喉頭癌などで声帯を失った人でも、いろいろな方法で音さえ出す訓練をすれば、話ができるのはそのためである。

　このように音声器官で作られた波である原音には、高さ（pitch）、強さ（intensity）、長さ（quantity）、音質（quality）に違いがある。その波が聴覚器官を刺激し、知覚される。人の発する音は、普通60〜500cps（cycles per second、またはヘルツHertz）程度で一周する波であって、数の大きいほど高い音になる。その平均は男性で120Hz、女性で220Hz、子供で265Hzである。また、人の可聴域（auditory area）は、約20Hzから20,000Hzであるが、一番良く感じるのは100〜400Hzである。犬笛は、人間には聞こえない高ヘルツの笛で警察犬を指揮して用いる（犬の可聴域は15〜50,000Hz）。音の強さは波の振幅の大きさであり、デシベル（dB）で表す。人間が聞くことの出来る音の強さは、０〜130dBで、１メートル離れたところで聞く人の話し声が約６dB、木の葉が風にそよぐ音が10dBである。130dBを越えると、耳に苦痛を感じる。長さは継続時間であり、音質は筋肉の緊張の度合いによって表される。

　原音を共鳴させ、いろいろの音を出すためには、口の中の形を変える必要がある。ところが実際に口の中で大きく動くのは舌だけである。もちろん唇も動くが、最大の立て役者はやはり舌である。ちょっと左を向いている人の頭部解剖断面図を見てみよう（巻末図６参照）。唇（lips）の後ろに歯（tooth, teeth）がある。歯を支えているのが歯茎（alveolar）であり、ここはかなり堅い。それからずっと後ろまでが口の蓋フタということで、口蓋コウガイ（palate）と言う。口蓋は、いわば鼻腔と口腔を隔てる上顎であり、固定している。上顎は背骨の上についている頭蓋骨の一部になるが、耳の下あたりにあるちょうつがいによって下顎がぶら下がっており、自由に開閉できるようになっている。従って、口の中の大きさを変えるには下顎を上下させるしかない。

　口蓋を覆っている筋肉は前方は硬いため硬口蓋（hard palate）、後ろに行くに従って柔らかくなるので軟口蓋（soft palate）と呼び区別をしている。歯茎のすぐ後ろから硬口蓋が始まり、その後ろに軟口蓋が続く。さらに後ろの方には骨がなく、筋肉だけが垂れ下がっている部分がある。これを口蓋垂（uvula）と呼ぶ。喉の奥にぶら下がっている口蓋垂は口を大きく開けると、容易に見ることができる。いわゆる「ノドヒコ」である。この部分が軟口蓋からぶら下がっているような形になっているが、上下に動き、大切な役割をする。口蓋垂を上につけると、のどを通過してきた空気は口の方角に行き、これを下げると口に行くはずの空気を遮り、鼻に送ることになる。それを調節するのがこの口蓋垂の働きの一つである。言語として用いるのはほとんど、原音を口を通過させたものであるが、しばしば鼻にも送られる。

(4)　文字と音

　上から読んでも、下から読んでも「山本山」というＣＭがあるが、これは漢字を使う日本語であって初めて理解できる。しかし「やまもとやま」の逆は「まやともまや」である。子供の頃に「しんぶんし」や「トマト」が上からも下からも同じであると教えられたことがあるであろう。ところが、これらはいずれも、音節文字と呼ばれる日本語の文字を土台とした言葉遊びであって、音声的には同じにはならない。逆回りの機能を持ったレコーダや、コンピュータで実験してみるとそれが分かる。その違いはローマ字に書いても分かる。ところが、次に「赤坂」（あかさか）を録音し、逆回しにしてみると、完全ではないにしても「赤坂」に近い音が聞こえる。ローマ字でakasakaと書くと、確かにその逆は同じ綴りになる。ローマ字は、ひらがなと違って、原則的に一つの音を一つの文字で表しているからである。ローマ字もこのようにかなり音に近い表記をすることができるが、一つ一つの音を一番正確に表すことの出来るのは発音記号である。noneの反対はenonであるが、その発音は発音記号で書けば[nʌn]であって、逆さに読んでも同じ[nʌn]である。音声学では基本的に発音記号を用いる。

　文字はそもそも発音を表すものとして発明されたものであるが、必ずしも発音と文字は完全に一致しているわけではない。また、時代を経るに従って言葉は変化するので、昔は一致していたものでも、今はずれているものもある。古典を勉強したときに、昔の人はなぜ、こんなややこしい書き方をしたのだろうと考えた人は多いであろう。ショーという発音には「ショー」の他に、「シヤウ、シヨウ、セウ、セフ」のようにいろいろな書き方があるのをいぶかった人もあるかもしれない。事実は逆であって、昔の人は、発音していた通りを書いただけのことであり、その後で、発音が変化したために、いくつかの書き方が同じ発音になったのである。戦後、新仮名遣いが定められ。大部分は発音と書き方が一致するようになったが、一部は今でも同じではない。明らかにずれているものの代表は助詞である。「は」と書いても「ワ」と読むし、「へ」と書いて「エ」と発音する。また、「オ」と発音するのに「を」と書く。その他にも「はなぢ・じしん」（「ジ」という発音に対して「ジ」「ヂ」の二通りの書き方がある）、「おおきなおとうさん」（「オー」の発音に対して「オオ」と「オウ」の書き方がある）、「おねえさんがえいごをべんきょうしている」（「エー」の発音に対して「エイ」と「エエ」がある）。

　とにかく、音声学は発音の研究が目的であり、書き方を研究する学問ではない。文字と発音を決して混同してはならない。本書では、カタカナで書くときは、できるだけ発音を忠実に表すために用いている。従って「東京」もひらがなでは「とうきょう」と書くが、カタカナでは「トーキョー」と書く。




２　言語音の分類




(1)　放出音と入破音

　一般的に言って、言語音は、肺から吐き出す空気を利用するが、空気を吸い込みながら発音する音もある。日本人はそれらを言語音としては使っていないが、世界の中にはこのような音を言語音として用いている言語もある。

(2)　有声音と無声音

　声帯が振動している音を有声音（voiced sounds）と言い、振動しない音を無声音（voiceless sounds）と言う。無声音では呼吸するときのように声帯は離れている。手を喉仏のあたりに置いて「ア──」と言い、次に「sssss」と言ってみよう。「ア」の時には、手に振動が伝わって来たのに対し、「ss」では、振動はなかったはずである。これは、声帯の振動が手に伝わったためである。

　有声音でもささやき（murmur）に使われるときには無声になる。それでは/p/と/b/がささやきでは全く同じになるかというと、そうではない。そうでなければ「馬場」さんは「パパ」さんと聞こえてしまう。

(3)　口音と鼻音

　口蓋垂を上下に動かして、空気を鼻腔に送ったり口腔に送ったりしていることは、前に述べた通りである。口腔に送られた音を口音（orals）、鼻腔に送られたものを鼻音（nasals）と言う。気流を鼻に送って出す場合。鼻に手を当てると、かすかな振動を感じるが、この振動は非常に小さい。その代わり、指か掌で軽く（強く押すと、血流の音が雑音として響く）両耳に蓋をして「アアア」と言ったときと「ンンン」と言ったときの耳の響きに注意してみると、響きの違うのが分かる。鼻音の場合の方がずっと耳に響きが大きく伝わっている。それは口より耳に近い上方に音が流入している証拠である。

(4)　母音と子音

　次に、声帯で作られた音を二つに分類することが出来る。すなわち、原音をそのまますなおに通過させる音と、途中で邪魔をして、呼気を遮断したり。狭めて音を出す場合がある。前者を母音（vowels）、後者を子音（consonants）という。母音は、舌の位置によって口の中が変化することによって響きが変わる音で、呼気そのものは遮断されたり、狭められたりすることはない。それに対し、子音は、どこかで呼気が阻害されることが原則である。その阻害の仕方については様々な形がある。

①　母音

　母音は、舌の動きと口の開閉によって種類が表されるが、わずかに舌の位置が違ったり、口の開き方が違うことによって、違った母音が出る。「イ」と「エ」の中間のような音があっても不思議ではない。日本語では母音を５つと考えているが、フランス語では８つ、英語では10前後の母音の種類があるとされている。インドのパンジャブ語には、20の母音体系がある。実は、舌や口は自由に動くので、母音の数は理論上無制限である。母音は舌のどの部分（前、中、後）がどの程度持ち上げられているか（高さを４段階にわけ、高、中高、中低、低）、そして唇の開いている度合い（円唇か非円唇か）、さらに口蓋垂が下がっているかいないか（口母音、鼻母音）によって分類される。IPAでは、８つを基本母音（[i]（前高非円唇）、[e]（前中高非円唇）、[ε]（前中低非円唇）、[a]（前低非円唇）、[ɑ]（後低円唇）,[ɔ]（後中低円唇）、[o]（後中高円唇）、[u]（後高円唇））とし、それに種々の変種を加えている。[y]は、前高円唇であり、[i]と対になり、[ɯ]は、後高非円唇で、[u]と対になる。以上は、すべて口母音であるが、[ã]は鼻母音であり、[ɑ]と対比する。

　トランペットは、音の反響する管の長さをバルブによって一定の長さに区切るから、たとえば、「ド」と「レ」の間の音を出すことは出来ない。しかし、トロンボーンは、スライドを伸ばすことによって長さを自由に調節できるので、「ド」と「レ」の間に無数の音を滑らせるようになめらかに出すことが出来る。ギターは弦の長さをフレットによって調整するため、その中間の音を出すことが出来ない。バイオリンは、フレットがないために、正確な音を弾くのは難しいが、中間の音を滑らせることが出来る。ここでの譬えは音の高さではあるが、人間の舌はその位置によって母音の種類を調整する。虹の色は、一般に７色とされているが、実は赤と橙の間に切れ線があって、両者をきちんと区別しているわけではなく、赤から紫にいたるまで無数の変化をしているのである。したがって、虹の色が３色であるとしている言語があったとしても、不思議ではないし、10種類であるという言語があっても驚くことはない。事実、リベリアのバサ語では２色、ローデシアのショナ語では３色に分類されている。英米では一般的に６色、ドイツでは５色と言われている。最近は特に「藍」を外す傾向がある。日本では誰もが７色と考えるが、一斉教育の徹底と科学の教科書を信じ込む国民性なのかも知れない。昔の日本語には「黒い」「赤い」「青い」「白い」の四色しかなかった。最近、色彩に関してグラデーションという言葉が使われるが、本来虹の色の違いは段階的であり、その数は無限なのである。同様に人の出す母音も[i]から[u]まで無数のグラデーションがある。

②　子音

　母音と違って、子音は声帯から口や鼻を通って外に出るまでに、その流れを邪魔・阻害する場所がある。また、阻害の仕方にもいろいろな種類がある。邪魔の仕方を調音方法（manner of articulation）と言い、邪魔する場所を調音位置・点（point/ place of articulation）と言う。







３　調音方法




(1)　破裂音（閉鎖音）

　唇をきちんと閉じて、肺から空気を思いきり出そうとする。出そうにも口が閉じているので、どうにもならず、口の中に空気がたまり、空気が圧縮された状態になる。その状態で、口をパッと開くと突然、息が飛び出し、「パッ」と言うような音が発せられる。これを破裂音（plosives）とか閉鎖音（stops）とか呼んでいる。破裂音は、一瞬の音であるので瞬間音（momentals）と言う。例えると、パンパンに空気をつめた風船に針で穴を開けると、風船は割れて、中の空気は、瞬間的に、外の空気とぶつかって「パンッ」という爆発したような音がする。これが破裂音である。

　破裂音は厳密には、閉鎖・圧縮・開放の組み合わせからできる。英語の場合、破裂しない場合もあるので、閉鎖音と呼ぶのが普通である。
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　破裂音の中には、破裂をするときに強い呼気を伴う場合と、そうでない場合がある。伴う場合を有気音とか帯気音（aspirated）、伴わない場合を非帯気音（unaspirated）と呼ぶ（前者を有気音、後者を無気音と呼ぶことが多いが、有声音、無声音と紛らわしいので、本書では帯気音、非帯気音を使う）。英語では、その用いられる場面によって、一般的に帯気音である場合と、非帯気音となる場合とがある。しかし、これによって意味の違いをもたらすことはない。ところが、中国語や韓国語では、これが意味の違いをもたらす。日本語の場合でも、両者は用いられるが、それは意識的ではなく、しかも使われる環境が定まっているわけでもない。全くの自由である。
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　器械の記録では次のように違っている。
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(2)　摩擦音

　次に、唇を完全には閉じず、軽く結び、さっきと同じように肺から空気を思いっきり出してみる。今度は、口が閉じていないので、唇の間から空気が漏れて、「フー」と言う音が聞こえる。これを摩擦音（fricatives）と呼ぶ。破裂音に対して摩擦音は、はじめから空気が漏れている。もともと針で小さな穴をあけた風船に空気を入れると、その細い穴から「シュー」というような音が続いて聞こえる。これが摩擦音である。摩擦音は長く続けられるので、持続音または継続音（continuants）と言う。破裂音と摩擦音の違いは音の出し方の違いであるので、調音方法の差と言う。
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(3)　破擦音

　次に、「ツ」（ts）と言ってみよう。今度はその[ts]を長くのばしていると、「ツ」と発音したはずなのに、いつの間にか「ス」の音に代わっている。「チ」も同じように長くしていると、いつの間にか「シ」に変わっている。これらの音は、一つの「音」として考えられているが、実は二つの要素からできているためである。「ツ」は[ts]で、[t]と[s]の組み合わせからできている。[t]は瞬間音ですぐ消えてしまうが、後半の[s]が持続して発音されているために、それだけが残って聞こえるのである。前半が破裂昔、後半が摩擦音からできているため、この二つの性質を持っているということで、名前も両方から半分ずつ取って破擦音（affricates）と呼んでいる。破裂音同様瞬間音である。
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(4)　接近音

　舌を反らせてその上や横から音を流し出すと英語の/r/の音が出る。また舌の先を歯茎につけたままで舌の横から声を出すと[l]の音が出る。これらの音に共通していることは、阻害が非常に少なくて、共鳴が大きいことである。そんなわけで、まとめて流音（liquids）とも呼ぶ。さきほどの風船のたとえで言えば、風船にはじめから、かなり大きな穴を空けておいて、そこに空気を送り込むと、空気はあまり抵抗を受けずにどんどん抜けていく。あるいは、風船に空気を入れて、それを口からはなすと、風船の口からピュルルというような音がして、空気が抜ける。空気は止められてもいないし、また出口がひどく狭められていることもないので、容易に抜け出すことになる。

　また、「イ」と「ア」をほとんど同時にその順で急速に発音すると、「ヤ」と聞こえる。「イ」の音が「ア」に移る時に出る音でわたり音（glides）と言う。響きはとても母音に似ているが、子音らしい働きをするので、半母音（semi-vowels）とか半子音（semi-consonants）とも言う。これらは阻害は大きくないので、共鳴音（sonorants）として分類する。閉鎖音、摩擦音と違って、気息が完全に止められたり、極端に狭められることのない流音やわたり音（半母音）はまとめて接近音（approximants）という。
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(5)　鼻音

　「マ」と「パ」の違いは、いずれも両唇を合わせる音であるが、口蓋垂の位置の違いで、「マ」が鼻音、「パ」は口音であることは、すでに述べた。従って、鼻音と口音の違いも調音法の違いと考える。鼻音は接近音と同様、障害が少なく、まとめて共鳴音である。また、長く続けられるので、持続音でもある。

　その他に、調音方法には、舌先を歯茎を叩きつけるように動く「弾音」（または、はじき音、flaps）があるが、これは日本語のラ行音で使われる。舌先を歯茎のところで何度も振動させたり、口蓋垂を震わせたりして出す音は、「震音」（または、震え音、trills）と呼ばれる。




４　調音点（調音場所）と調音者




　次に[p]と[t]を比較してみる。どちらも、無声音で、調音法も同じ破裂音である。[p]では、両方の唇が閉じているが、[t]では唇は開いており、舌先が歯茎の裏についている。要するにどちらも閉鎖はするが、閉鎖する場所が違っている。このように閉じたり狭めたりする場所のことを調音点と言う。調音点は上下の唇、歯、口蓋と舌のどの部分が関係しているかによって決まる。といっても前に述べたように上側は基本的に動かないので、舌の位置が一番重要な働きをしている。唇や歯は動かないのに、舌は動くからである。もちろん、動くとは言っても、舌も根っこはくっついているので、どうにでも動くわけではない。舌先だけは歯より前に出たり、歯茎にくっついたり、硬口蓋に近づいたり活発に活動するが、舌先を後ろに曲げてもせいぜい硬口蓋までであり、舌先を口蓋垂にくっつけるなどという芸当はできない。結局、前舌（舌先）は、歯または歯茎・硬口蓋と関係し、中舌は硬口蓋と、後舌は軟口蓋または口蓋垂とがペアになり、それぞれ近づいたりくっついたりしていることになる。学者によっては、上側の動かない部分を調音点（passive articulator）、下側のよく動く部分を調音者（active articulator）と呼んで区別し、調音者と調音点の組み合わせによっていろいろの音が作られるとしている（図６参照）。

　子音は声帯震動の有無（有声・無声）、調音方法、調音点の三つで分類できる。ただし、鼻音や接近音は英語の場合、すべて有声音であるので、特に指定しない。巻末に、今一般的に用いられている国際音声記号（International Phonetic Alphabet、略してIPA）を紹介する（表１〜３参照）。IPAは国際音声学会の定めたもので、世界的な標準音声記号として使われている。イギリスのジョーンズ（Daniel Jones, 1881-1967）が、これによって英語を記述し、発音辞典（English Pronouncing Dictionary, 1917）を書いたことによって世界に広まった。日本の辞書に載せられている発音記号はほとんどこれか、これを簡略化したものである。

　次に、ここで日本語で用いられている音を、いろいろな分類の仕方で分類してみる。
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５　音素




(1)　分節音素（segmental phonemes）

　国際音標文字が、人の発する全ての音を含んでいるわけではない。舌のちょっとした動きやそり具合でも違ったものとして考えると、音の種類は無数に増える。自分で同じ音を出していると思ってさえ、二度と全く同じ音はないと言っていい。鼻がつまっているときとそうでないときでも違うし、長さ、高さや強さの違いもある。その違いをIPAでは補助記号として、上や下に特別の符号をつけて表わし、無数とは言わないまでもかなりの数の音を表記出来る。ところが、面白いことにどの言語でも、区別しているのは大体50前後の音であり、それ以上細かく区分している言語はない。もちろん、50しか違う音を持っていないということではない。無数と思えるような音の数があるのにもかかわらず、実際にはそれをある程度処理しやすい数に整理して聞いているのである。例えば、成人の男性の発する「あ」と、成人女性の出す「あ」は、音響上約１オクターブの違いがあり、決して同じではないのに、どちらも「あ」と同じ音に聞こえる。また、「私が」と言うのを「ワタシガ」[ga]と発音しても、鼻濁音を使って「ワタシカ°」[ŋa]と発音しても同じように聞いている。違っていることにさえ気がつかないかもしれない。その場合、[ɡ]と[ŋ]はどうせ同じ音に聞こえるのだから、それを一つの抽象的な音にまとめて、/g/と呼ぶことにし、そのように整理した音の束を音素（phonemes）と呼ぶ。個々の音は[ ]で示すが、音素は/ /で示すことが慣例になっている。

　英語話者はraceとlaceを区別するが、日本人にはどちらも同じ「レース」に聞こえる。「100メートルレース」（race）も「レース編み」（lace）も同じように書く。どの言語でも、無数の音を50前後の音（すなわち音素）の数に整理しているとは言うものの、言語によってその整理の仕方が違っているのである。

　日本語を使って、わかりやすく説明してみよう。たぶん今までは考えたことがないと思うが、「サンタ」、「サンマ」、「サンゴ」と言うときの「ン」はすべて違う音である。「サンタ」では舌先が歯茎についている。「サンマ」では舌先は宙ぶらりんであるが、唇が閉じている。「サンタ」の時は開いている。「サンゴ」では、唇は開いて、舌先は宙ぶらりんである。これらを正式に発音記号で書けば、「サンタ」の「ン」は[n]、「サンマ」の「ン」は[m]、「サンゴ」の「ン」は[ŋ]となる。本当はこんなに違う音なのに今までは違っていることにさえ気がつかなかったのである。英語でも韓国語でも、これらは全部違う音である。some, sun, sung（[image: ]）は決して同じではない。次に「ホン」をいく種類かで発音してみる。[hon], [hom], [hoŋ]のいずれで発音しても、おそらくそれに気づく日本人は少ないであろう。それに対し、英語では[ræn], [ræm], [ræŋ]はそれぞれran, ram, rangに対応する全く別物である。

　人の耳は面白く、聞き分けなくてはならない音と聞き分けなくてもいい音をちゃんと区別している。騒音の中でも相手の話が聞こえるのもそのためである。補聴器をつけている人が雑音が多いと不平を漏らすのも、その補聴器がどのような音に対しても平等すぎるからであって、機能が悪いわけではない（最近の補聴器は雑音を除く装置がついているものもある）。人間は聞き分けないとコミュニケーションができなくなる音の違いと、聞き分けられなくてもコミュニケーションには影響のない音を区別しているのである。これは、耳そのものの機能よりも本当は脳の働きであるが、実に良くできている。

　以上、日本人がみんな同じ「ン」を発音していると思いこんでいる音が、実は一つではないということが分かった。それでは、どんなときに[m]、[n]を使い、どんなときに[ŋ]を使うか規則を編み出すことができるであろうか。音素「ン」を/N/の記号で表すと、次のような公式ができる。「/N/は、サンタを発音する環境では[n]と発音され、サンマを発音する環境では[m]と発音され、サンゴを発音する環境では[ŋ]と発音される」、と言うことになる。一つの音素にくくることの出来るいろいろ異なった音のことを「異音」（allophones）と言う。

　話は、文字に変わるが、まだコンピューターが現在ほど発達していない時期に、郵便番号が設定された。器械で数字を読んで、これが何であるかを判断する必要があった。ところが、人が書く場合みんなそれぞれ癖がある。「７」と「７」は太さが違うし、「７」や[image: ]など厳密には形がみんな違っている。となると、正確には、コンピューターは全くこれらが同じ文字とは認識できない。そんなわけで、何千人かの人に数字を書いてもらって、それをコンピューターに全部記憶させ、そのどれかと一致している場合に認識するということが行われたらしいが、それでもなお、読めない数字があったという。ところがコンピューターが発達して、いわゆるファジーなことができるようになった。ファジーというのは、「いい加減」「だいたい」の意味であるが、実はコンピューターにとってはむしろ非常に発達した段階なのである。いろいろな人の手書きの手紙を難なく読むという技術はかなり高度な能力である。私の悪筆など、現在のかなり進歩したコンピュータのOCRをもってしても、その解読率はかなり低いに違いない。同じものでなくても、似たものを同じと判断が出来るということは、人間の脳に近づいたということが言える。書道を鑑賞するのは、人間にこそ出来るものであって、コンピューターにとってはとても困難な芸当なのである。こういった困難なことを、人間の脳は音の区別においてもしていることになる。

　さて、「ン」に話を戻す。無数の音を脳は、ファジーに判断して、整理してくれる。

　/N/→[n]/サ＿タ/は「の環境で」の意味を表し、／サ＿タは「サとタの間の環境では」、の意味

　/N/→[m]/サ＿マ

　/N/→[ŋ]/サ＿ゴ

　ところが、よく調べてみると「サンタ」の場合だけでなく、「アンタ、ビンタ、ファンタ、ジンタ」のときにもやはり[n]と発音されることがわかる。要するに、サには関係なく、タの前でありさえすれば必ず[n]となる。またト（ヒント）やテ（グンテ）、さらにダ（パンダ）やド（サンド）、ナ（カンナ）やノ（ナンノ）の前でもみんな同じように舌先が歯茎にくっついて同じ[n]の発音であることに気づく。とすれば、

　/N/→[n]/＿[t, d, n...]（[t, d, n]の前の環境での意）

と説明できることになる。さらに一歩進めて、[t, d, n]の共通点は何かと考えると、それはすべて歯茎音であることが分かり、結局、

　/N/→[n]/＿[歯茎音]

すなわち、日本語の「ン」という音は歯茎音の前では必ず[n]と発音されると言う意味になる。とすると、他の歯茎音（ラ行音やザ行）の前でも同じように[n]と発音されるであろうことが予測できる。同じように、

　/N/→[m]/＿[両唇音]

　/N/→[ŋ]/＿[軟口蓋音]

と整理される。結局/N/は、歯茎音の前では歯茎音[n]になり、両唇音の前では両唇音[m]となり、軟口蓋音の前では軟口蓋音[ŋ]ということになる。日本語の音素/N/には、さらに別の異音もあるが、日本語音素の章で詳しく述べる。

　さて、音素の説明として、英語の例を示すと、英語ではpar [phɑː]を発音するときの[p]とspar [spɑː]を発音するときの[p]は厳密には同じではない。 parの時は、強く呼気を押し出し、軽い[h]の音が[p]の直後に入る。ところが、[spɑː]の場合には、入らない。前者は帯気音、後者は非帯気音である。このように違った音であるが、英語話者はそれを意識していない。日本語の「ン」が数種類あることに一般の日本人が気づいていないのと同じである。英語では音素/p/は、語頭で[ph]、[s]の後で[p]という規則が成り立つ。アメリカ人宣教師が「パン」を発音すると、いやに強く響くことがあるが、それは英語の癖で語頭で帯気音を発しているからである。/p/には、帯気音と非帯気音があるが、さらに無破裂音もある。 Septemberの[p]は唇を閉じるものの破裂はせず（無破裂）、[t]に移り、[t]が破裂する。それに対し語尾に来るstopの[p]は破裂させることもあるが、早口で破裂させないこともあり、どちらも可能である。どちらでも良い異音は「自由異音」（free allophones）と言い、ある環境では必然的にどちらかになる異音は「相補異音」（complimentary allophones）と言う。日本語で言えば、「ン」が環境によって、いろいろに発音されるのは相補異音であるのに対し、「が」を鼻濁音で発音するか否かは自由異音である。自由異音の場合は、名前の通りどちらを発音してもまったく同じと考えられる。相補異音は、お互いにそれぞれの環境によって穴を埋め合っており、お互いを侵害することはない。

　英語では、[ph]と[p]は音素/p/の異音であるが、中国語や韓国語ではそうではない。中国語では、帯気音と非帯気音は英語のように同一音素の異音ではない。中国語では「爬」[pha]と「八」[pa]とは全く別のものを表し、[ph]、[p]はそれぞれ別の音素であり、/ph/、/ｐ/と別の音素として表記する（中国語のローマ字では音素/ph/をp、/p/をbと表記する。したがって、「北京」Beijingは[beidʒiŋ]ではなく、[peitɕiŋ]と発音される）。韓国語においても帯気音、非帯気音はそれぞれ音素である（「八」は[phal]と発音し、「發」は[pal]/[pal, bal]と発音する）。ところが、中国語では閉鎖音に、そもそも有声音が存在しないのに対し、韓国語では有声音も存在する。韓国語には帯気音も、非帯気音も、有声音もあるとなると、英語と同じになるが、英語では有声音と無声音がそれぞれ音素であり、帯気音と非帯気音は異音であるのに対し、韓国語は帯気音と非帯気音が音素であり、有声音と無声音は異音でしかない。すなわち、/ph/と/p/はそれぞれ音素であるが、[p]と[b]はそれぞれ/p/の異音ということになる、（「發明」/bar-mjɔŋ/[pal-mjɔŋ]、「始發」/si-bar/[ɕi-bal]）。ややこしいようであるが、世界中のあらゆる言語から聞こえる無数とも言えるほどの音を整理するに当たって、日本語の整理棚、英語の整理棚、そして中国語、韓国語の整理棚はそれぞれ違っているのである。

　こうたとえることもできる。日本人が西瓜を野菜に分類している（ウリはキウリもニガウリもウリである）のに対し、西欧では果物（watermelonは当然melonである）に分類しているし、トマトも果物に分類される。ほおずきは、日本では観賞用の花であるが、ヨーロッパでは、食用の野菜である。日本では苺類は果物であるが、西洋では「ベリー」という一つの別の分類棚がある。面白いのは、バナナで、日本などでは「果物」に分類されるが、そもそもは「草」の種類であって、生産地であるアジアや南米では「野菜」に分類され、調理をして食べるのが一般的である。フランス語では「蝶」も「娥」も同じようにpapillonと呼んでいる。「水仙」と一言で言っても、英語ではdaffodilとnarcissusは違う。

　そこで今まで話したいくつかの音を、表にしてみる。実は他の（環境等の）要素もあって、実際にはこれほど単純ではないので、一応お断りしておく。下表で、日本語の[ʒ]、日本語と韓国語の[ʃ]は、厳密には[ʑ]、[ɕ]のことであるが、英語との対照で同じ記号を使うことにした。韓国語の/t/は檄音（帯気音）、/d/は平音、/T/は濃音（非肺気流放出音）である。
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(2)　超分節音素（supra-segmental phonemes）

　言葉には、文字では表記しにくいが、音の高さ、強さとか長さとかポーズなどによって意味の変化をもたらす場合がある。たとえば、súbjectとsubjéctでは、意味が違う。日本語でも[image: ]では、/ame/は同じであるのに、全く意味が違ってくる。これを分節音素に対し、超分節音素（supra-segmental phonemes）と呼ぶ。これに関わる要素を韻律素性（prosodic features）と言うこともある。

①　音の強さ（stress）

　音の強弱は音波の振幅の大きさを表す。言語使用に当たって、意味を際だたせるために、特別に強く発音して、その部分を強調することがある。英語では、単語のレベルでこの強弱を使い分けており、これを英語のアクセントと言っている。英語でのアクセントは、音の長さや高さとも関わってくるが、基本的には音の強さが重要であると考えられており、これを強勢（stress）と言う。英語の強勢には、四つの強さが一般に認められている。

②　音の高さ（pitch）

　音の波長（サイクル）の長短によって表される。声変わりは、一般に声帯を含む咽頭が下がることによって起こる。弦楽器の弦の長さが長いほど、音は低くなるように、音生成に関わる筋肉の長さ（緊張度）に音の高さは依存している。短い筋肉しか持たない子供の声は高く、他方、加齢とともに、筋肉の柔軟さは失われ、高齢者の声もやはり高くなる。音の高低は言語的に大きな役割を担っている。日本語では、音の高低は、単語レベルでも重要な役割を果たす。日本語では、それをアクセント（accent）と呼ぶ。

　語のレベルを越えて、音の高さの変動を、節・文単位で表す場合はイントネーション（intonation）と呼ぶ。単語等に固定して付随しているピッチをアクセントと言うが、イントネーションは、句、節、文の終わりで、感情や意思、疑問などを示すものとして適宜用いられる。ほとんどの言語で、イントネーションの違いによって意味の差が生じる。つまり、イントネーションは原則的に、文節を単位にして現れ、感情の示し方で変わったりするのが一般的であり、語アクセントのように固定したものではない。

③　音の長さ（length）

　子音の長短、母音の長短によって意味を表す言語がある。イタリア語では、ditoとdittoは別のものを表す。スペイン語では、peroとperroは全く別物である。日本語の促音は一種の二重子音とも考えられ、破裂音の促音は、[ťt]で示せるように無破裂の閉鎖音に破裂音が続く形となり、摩擦音の促音は、音声的には[ss]のように同音をのばしたことになる。日本語では母音の長短によっても意味の違いを表すので（[obasan vs obaːsan]）、[ː]の有無が重要となる。したがって[ː]を音素/H/とする。日本語の母音の長短は示唆的であるが（音素的）、英語の母音のように。有声音の直前では長く、無声音の直前では短くなるというような違いは音素としては認められない。次項「音質」に対して、音の量（quantity）とも言う。

④　音質（quality）

　ここで言うのは、音色（声質）のことではない。声質とは、「しゃがれ声」とか「鼻声」とか言うものであり、それも感情を示すために使われることがあるが（たとえば鼻声で甘えを表す）、ここでは発音器官の筋肉の緊張度により、母音を分類することを表し、それぞれ、緊張母音（tense vowels）と弛緩母音（laxvowels）と言う。英語のbeatとbitの母音の差は、量（すなわち長さ）の差であるという考え方は、[biːt]と[bit]という表記の基準になっており（Jones）、音質の差によるという考えは[bit]と[bIt]の表記となり（Kenyon-Knott）、質、量ともに関係があるとする考えが[biːt]と[bIt]という表記（Gimson）に表されている。

⑤　連接（juncture）

　音と音とのつながり方を示し、音声的境界を表す。逆の見方をすれば、切り方とも言える。末尾連接（terminal juncture）と内部連接（internal juncture）に分類できる。英語では末尾連接は、二本十字連接（double cross juncture）、二本線連接（double bar juncture）、一本線連接（single bar juncture）に分けられ、イントネーションや休止（pause）と深い関係がある。内部連接は、一般にプラス連接（plus juncture）の有無によって示される。連接の直前の音は他に比べて長い。日本語にも、連接を設定すべきかどうかは難しい。末尾連接はイントネーション、プロミネンスなどの関係で日本語にも存在するとしても、内部連接については、例えば「高二」と「子鬼」の区別を、前者を/koH+ni/[koːɲi]、後者を/ko+oni/[koːɲi]と考え、連接の違いと考えられなくもないが、単なる声門閉鎖音の挿入/koʔoni/と解釈することも出来る。日本語では、＋の直前の音に長さの違いは認められない。

⑥　発話速度（rate of speech）

　速度は、人によっても異なっているが、速度をわざと変化させて、そこを際だたせることがある。一般に感情の高まりと同時に、速度は速くなる。同じ人物でも、講演、日常の会話など発話環境の違いによっても変化する。

⑦　ポーズ（pause）

　休止とも言う。単語や、句、節の切れ目に起きるポーズの有無によって意味が変わることがある。

　ピッチ、ストレス、長さ、連接は音素（超分節音素）として認めることが多いが、速度とポーズについては、音素とは認められないが、これらも韻律（prosody）には含まれる。

　これらの要素の一つまたは組み合わせを使うことによって、意味を際だたせることができる。ある音節が他の音節よりも際だっている時、その音節に卓立（prominence）があると言う。卓立を生むには、音の強弱や緩急、高低の変化をつける等、あらゆる韻律手段が用いられる。韓国語では、激音と呼ばれている帯気音の気息の部分を特に長く伸ばして強調するのが良く聞かれる。日本人が聞くと「タイヘン」を「タハーイヘン」と言っているように聞こえる。




６　音素の設定




　それでは、たくさんある実際の音の内、どれが音素であって、どれがそうでないというのは何によって判断できるのか。「カバ」（[kaba]）と「サバ」（[saba]）は実際には[k]と[s]が違うだけで、「アバ」（[aba]）の部分は全く同じであるが、日本人であれば「カバ」と「サバ」が同じであるとは考えない。[k]と[s]は別音である。同じように、「カサ」と「カタ」は、[s]と[t]だけの違いで、別のものを表しており、[s]と[t]は意味の違いをもたらす別の音である。それによって、/s/ /t/はそれぞれ独立した別の音素と設定する。同じようにして、[kama], [kana], [kara], [kaba]などによって、/m, n, r, b/がそれぞれ音素として成立する。次に[kama]と[kami]によって、/a/と/i/が設定され、さらに[kana]と[ana]によって/k/も音素であることが分かる。このような対照によって、それぞれの音素が設定される。

　「カガミ」と「カタミ」は全然別のものを表すので、「ガ」と「タ」、もっと正確には[ɡ]と[t]はそれぞれ別の音素ということになるが、「カガミ」を[kaɡami]と発音しても[kaŋami]と発音しても、[ɡ]と[ŋ]は確かに違う音ではあるのにもかかわらず、その違いによって意味が変わることはない。このような場合、[ɡ]と[ŋ]は別の音素ではなく、一つの/g/という音素の中のそれぞれが異音であると言う。音素は、その言語の使用者であれば、直感的に感じ取ることの出来るものである（そうでないとコミュニケーションが出来ない）。アルファベットは、この音素をもとに作られている。rice[rais]とlice[lais]の違いは、英語話者は直感的に感じるが、日本人には同じものとしか受け取れない。英語母語話者にとって、[r]と[l]は音素として別のものであるが、日本語話者にとっては、単なる異音でしかない。

　また、「ハシ」や「アメ」を前の部分を高く、後の部分を低くするか、あるいは逆に前の部分を低くして、後の部分を高くするかによって、全く意味が変わる。同じ音の連続でありながら、意味が異なるのは、高さの違いでしかない。従って、高さの変化も音素と考えることが出来る。同じように文尾の音の変化とか、ポーズの有無なども音素として設定することもできる。


第二部　日本語の音と音素（異音）







　それでは次に日本語で使われる一つ一つの音と音素、そして異音の関係を見てみる。




１　分節音素




(1)　母音（Vowels）

①　基本母音（Cardinal vowels）

　日本語の母音は５つであるとするのが一般的な見方であるので、一応、それを基本母音と呼ぶことにするが、本書では、ヤ行音（拗音）をも口蓋化母音と設定する。口蓋化母音については、その項を参照。
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（a）　/i/　狭前舌非円唇母音（high front vowel）

　この母音は直前の子音を口蓋化[ji]する特徴がある。そのために、これを基本母音から外して、口蓋化母音と考えることもできる。

　1.　今今イマイマと、今イマという間マに今イマぞなく、今イマという間マに今イマぞなくなる。

　2.　岩井イワイはお岩イワへお祝イワいを言イう。


　/i/を口蓋化させて、[ji]のように発音する地方がある。これは、秋田県や山形県で聞かれる（いと/ito/[jido]）。東北方言などでは、中舌母音となる。いわゆる東北弁の特徴となる（いた/ita/[jida]）。[i]が[ę], [e]となるのは、東北地方や関東地方北部、長野県、奈良県、島根県などで聞かれる（いろ/iro/[ero]）。「えぐい」を「いぐい」とか「えごい」と言ったりする。[ju]と発音されるのは、岩手県、宮城県、山形県、栃木県、群馬県、奈良県、兵庫県などで聞かれる（いわい/iwai/[juwai]）。いく→ゆく、となるのはかなり一般に聞かれる。歴史的仮名遣いで「ゐ」であった音については、鹿児島県などで、[wi]と発音される（藺/i/[wi]）。「いえ」が、栃木県、埼玉県、群馬県、新潟県、山梨県、静岡県、兵庫県等で[e:]と発音される（みえる/mieru/[me:ru]）。



（b）　/e/　半狭前舌非円唇母音（close-mid front unrounded vowel）

　多くの言語では、「エ」に狭い「エ」と広い「エ」の二種類を持っているが、日本語は一つである。

　1.　江戸エドの易者エキシャが悦エツに入イる。

　2.　英雄エーユーの映画エーガにえんえんの列レツ。


　/e/が[i]となるのは、東京都新島である（えだ/eda/[ida]、あめ/ame/[ami]）。[je]となるのは、岩手県、福島県、山梨県、岐阜県、静岡県、九州全域などである。特に、九州では戦前までは[je]の方が一般的であったようである（まえ/mae/[maje]、えだ/eda/[jeda]）。キリシタン文学を見ても、yeはかなり用いられているので、昔は/e/と対応する/je/があったと考えられる。今でもローマ字でyenとかYedoと書いたりするのは、そのためである。「えい（/eH/[e:]）」を、三重県、和歌山県、愛媛県、高知県、九州などでは、[ei]と発音する（えいが/eHga/[eiɡa]、とけい/tokeH/[tokei]）。方言の中には、青森市近辺のように[e:]と[ε:]を区別している地方もある（見えた/mieta/[me:ta]、蒔いた/maita/[mε:ta]）。



（c）　/a/　開前舌非円唇母音（open front unrounded vowel）

　日本語の中では最も大きく口を開いて発音する母音である。おそらく、すべての言語に存在する基本的な母音であろう。

　1.　危アブないアラブの油売アブラウり

　2.　青アオは藍アイより出イでて、藍アイよりも青アオし。

（d）　/o/　半狭後舌円唇母音（close-mid back rounded vowel）

　共通日本語におけるただ一つの円唇母音である。

　1.　老オいては、負うオーた子コに教オシえられ。

　2.　大皿オーザラの上ウエにおおよもぎ餅モチ、小皿コザラの上ウエにこよもぎ餅モチ


　「お」を[wo]と両唇化するのは、新潟県、長野県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、鹿児島県、茨城県、山梨県、長野県、広島県などである（おなご/onago/[wonago]、かお/kao/[kawo]）。「おい」は、岡山、佐賀、鹿児島、栃木、埼玉、千葉、新潟、山梨、長野、静岡などの各県で[e:]と発音される（しろい/siroi/[ɕireː]）。岐阜県や静岡県、愛知県の尾張地方などでは、[ø:]と発音されている（くろい/kuroi/[kurø:]）。「おう」（/oH/）を鹿児島と沖縄の大部分では[a:]と発音する（さとう/satoH/[sata:]）。歴史的仮名遣いが「あう・あふ」であったものと「おう・おふ・おほ・えう・えふ」であったものを区別している地方がある。[a:]と[o:]で区別している地方には、京都府、鳥取県などである（書こう/kakoH/[kakaː]、十/toH/[toː]）。[ɔː]と[oː]で区別しているのは、新潟県、長野県の一部である（冬至/toHzi/[to:ʑi]、湯治/toHzi/[tɔːʑi]）。[o:]と[u:]の対応で区別するのは、山形県、新潟県。佐賀県、長崎県、大分県等である（塔/toH/[to:]≠十/toH/[tuː]）。この対応には楊枝（ヨージ）≠用事（ユージ）、一生（イッショー）≠一升（イッシュー）のようなものがある。これは古い日本語で冬至は「トウジ」、湯治は「タウジ」であったことと関係がある。同じような問題で、九州では一生（古イッシャウ）/iQsøH/[iɕɕo:]、一升（古イッショウ）/iQsøH/[iɕɕu:]。「おう」が[a:]になるのは、兵庫県や鳥取県で聞かれるものがある（だろう/daroH/[dara:]）。



（e）　/u/　狭後舌非円唇母音（close back unrounded vowel）

　/u/は、一般的に円唇母音であるが、日本語の「ウ」は非円唇であり、[ɯ]で表わす。

　1.　瓜売ウリウりが瓜売ウリウりに来きて、瓜売ウリウれず、売ウり売ウり帰カエる瓜売ウリウりの声コエ。

　2.　歌ウタうたいが歌ウタうたえって、歌ウタうたえないから、歌ウタうたわない


　方言の中には円唇の[u]を持っているものもある。どちらかというと西日本に多いようである。特に九州、沖縄地方で顕著であると言われている。ウが/m/の前に来ると[m]となることがある（ウマ/uma/[[image: m]ma]、うめ/ume/[[image: m]me]）。うまい→むまい、うめる→むめ、うまれる→むまれる、うんめい→[[image: m]meː]なども同じ現象である。福井県や奈良県では、[ŋ]の前で、[ŋ]となることもある（うごく/ugoku/[ŋŋoku]、うぐいす/uguisu/[ŋŋuisu]）。長崎五島では「うんどうかい」/uNdoHkaiを[nndoːkai]と発音する。「うい」は多くの地方で[i:]となる。群馬県、埼玉県、新潟県、長野県、静岡県、兵庫県、奈良県、島根県、岡山県、広島県、愛媛県、福岡県、佐賀県、大分県、宮崎県、鹿児島県などである（さむい/samui/[sami:]〜[sabi:]、わるい/warui/[wari:]）。



(2)　口蓋化母音（palatalized vowels）

　いわゆる拗音として用いられる母音であるが、[j]＋基本母音という形をとって、その直前の子音を口蓋化する特徴を持つ母音である。実は/i/という母音そのものが[ji]であるので、/i/そのものも口蓋化母音と考えることもできる。口蓋化母音は、音声的には、半母音（または半子音）、または、わたり音と基本母音の組み合わせとなっている（半母音参照）。上昇二重母音（rising diphthongs）と定義することもある。

（a）　/æ/　開前舌口蓋化母音（open front palatalized vowel）

　[ja]という形をとっている。伝統的表記では「ヤ」で表す。

　1.　やや痩ヤせた八百屋ヤオヤの弥生ヤヨイさん。

　2.　闇ヤミの夜ヨに勇気ユーキを出ダして湯屋ユヤに行ユき、八ヤ百オ屋ヤにからかわれたお綾アヤ

　3.　目医者メイシャと名刺屋メイシヤがうまい密ミツを三ミッつ買カった。

（b）　/ø/　半狭後舌口蓋化母音（close-mid back palatalized vowel）

　[jo]という形をとっている。伝統的標記では「ヨ」と表記する。

　1.　洋子ヨーコが養殖ヨーショクの魚サカナを要領ヨーリョーよく料理リョーリして、洋食ヨーショクにした。

　2.　世ヨの中ナカは夢ユメと思オモうも夢ユメなれや、夢ユメを迷マヨいと言イうも夢ユメなり

（c）　/y/　狭後舌口蓋化母音（close back palatalized vowel）

　[jɯ]という形をとる。伝統的には「ユ」と表記する。

　1.　祐子ユーコは百合子ユリコの友人ユージンと遊覧船ユーランセンで夕食ユーショクをとった。

(3)　その他

①　鼻母音（nasal vowels）

　日本語では独立した音素としての鼻母音はないが、「タンイ」と発音する場合などで用いられる。詳しくは特殊音素の項で述べる。

②　無声母音（voiceless vowels）

　音素として独立しているわけではないが、日本語では無声子音に挟まれ、アクセントの核になっていない高母音は無声化する傾向がある。そのことは音の変化の項でさらに詳しく述べる。

③　重母音

　日本語は厳密に言うと重母音はない。たとえば「アイ」はあくまでも「ア」＋「イ」であって、英語のように「アイ」という一つの単位ではない。表記法で、混乱を招くもののひとつに、「オー」と「エー」がある。/oH/に「おう」と「おお」の表記があり、/eH/に「えい」と「ええ」があることである。これらは歴史的仮名遣いが分からないと理解できないことであって、現代語として混乱を招くことは避けられない。


　「あい」を（/ai/[ai]）と発音するのは。日本全体から見ると、かえって稀で、秋田県、東京山の手、長野県、愛知県、岐阜県、静岡県の一部で見られる程度である。最も多いのは、[e:]で、群馬県、埼玉県、東京下町、神奈川県、新潟県、長野県、静岡県、愛知県、石川県、京都府、三重県、和歌山県、鳥取県、島根県、山口県、愛媛県、九州一帯でむしろ一般的である（だいく/daiku/[de:ku]、あかい/akai/[ake:]）。[æ:]となるのが、京都府丹後、岡山等である（きょうだい/køHdai/[kjo:dæ:]）。岐阜県と愛知県尾張全域に聞かれるのは、[æə]である（だいぶ/daibu/[dæəbu]）。[ja:]となるのは、長野県、佐賀県などである（だいこん/daikoN/[dja:kon]）。[a:]となるのは、岐阜県、愛知県、鹿児島県である（やさい/æsai/[jasa:]）。その他もあるが、特殊で、地域的に限られているので、これだけにする。「あう」もいろいろに発音される。[a:]となるのが、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県などである（あらう/arau/[ara:]）。また、[o:]と発音されるのが、石川県、福井県、大分県などである（あらう/arau/[aro:]）。「あわ」が[a:]になるのは、東京都大島、山梨県などである（まわる/mawaru/[ma:ru]）。




　名古屋地方では、/ai/→[æ:]、/oi/→[ø:]、/ui/→[y:]となる。アカイ/akai/[akæ:]、フトイ/hutoi/[φɯtø:]、サムイ/samui/[saby:]。奥羽から関東にかけて/ai/が[e:]となる。ナイ/nai/[ne:]。/ai/は東から西にかけて/e:/→/ε:/→/æ:/と変化している。






(2)　子音（Consonants）




[image: ]




①　破裂音（Plosives）

　日本語の破裂音には、/p/、/t/、/k/、/b/、/d/、/g/の６種あるが、それに/ʔ/を加えることもできる。

(a)　/p/　無声両唇破裂音（voiceless bilabial plosive）

　両唇を閉じ、呼気を口腔内にため、圧縮し、唇を急激に放すことによって出す無声音である。この音は日本語では外来語以外には使われる頻度の少ない音である。口蓋化母音の前では[pj]となる。ただし、違いは小さい。以下、すべての子音は同じように口蓋化母音の前で口蓋化するが、大きな違いをもたらすもの以外は省略する。また、この音を帯気音として発音することもあるが、それ自身日本語では独立した音素ではない。

　/p/ →[pj]/＿[/i, æ, ø, y/ （口蓋化母音）]（ピザ/piza/[pjiza]）

　　　→[p]/＿V（その他）　　　　（ポット/poQto/[potto]）

　1.　プディングに穴アナがあいたとぷりぷり怒オコるプリンス

　2.　パパのパジャマは、パパパジャマ、


　昔の日本語ではハ行を/p/と発音していた。その名残で今も琉球方言や大井川上流などで/h/を[p]と発音することがある（火/hi/[pi]　ひと/hito/[pito]）。鹿児島県を中心に/p/が帯気音になることがある。（ポンプ/poNpu/[phomphu]）



(b)　/b/　有声両唇破裂音（voiced bilabial plosive）

　/p/の有声音である。アクセントの低い場所では時に摩擦化して[β]（有声両唇摩擦音）と発音されることがあるが、これは独立した音素ではない（カブト/kabuto/[kaβɯto]）。外来語では[v]の代用として用いられることがある（violin[vaIəlín]→バイオリン/baioriN/[baioriN]、silver [sílvə]→シルバー/sirubaH/[ɕiɾɯβa:]⇄[ɕiɾɯba:]）。

　1.　備後ビンゴの貧乏ビンボーな坊さんが、豊後ブンゴの屏風ビヨーブに豊後ブンゴの貧乏ビンボーな坊ボーさん描カいた。

　2.　豚ブタが豚ブタをぶったので、ぶたれた豚ブタが、ぶった豚ブタをぶった


　富山県、奈良県、愛媛県などの一部で/b/が/w/と発音されることもある（/tabako/[taɰako]）。これらの地域では、河馬＝川、柴＝皺となる。また東北地方や三重県、奈良県の一部などで、/b/の前に[m]を挿入することがある（かぼちや/kabotæ/[kambotɕa]、こぶ/kobu/[kombɯ]。とび/tobi/[tombi]、ごぼう/goboH/[gombo]、かべ/kabe/[kambe]）。この中でも、「こんぶ、とんび、ごんぼ」は各地で聞かれる。/b/が/p/となる地域は、特に佐賀県に顕著（せんべい/seNbeH/[sempe:]）。/b/が/m/となるのは、奈良県、山口県、愛媛県などに見られる（あぶない/abunai/[amɯnai]、かぶと/kabuto/[kamɯto]）。



(c)　/t/　無声歯茎破裂音（voiceless alveolar plosive）

　舌先を歯茎に着け、呼気を口腔内にため、圧縮して急激に舌先を放すことによって得られる無声破裂音である。次のような異音がある。

　/t/　→[t]/＿[a, e, o]　　　　　（タテイト/tateito/[tateito]）

　　　→[ts]/＿[ɯ]　　　　　　　　（ツツジ/tutuzi/[tsɯtsɯʑi]）

　　　→[tɕ]/＿[口蓋化母音]　　　（チャチ/tæti/[tɕatɕi]）

　1.　竹屋タケヤの竹壁竹立タケカベタケタてかけた。

　2.　チーチーパッパ、チーパッパ、鞭ムチをふりふりチーパッパ

　3.　月々ツキヅキに月見ツキミる月ツキの多オーけれど、月見ツキミる月ツキのこの月ツキの月ツキ

　4.　特許許可する東京特許許可局トーキョートッキョキョカキョク

　日本語の/t/は、次に/i/や口蓋化母音が続くと[tɕ]となる。また/u/が続くと[ts]となる。[ti]とか[tu]という発音は、元来の標準日本語にはない。ただし、最近外来語の増加によって、これらの音が使われるようになってきている。学者によって、/c/（破擦音）という音素を設定して、「チ」を/ci/、「ツ」を/cu/としているが、日本人の一般的な感覚からは、それだけ別の音素と見るのは無理がある。詳しくは外来音の項で説明する。[ts]も[tɕ]も音声学的には破擦音であるが、音素としての破擦音は日本語にはない。また/p/と同じように異音としての帯気音を持っているが、音素として独立してはいない。[tɕ]の音は[tʃ]と似ているので、記号としてそれで代用することもあるが、厳密には舌の位置が少し違う（摩擦音/s/を参照）。


　東北地方や関東の北部では有声音間の/t/が有声化することがある（洗濯/seNtaku/[sendakɯ]）。奥羽、北海道ではタ行が有声化することがある。（オトコ[odogo]、せんたく/seNtaku/[sendaku]）。奥羽地方では、共通語で/t/であった音は/d/に、そして共通語で/d/である音は、/nd/となって区別することがある。（的/mato/→[mado]、窓/mado/→[mando]）。長野県、高知県、沖縄県の一部の方言の中には[ti]を持っている方言もある。（くちびる/kutibiru/[kutibiru]）。/ti/は、[tsi], [dzi]など、非常に多くの変種がある。チソー/tisoH/[ttso:]となる方言は各地にある（ごちそう/gotisoH/[ɡottso:]）。また、山形県、滋賀県、愛媛県、九州の一部では[tu]を持っている。（つらら/turara/[turara]、まつかさ/matukasa/[matukasa]）。/tu/は、その他にも[dzu], [tɕi]など、数多くの変種がある（くつや/kutuæ/[kudzɯja]）。また九州の一部では/te/が[tɕe], [tse]となる地域がある（おてら/otera/[otsera〜otɕera]）。九州地方を中心に、/t/は、促音化したり（/tetudoH/[teddo:]）、撥音化したり（/kitune/[kinne]）、鼻破裂を起こしたり（/kitune/[kitNne]）、声門閉鎖が起きたり（/kitune/[kiʔne]）、種々の形が現れる。



(d)　/d/　有声歯茎破裂音（voiced alveolar plosive）

　/t/の有声音である。日本語の/d/にはその環境によって３つの異音がある。すなわち[d]の他に[ɯ]の前で[(d)z]、口蓋化母音の前では[(d)ʑ]となる。したがって標準日本語には[du], [di]はない。[d]の有無については/z/の項で説明する。[ʑ]は[ʒ]と似た音であり、その表記が使われることもあるが、正確には舌の位置が少し違う。[tʃ]参照。

　/d/→[d]/＿[/a, e, o/]　　　　　（デンドー/deNdoH/[dendo:]）

　　　→[dz]⇄[z]/＿[/u/]　　　　　（ヅック/duQku/[(d)zɯkkɯ]）現在の書記法では「ズック」


　　　→[dʑ]⇄[ʑ]/_V（口蓋化母音） （ヂン/diN/[(d)ʑiN]）現在の書記法では「ジン」



　1.　台所ダイドコロの前マエのくどのところの白徳利シロドクリ。

　2.　毒多ドクオーき毒ドクのなかにも気キの毒ドクは何ナニよりも毒ドク。


　/de/が[(d)ze]に代わるのが、近畿地方から和歌山県、四国などの方言にみられる（むかで/mukade/[mɯaka(d)ze]、なでる/naderu/[na(d)zerɯ]）。/d/が/r/で代用される方言には、新潟県、大阪府、四国、九州などがある（うどん/udoN/[ɯɾoN]、こども/kodomo/[koɾomo]）。共通語にない[di], [du]を持っている地域もある。東北方言などでは[d]の前に軽く[n]を挿入することがある（だけど/dakedo/[dakendo]、まだ/mada/[manda]）。高知でもコドモを[kondomo]と言うことがある。奈良県では/d/が[ð]で代用されることもある（枝/eda/[eða]）。「ぢ、づ」については、/z/で説明する。



(e)　/k/　無声軟口蓋破裂音（voiceless velar plosive）

　後舌部を軟口蓋につけ、呼気をため、圧縮し、急激に後舌部を開放して出す無声閉鎖音である。

　1.　鴨カモが米噛コメカみ小鴨コガモが粉米噛コゴメカむ（×２）

　2.　この釘クギは引ヒき抜ヌきにくい。

　3.　隣トナリの客キャクは、よく柿食カキクう客キャクだ。

　4.　神田鍛冶町カンダカジチョーの角カドの乾物屋カンブツヤの勝栗買カチグリカったが、固カタくて噛カめない


　東北から関東の一部などで母音に挟まれた/k/は有声化して[ɡ]となることがある（温い/nukui/→[nɯɡɯi]、さかな/sakana/[saɡana]、オトコ[odoɡo]）。また鹿児島県や沖縄で/k/が[h], [x]と発音される地方もある（かま/kama/[hama]、なか/naka/[naxa]）。カを「クワ」と発音する地域が新潟県、石川県、長野県、滋賀、大阪、和歌山、島根、徳島、そして九州地方のかなり広範囲にある。合拗音と言っているが、中国語の影響で現れるようになったものである（菓子/kasi/→[kɰaɕi]）。さらに、薩摩半島南端や天草などで[kɰa]が[pa]となる地域がある（菓子屋/kasiæ/→[kwaɕija]→[paɕa]）。富山県、石川県などで[φa]が使われることもある（かし/kasi/[φaɕi]）。さらに青森県、岩手県、秋田県などで[ɡwa]が用いられることもある。（すいか/suika/[siːɡwa]）。東北地方では/ki/が[tɕi]となる（汽車/kisæ/[tɕiɕa]）。こういう現象は日本語に限らず、歴史上英語でも存在した。たとえばkyrikeが、cirice[tʃritʃe]＝churchになった例がある。



(f)　/g/　有声軟口蓋破裂音（voiced velar stop）

　/k/の有声音である。共通日本語では語頭では[ɡ]、語中では[ŋ]（鼻濁音）とされている。

　/g/には２つの異音がある。

　/g/→[ɡ]/#＿　　　　　　　　（ガッコー/gaQkoH/[ɡakko:]


　　→[ŋ]V＿V, H＿V, N＿V　　（かがく/kagaku/[kaŋakɯ]、ホーガク/hoHgaku/[ho:ŋakɯ]、おんがく/oNgaku/[oŋŋakɯ]）



　最近ではこの鼻濁音使用はかなり曖昧になってきている。全国で言うと、この区別をしない地域の方が広いし、また東京あたりでも若者は区別をしなくなっている。ある調査によると、東京では、昭和14〜15年生まれを境に、それ以前に生まれた者は鼻濁音を使い、それ以後に生まれた者は使わないようになってきていると言われている（雅楽/gagaku/[ɡaŋakɯ][image: ][ɡaɡakɯ]）。いずれにしろ、これは、もともと相補異音であったが、現在は自由異音であり、相補異音ではない。[ɡ]が中心であり、どんな場合にも、[ŋ]のみを使用する地域はほとんど存在しない。そのかわり、語中で[[image: ]]（有声軟口蓋摩擦音）を使う人もいる（雅楽/gagaku/[ɡa[image: ]akɯ] [image: ] [ɡaɡakɯ]）。鼻濁音をカ行に半濁音符号を付けて表すことがある（ガカ[image: ]ク）。

　1.　餃子ギョーザの嫌キラいな餃子ギョーザの業者ギョーシャ

　2.　生麦ナマムギ、生米ナマゴメ、生卵ナマタマゴ（鼻濁音を用いて）


　/g/音について、一番の大きな違いは語中で、いわゆる鼻濁音[ŋ]を持つかどうかである。語頭で[ɡ]、語中で[ŋ]が原則であるが。助詞の「が」、「ぐらい」、助動詞の「ごとし」は語頭でも鼻音となる。また、語中でも擬声擬態語（ぎらぎら）。数字の五（じゅうご）、接頭辞に続くガ行音（おげんき）、外来語（エレガント）などは原則として鼻音化しない。大ざっぱに言って、東北地方の大部分、関東東部、中部地方（愛知県を除く）、近畿から兵庫県、徳島県の一部が鼻濁音をよく使う地域である（かがみ/kagami/[kaŋami]）。それに対し、新潟県、群馬県、埼玉県、愛知県。中国地方と九州のほとんどと沖縄、香川県、愛媛県が鼻濁音を持たず、どんな場合にも[ɡ]と発音する（/kagami/[kaɡami]）。その中の一部の地域では/g/が摩擦化することがある（かがみ/kagami/[ka[image: ]ami]）。高知県、秋田県の一部などで[ŋɡ]となることもある（かご/kago/[kaŋɡo]）。また、北海道の一部では[ɡ]と[ŋ]を区別してそれぞれ別の音素として用いている（家具/kagu/[kaɡɯ]、嗅ぐ/kagu/[kaŋɯ]）。高知県では、[ɡ]の前に[N]を置くことがある。カガミ/kagami/→[kaŋɡami]）。南蛮の文書を読むと、「伊賀」をIngaと書いていたりするが、これがむしろ当時の一般的な発音であった（正月/søHgatu/[ɕo:ŋɡatsu]）。これまでは、すべて語中の/g/であるが、語頭の/g/に[ŋ]を用いる方言が、静岡県や愛知県の一部、和歌山県や奈良県の一部などで聞かれまる（げた/geta/[ŋeta]）。「が」が「ぐゎ」となる（合拗音）のは、群馬県、新潟県、長野県などから、鳥取県、島根県を経て九州地方に多く見られる。四国の。一部でも老年層で聞かれることがある（がいこく/gaikoku/[ɡwaikokɯ]）。



(g)　/ʔ/　（無声）声門破裂音（glottal plosive）

　声門を閉鎖することによって得られる音である。急激に母音を発するとき、閉じていた声門が突然開き、発せられる。一般的にも驚いて「アッ！」と言った場合には、その前後に生じる（[ʔaʔ]）。音素として設定することもできるが、一般には設定されているわけではない。

　/ʔ/→[ʔ]/#＿

　　　→[∅]/V＿V　（∅＝ゼロ）　　（あおい/ʔaʔoʔi/[ʔaoi]）

　1.　上ウエへ青アオい葵アオイをおいおい植ウえる

　2.　恩愛オンアイの縁エンと言イう安易アンイな言イい分ブンは、甥オイには受ウけ入イれられず、お糸イトは会アえない。

①　摩擦音（fricatives）

(a)　/s/　無声歯茎摩擦音（voiceless alveolar fricative）

　舌先を歯茎に著しく近づけてその間から呼気を摩擦させながら押し出す無声音である。

　/s/→[s]/＿/a, e, o, u/　　　　　（サセル/saseru/[saseɾɯ]）

　　　→[ɕ]/＿V（口蓋化母音）　　　（シシャク/sisæku/[ɕiɕakɯ]）　cf.ヒシャク

　この音素は/i/等の口蓋化母音の前という環境では、口蓋化が起こり、[ɕ]（無声歯茎硬口蓋摩擦音voiceless alveolo-palatal fricative）と発音される。[ɕ]は英語などの[ʃ]（無声後部歯茎摩擦音voiceless postalveolar fricative）と近い発音で、時にはそう表記されることもあるが、厳密には舌の位置が少し違う。日本語の方が英語より舌が少しだけ後ろということになる。共通日本語には[si]という音節は存在しない。




[image: ]




　1.　左折車専用車線サセツシャセンヨーシャセン、清掃中セーソーチュー

　2.　四郎へシローエシラミが四匹シヒキしっかりしがみついて、四郎シローが死シんでも知シらん顔カオ。


　山梨県、長野県、石川県、奈良県、高知県の一部などでは/s/は[θ]で代用されることがある（土佐/tosa/[toθa]せなか/senaka/[θenaka]）。/si/以外の環境で、/s/が[ɕ]で代用されるのが、愛媛県などにある（/sabiru/[ɕabiru]）。鹿児島県徳之島では「さ」が[ɕa]と発音される（さら/sara/[ɕara]）。これに類するもので、さかん（シャカン）、さみせん（しゃみせん）、さけ（シャケ）さじ（シャジ）などは、かなり広い地域で使われている。また徳島県、奥羽、伊豆七島、岐阜県飛騨地方、広島県、岡山県などから九州にかけて日本各地で/se/が[ɕe]と発音される地域がある（せんせい/seNseH/[ɕeNɕe:]、汗/ase/[aɕe]）。これはより古い日本語の標準的発音が残っているということである。/s/が/h/[h, ç]となるのは、近畿地方を中心に、中国地方と四国の一部で聞かれる（おてらさん/oterasaN/[oterahan]、ありません/arimaseN/[arimahen]、それから/sorekara/[horekara]、そうです/soHdesu/[hoːdesɯ]、しかる/sikaru/[çikaru]、しつれい/situreH/[çitsure:]、質屋/sitiæ/[çitɕija]、敷く/siku/[çiku]）。「した」が「いた」となるのは、中部地方から近畿、中国、四国、九州にかけて見られる（だした/dasita/[daita]、おとした/otosita/[otoita]）。東北南部では/sy/が[sɯ]と発音される（しゅす/sysu/[sɯsɯ]）。珍しいものとしては、東京都八丈島では、「し」を[tɕi]と発音する傾向がある（した/sita/[tɕita]）。これと同類であるが、「紫蘇」のことを「ちそ」と発音する地方がある。九州には[si]が/soi/に代わって使われる場所がある（おそい/osoi/[osi:]）。



(b)　/z/　有声歯茎摩擦音（voiced alveolar fricative）

　舌先を歯茎に著しく近づけてその間から呼気を摩擦させながら押し出す有声音で、/s/の有声音である。

　/z/→/z/⇄/dz/{＿/a, e, o, u/}　　　（ザッシ/zaQsi/[(d)zaɕɕi]）

　　　→/ʑ/⇄/dʑ/{＿V（口蓋化母音）}　（アジヤ/azi/[aʑija]）

　この音素は/i/等の口蓋化母昔の前では、口蓋化が起こり、[ʑ]（有声歯茎硬口蓋摩擦音voiced alveolopalatal fricative）と発音される。[ʑ]は英語などの[ʒ]（有声後部歯茎摩擦音voiced postalveolar fricative）と近い音であるが、厳密には舌の位置が英語より舌が少しだけ後ろになる。共通日本語には[zi]という音節は存在しない。しかし、この音素のもっと大きな問題は/z/が[z]⇄[dz]となり、全く同じように用いられることである。歴史的にはダ行とザ行ははっきり区別されており、元来は次のような対応があった。




[image: ]




　今も「ヂ、ジ、ヅ、ズ」の４つの子音の発音をきちんと区別している地域が存在している。日本語方言学ではそれを「四つかな地域」と呼んでいる。ところが共通日本語では「ヂ＝ジ」、「ヅ＝ズ」と変化した。発音上では[d]の有無を区別しなくなったと言うことであり、「ヂ＝ジ」[(d)ʑi]、「ヅ＝ズ」[(d)zɯ]となった。結局、ダ行だから[d]がつき、ザ行だから[d]がつかないという区別がなくなり、しかもどちらにも[d]をつけたり、つけなかったりという全く同じ発音になった。それと同時にザ行についても[d]をくっつけて発音するようにもなった（[(d)za], [(d)zo], [(d)ze]）。共通日本語には[(d)zi]という発音はない。タ行に/c/という音素を設定する学者の根拠の一つは、タ行はタ、テ、トだけが[t]として残っており、/d/もダ、デ、ドしか存在しない、というものである。ヂ＝ジ、ヅ＝ズのようように、チ＝シ、ツ＝スという法則が成り立てば、それには正当性があるが、それだけで/c/という音素を設定することは無理である。いずれにせよ、ダ行とザ行は今では、次のような対応に変わっている。
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　/di/と/zi/、/du/と/zu/は全く同じと見なされているわけであるが、実際の発音では、単語の最初に来たときや/N/に続くときなどには、[dzɯ]、[dʑi]が使われ、単語の途中に来るとどちらかというと[ʑi]、[zɯ]が使われると言う傾向がある。ザ、ゼ、ゾについても同じように単語の最初などでは[d]を含む形が、また単語の途中では[d]を含まない形が好まれる。なお、書記法で「鼻血」を「ハナヂ」と書くことは全く別問題である。実際鼻血は[hanadʑi]とも[hanaʑi]とも発音されるが、傾向としては[hanaʑi]が好まれる。おもしろいローマ字表記の対応の例として、牛乳の「めいじ」はローマ字でMeijiと表記されているが、「めいじや」はMeidi-yaとなっている。もともと「明治」は「めいぢ」であるので、明治屋の方が古い形を使っていることになる。ちなみに。ヘボン式ローマ字は、「ジ」も「ヂ」もji、「ザ」「ズ」（「ヅ」）「ゼ」「ゾ」はza, zu, ze, zoと表記する。

　じしん/zisiN/[(d)ʑiɕiN]　　→→　[dʑiɕiN]　語頭

　しじみ/sizimi/[ɕi(d)ʑimi]　→→　[ɕiʑimi]　語中

　ざっし/zaQsi/[(d)zaɕɕi]　→→　[dzaɕɕi]　語頭

　1.　前述ゼンジュツの事情ジジョー、漸次増税ゼンジゾーゼー

　2.　雑誌ザッシにいざこざを書カかれたきざな財閥ザイバツ。

　3.　その数珠ジュズは増上寺ゾージョージの僧正ソージョーの数珠ジュズ。


　現在も四つ仮名地域としては、高知県と福岡県、佐賀県、大分県、宮崎県、鹿児島県が有名である。他にも和歌山県や山梨県の一部でも残っている。九州地方の大部分では「字」（じ）を[ʑi]、「痔」（ぢ）を[dʑi]、「狡い」（ずるい）を[zɯrɯi]、「頭巾」（づきん）を[dzɯkin]と区別している。山梨県奈良田においては、「ジ」を[ʑi]、「ヂ」を[dʑi]、「ズ」を[ðɯ]、「ヅ」を[dɯ]と区別している。高知県では「ジ」を[ʑi]、「ヂ」を[di]、「ズ」を[zɯ]、「ヅ」を[dɯ]と区別している。非語頭では[d]の前に軽い[n]が挿入され、「富士」（フジ）は[φuʑi]、「藤」（フヂ）は[φɯndi]、「葛」（クズ）は[kɯzɯ]、「屑」（クヅ）は[kɯndɯ]と発音される。大分県などでは、「ジ」と「ヂ」の区別を失い、「ズ」と「ヅ」のみを区別しており、実際には三つ仮名となっている。東京を含め、日本の大部分ではそれらの区別を失い、二つ仮名になっている。東北から関東北部、新潟県、富山県などでは、この４つを全く区別しないで、一つ仮名（別名ズーズー弁）となっている。




　/z/に[d]を用いる方言は、三重県、京都府、大阪府、標語、奈良県、和歌山県、島根県、岡山県、広島県、山口県などで聞かれる（ざぶとん/zabutoN/[dabɯton]、おじぞうさん/ozizoHsaN/[oʑido:san]）。それらの方言ではデンシャ＝ゼンシャ、ゲンダイ＝ゲンザイなどの混同が生じる。石川県などでは[r]が使われる（じんりきしや/ziNrikisæ/[ɾinɾikiɕa]）。「ざ」が[dʑa]と発音されるのは、青森県、岩手県、山形県などである（ざれる/zareru/[dʑarerɯ]）。[ʑa]と発音されるのは、福井県、大阪府、奈良県などである（ざこ/zako/[ʑako]）。上に上げた[da]と発音される地域では「ざいもく」/zaimoku/[daimoku]となる。[ða]と発音されるのは、山梨県であるが、「つりざお」を/turizao/[tɯɾiðao]と発音する。「ぜ」については、[ze], [ʑe]となるのが、富山県、石川県、福井県、山梨県、岐阜県、静岡県、兵庫県、奈良県、岡山県、徳島県、愛媛県、九州各地である（かぜ/kaze/[kaʑe]、ぜんぶ/zeNbu/[ʑembɯ]）。また[dʑe]と発音されるのが、新潟県、富山県、石川県、福井県、滋賀県、兵庫県、広島県、山口県の一部である（ぜんぜん/zeNzeN/[dʑendʑen]）。鹿児島県の上そ島において[ɲe]と発音される（かぜ/kaze/[kaɲe]）。奈良県や和歌山県などの一部では/z/を[ð]と発音する傾向がある（かぜ/kaze/[kaðe]）。/z/が歯音化するのは、東京あたりでも観測されている。また、/ze/が[(d)ʑe]となる方言は徳島県他各地で聞かれる（ぜんたい/zeNtai/[(d)ʑentai]）。



(c)　/h/　無声声門摩擦音（voiceless glottal fricative）

　声門を幾分狭め、呼気が喉頭を通過するとき起きる軽い摩擦の音である。この音素は共通日本語においては[ɯ]の前で[φ]（無声両唇摩擦音、voiceless bilabial fricative）、口蓋化母音の前で[ç]（無声硬口蓋摩擦音、voiceless palatal fricative）と発音される。[h]の音は後続の母音を発するのと同じ口の構えをして発音するで、結局母音の無声形であると言う学者もいる（はは/haha/[[image: a]a[image: a]a]）。

　/h/→[h]/＿/a, e, o/　　　　（ホタル/hotaru/[hotaɾɯ]）

　　　→[[image: ]]/＿/u/　　　　　　　（フーフ/huHhu/[[image: p]ɯ:[image: p]ɯ]）　無声両唇摩擦音

　　　→[ç]/＿V（口蓋化母音）　（ヒマ/hima/[çima]）

　1.　花恥ハナハずかしき鉢ハチかつぎ姫ヒメ

　2.　人ヒトの非ヒは非ヒとぞ憎ニクみて非ヒとすれど、わが非ヒは非ヒとぞ知シれど非ヒとせず

　3.　不幸フコーな夫婦フーフは古フルい服フク

　最近日本語には外来語が増えているが、英語などの[f]の音の代用として、[[image: ]]が用いられることがある。

　fast food/fɑ:st fu:d/→ファースト・フード/hɰ*aHsuto huHdo/[[image: p]a:s[image: p]to[image: p]ɯ:do]（例外プレハブ）


　そもそもハ行音は昔[p]であったものが[p]→[p[image: p]]→[[image: ]]を経由して今の[h]になった。八丈島や沖縄、静岡県の一部などで、/h/が[p]となる（ひかる/hikaru/[pikaru]）。特に、「は」が[pa]となるのは、鹿児島や沖縄などで良く聞かれる（はな/hana/[pana]）。「は」が[φa]となるのは、鹿児島や沖縄の他に、青森、秋田、新潟、富山、長野などで聞かれる（ごはん/gohaN/[go[image: p]an]）。新潟県地方などで、ハハ/haha/を[[image: p]a[image: p]a]と発音する。中間の[p[image: p]a]が沖縄の一部で聞かれる（はな/hana/[p[image: p]ana]）。[fa]が使われるのは、岩手県である（は/h/[fa]）。石川県では[ɰa]となる（のはら/nohara/[noɰara]）。共通日本語の「ひ」は[çi]と発音されるが、東京都新島では口蓋化が少なく[hi]と発音される。石川県輪島では、[h]そのものが省略される（あひる/ahiru/[aiɾɯ]）。群馬県、長野県の一部と沖縄などで[[image: p]i]が聞かれることがある（ひばし/hibasi/[[image: p]ibaɕi]）。しかし「ひ」の代替として用いられることが多いのは[ɕi]である。茨城県、群馬県、栃木県、埼玉県、千葉県、石川県などでよく用いられている。東京のいわゆる下町でも使われる音で、落語などでよく聞かれる（ひたす/hitasu/[ɕitasu]）。この地方では、潮干狩りを「ひよしがり」と発音する人が多い。日本語でこのように「ひ」と「し」の間で交代が起きるのは、原則的に日本語の「ひ」が非常に口蓋化が激しく、また逆に「し」が歯茎に近く発音され、両者が音として近い関係にあるからであると思われる。正確には上で述べているように「ひ」は[çi]であり、「し」は[ɕi]であり、表記としても似ている。英語でhe[hi:]とshe[ʃi:]が間違えられて発音されることは考えられない。「ふ」は鹿児島や沖縄で[pu]、[fu]などと発音されることがある（とうふ/toHhu/[topu]、ふね/hune/[funi]）。「へ」については、[e]（大分県）、[fe]（岩手県）、[[image: p]e]（青森県、三井八木、秋田県、山形県、福島県、群馬県、京都府、島根県、長崎県などの各県の郡部で聞かれる（へい/heH/[fei]、へた/heta/[feda]、へび/hebi/[[image: p]ebi]））。



③　弾音（taps）

(a)　/r/　有声歯茎弾音（voiced alveolar tap）

　舌先で歯茎を軽くたたいて出す有声音である。通例、一回だけたたく。[ɾ]と表記する。ラ行に[l]を常用する人もいる。また方言の中には震動音（trills）を用いる地域もある。昔ちゃきちゃきの下町の江戸っ子などはこの形を使っていた。今でも落語などで生きのいい「べらんめ」口調として用いられている。しかし、共通日本語の一般的な発音はたたき音である。アメリカの英語でアクセントのない音節で母音に挟まれた[t]が、たたき音として同じように発音されることがある（イギリスの英語ではむしろ/r/の異音として母音に挟まれた/r/がたたき音として発音されることがある）。スペイン語などでは１回叩きつけるか、数回するかで意味が違ってくる。

　世界中の言葉には/r/の音を持っている言語が多いが、震音/r/が基本のようである。他の方法で発音している国の言葉でも、震音で通じるし、普段はそう発音されない言語でも、歌劇などの歌手や舞台俳優などは震音を用いて歌ったり話したりする。はっきり響き、他の音と間違えることがないためであろう。

　1.　いらいらするから笑ワラわれる、照テれるからからかわれる、だらだらするから侮アナドられる。

　2.　瑠璃色濫用論争ルリイロランヨーロンソー（×３）

　3.　老練ローレンな理論家リロンカだけに理路整然リロセーゼンと論理的リロンテキに議論ギロンする


　方言の中には、石川県、富山県、福井県などの一部で[ɽ]のように、多少そり舌的に発音されることがある（ぎり/giri/[giɽi]）。山梨県では、[ɭ]のように発音される（そら/sora/[θoɭa]）。「ら」行音は「ざ」行音（京都府、奈良県、大阪府周辺、新潟県、長野県等、りんご/riNgo/[dʑiŋɡo]）や「だ」行音（京都府、新潟県、福井県、石川県、九州各地等、ろうそく/roHSoku/[do:sokɯ]）、「や」行音（岩手県、山形県等、りょうり/røHri[jo:ɾi]）などに発音されることがある。最後の例などは、韓国語との関連性を感じさせる。撥音化することもある。これは関東から東北にかけて聞かれる（見るの/miruno/[minno]）。この最後の例は「ない」が撥音化する関西の方



言と混同されることがある（見ないの/minaino/[minno]）。

④　接近音（approximant）またはわたり音（glides）または半母音（semi-vowel）

　本書では、いわゆる拗音については、口蓋化母音と設定したので、これらの音は音素としては設定していないが、音声的には[j]と[a]等の複合であり、一般的には半母音とされているので、その説明をする。

(a)　/j/　有声硬口蓋接近音（voiced palatal approximant）

　この音と次の基本母音が結びついて一つの単位としたのが本書の主張である。[j]と[a]が結びついて[ja]となる。[j]から[a]に舌が移動する過程で生ずる音であることから、わたり音と命名される。音の性質は母音[i]と似ているために、半母音とも言う。また、語構成などではむしろ子音の働きをするので、半子音とも呼ぶ。この音は、子音と結びついて拗音を形成するが、それはその項で説明する。

　1.　役所ヤクショの愉快ユカイな野球ヤキューのチーム、よけいケーな気合キアいで負マけ試合ジアイ。

　2.　お綾アヤや、親オヤにおあやまり、お綾アヤや、八百屋ヤオヤにおあやまり。

　「試合」、「気合い」は「シヤイ」、「キヤイ」のように発音されることもある。「場合」は「バワイ」、「バヤイ」が使われる。

(b)　/ɰ/　有声軟口銭近音（voiced velar approximant）

　別個の母音と設定することも出来るが、他の子音に続くことはなく、音声的には[ɰa]という形を取っているので、[ɰ]を接近音[ɰ]＋[a]と設定する方がわかりやすい。伝統的には「ワ」と表記する。この子音は標準の日本語では/a/の前でのみ現れる。かなり特殊なものと見て良い。方言の中には/e, o, i/の前に現れることもある。また、「を」を強調する時や「お」との対比として用いられることもある。

　1.　ウィークエンドにはワ、ウィツトに富トんだ人たちでメリーウィドーの曲キョクを聴キく。

　2.　笑ワラわば笑ワラえ、わらわはワ笑ワラわれるいわれはないわえ。

　/ɰa/は古い日本語では/k, g/とも用いられた。菓子/kasi/[kɰaɕi]

　現代日本語では「ワ」しか存在しないが、古い日本語には、これを[ɰ]＋母音の組み合わせがあった。

　ワ　　　　　ヰ　　　　　ウ　　　　　ヱ　　　　ヲ

　/ɰa/[ɰa]　　/ɰi[ɰi]　　/ɰɯ/[ɯ]　　/ɰe/[ɰe]　　/ɰo/[ɰo]


　昔の日本語や今の方言の中には/k/の後ろなどでも用いられることがある。ただし、「カ」「ガ」のみ使われる。菓子/kasi/[kɰaci]、元旦/gaNtaN/→[ɡɰantaN]。



⑤　鼻音（nasals）

　口蓋垂を垂れ、呼気を鼻に抜く。日本語の鼻音はすべて有声であるので、有声という言葉は省略する。

(a)　/m/　両唇鼻音（bilabial nasal）

　口蓋化母音の前では、[mj]となる。また、/mu/は、特に語尾において[m]と発音されることもある（編む/amu/[am]）。以前は、/m/の前の/u/が[[image: ]]と発音されていたこともある（馬[ɯma]〜[[image: m]ma]）。「ン」（特殊音素）については、その項参照。

　うまい　[ɯmai]〜[[image: m]mai]　うめいンメー　[ɯme:]〜[[image: m]me:]　　梅　[ɯme]〜[[image: m]me]、

　1.　六軒町ムノギマチの曲マがりは短ミジカい六曲ムマがり。

　2.　ママの見舞ミマいにうまい桃モモの実ミを三ミッつ。

　3.　馬ウマの耳ミミに念仏ネンブツ。


　方言では、/m/が/b/となることがある。これは、石川県、福井県、大阪府、兵庫県、奈良県、愛媛県などで聞かれる（サムイ/samui/→[sabɯi]、けむたい/kemutai/[kebɯtai]、ひも/himo/[çibo]、ともす/tomosu/[tobosɯ]）。サミシイ、サビシイは今では両方聞かれるし、逆に「ぶ」が「む」になったものもある。サムライ←サブラウがそれに当たる。



(b)　/n/　歯茎鼻音（alveolar nasal）

　口蓋化母音の前では、この子音は口蓋化して[ɲ]（硬口蓋鼻音（voiced palatal nasal））となる。音節尾の[n]については、特殊音素を参照。

　/n/→[n]＿/a, e, o, u/}（ナス/nasu/[nasɯ]）

　　 →[ɲ]/＿[口蓋化母音]（コニャク/konæku/[koɲakɯ]）cf.コンニャク/koNnækɯ/[koNɲjakɯ]

　1.　何ナンの因果インガなの、あんなに何年ナンネンもあんな苦ニガい目メに遭アうのは。

　2.　日本橋二丁目ニホンバシニチョーメの肉屋ニクヤの二階ニカイで鶏ニワトリにわかに西向ニシムいて逃ニげた。

　3.　乳牛輸入会社入社試験ニューギューユニューガイシャニューシャシケン。


　ナ行音は、語尾で撥音化することがある。主として、福岡県、長崎県、宮崎県、鹿児島県のように九州で見らるが、語彙によっては、他の地方でも聞かれる（きもの/kimono/[kimon]、ぜに/zeni/[(d)zen]）。



(c)　[ŋ]　有声軟口蓋鼻音（voiced velar nasal）

　語頭には現れない。「ン」（特殊音素）については、その項参照。

　乳牛/nyHgyH/[ɲɯ:ŋjɯ:]、案外/aNgai/[aŋŋai]

(3)　特殊音素

①　/N/

　一般に撥音または「はねる音」と言われているものである。日本語特有の音素の一つであって、異音の種類もいくつかある。簡単に言うと、基本的に次に来る音の調音点の影響を受け、同じ調音点をとると言うことで、同化の一種である。

　/N/→[m]/＿[両唇音]（[p, b, m]）　（ホンバ/hoNba/[homba]）

　　　→[n]/＿[歯茎音]（[t, d, ts, dz, n, ɾ]）（サンタ/saNta/[santa]、カンザシ/kaNzasi/[kandzaɕi]）

　　　→[N]/＿[軟口蓋音]（[ｋ, ɡ, ŋ]）　（サンカ/saNka/[saŋka]、サンゴ/saNgo/[saŋŋo]）

　　　→[ɲ]/＿[硬口蓋音]（[tɕ,dʑ,ɲ]）（コンニャク/koNnæku[koɲɲakɯ]）。

　　　（キンチャク/kiNtæku/[kintɕakɯ]）

　　　→[N]/＿#（語尾）　　　　　（ホン/hon/[hoN][image: ] [hon]~[hoŋ]~[hõo]）

　[V]/V＿V　（母音間）　　　　　　（タンイ/taNi/[ta[image: ]i]~[taNi]）

　語尾とか母音間については、学者によって、いろいろの解釈がある。[N]（有声口蓋垂鼻音voiced uvular nasal）とか[n]という表記を設定する者もいるし、[ŋ]を使う学者もいるし、鼻母音と考える学者もいる。[s]の前で[[image: ]]（先生/seNseH/[se[image: ]seː]〜[seN[image: ]se:]）、[a]の前で[[image: ]])（電圧/deNatu/[de[image: ]atsɯ]~[deNatsɯ]）、[i, j, ɕ]の前で[[image: ]]（民意/miNi/[mi[image: ]i]~[miNi]、親友/siNyH/[ɕi[image: ]jɯː]~[ɕiNjɯː]、紳士/siNsi/[ɕi[image: ]ɕi]~[ɕiNɕi]）、[ɯ], [ɰ], [φ]の前で[[image: ]]（淫雨/iNu/[i[image: ]ɯ]~[iNɯ]、電話/deNɒ/[de[image: ]ɰa]~[deNɰa]、パンフレット/paNhureQto/[pa[image: ]ɯφɯɾetto]~[paNõɯɾetto]）、[o]の前で[õ]（卵黄/raNoH/[ɾaõoː]~[ɾaNoː]）、[e]の前で[[image: ]]（運営/uNeH/[ɯ[image: ]eː]~[ɯNeː]）と設定する学者もある。語尾については、自由異音であり、[m, n, N]が用いられるが、それをすべて[N]とする学者もあるし、[n]とか[ŋ]を常に使う学者もいる。

　1.　洗面後センメンゴ、アンパンと残飯ザンパンを食タべながら新聞シンブンを読ヨんでいる山門サンモンの門番モンバン。

　2.　神話シンワか万葉時代マンヨージダイの感カンじがする民謡ミンヨーを歌ウタう穏和オンワな船員センインが産院サンインから婚姻届コンイントドケを出ダした。（/N/が多い）

　大阪府、和歌山県などで、語尾の/N/は脱落することがある（だいこん/daikoN/[daiko]）。

②　/Q/

　一般に促音あるいは「つまる音」と言われている。日本語特有の音素の一つであって、異音の種類もいろいろある。しかし、これも/N/と同じように、次に来る音で決まる同化の一種である。基本的には同じ音（子音）の繰り返しであり、学者によっては長子音とする者もいる。

　/Q/　→[t]/＿[t]　　　　　　　（イッタイ/iQtai/[ittai]）〜[it:ai]

　　　→[tɕ]/＿[tɕ]　　　　　　（イッチ/iQti/[ittɕi]）〜[it:ɕi]

　　　→[p]/＿[p]　　　　　　　（イッパイ/iQpai/[ippai]）〜[ip:ai]

　　　→[k]/＿[k]　　　　　　　（イッキ/iQki/[ikki]）〜[ik:a]

　　　→[s]/＿[s]　　　　　　　（イッサ/iQsa/[issa]）〜[is:a]

　　　→[ɕ]/＿[ɕ]　　　　　　　（イッショ/iQsø/[iɕɕo]）[iɕ:o]

　このように、/Q/はそもそも無声子音の繰り返しとして用いられるが、無声摩擦音の中でも/h/は固有名詞以外には滅多に使われることはない。反対に、外来語が増えることによって有声閉鎖音も使われることが増えてきている。ただし、これには時々対応する無声音への転移が見られる。

　バッハ/baQha/[bahha]（[bah:a]）[image: ][baxxa]（[bax:a]）

　ベッド/beQdo/[beddo]（[bed:o]）[image: ]ベット/beQto/[betto]（[bet:o]）

　バッジ/baQdi/[baddʑi]（[badʑ:i]）[image: ]バッチ/baQti/[battɕi]（[batɕ:i]）

　バッグ/baQgu/[baɡɡɯ]（[baɡ:ɯ]）[image: ]バック/baQku/[bakkɯ]（[bak:ɯ]）

　1.　シュッポシュッポと貨物列車カモツレッシャが鉄橋テッキョーを渡ワタった。

　2.　八丁味噌ハッチョーミソは卒中ソッチューに、抹茶マッチャは脱腸ダッチョーに効キくそうソーだ。

③　/H/

　長音またはのばす、あるいは「ひく音」である。基本的には前の母音を伸ばすことになる。この音素については/R/を用いる学者が多いが、/aR/は分かるとしても、/iR/, /oR/, /uR/, /eR/は、「イア」、「オア」、「ウア」、「エア」と間違って読まれる危険性があるので、本書では/H/を用いている。なお、このことについてはあくまでも、発音の開題であり、書き方とは関係がない。

　/H/[:]→[a]（[aa]）/[a]＿　（オカーサン/okaHsaN[oka:san]）

　　　→[o]（[oo]）/[o]＿　　（オーサカ/oHsaka/[o:saka]、ビョーキ/bøHki/[bjo:ki]（/bøuki/ではない）

　　　→[ɯ]（[ɯɯ]）/[u]＿　　（ギューニュー/gyHnyH/[ɡjɯːɲɯː]

　　　→[e]（[ee]）/[e]＿　　　（オネーサン/oneHsaN/[one:saN]、エーゴ/eHgo/[e:ŋo]（/eigo/ではない）

　→[i]（[ii]）/[i]＿　　　　（オジーサン/oziHsaN/[o(d)ʑiːsã[image: ]]

　1.　妹イモートの場合バーイは、先生センセーに生イき生イきしたものを想像ソーゾーできる芸名ゲーメーに命名メーメーしてもらった。


　「エー」/eH/を/ei/と発音する地域が、高知県や愛媛県、また紀伊半島南部で聞かれる。（映画/eHga/→[eiɡa]）




　特殊音素の交替が時々見られる。/N/が/Q/となる現象は、新潟県中部で聞かれる（びんぼう/biNboH/[bibbo:]）。/H/が/N/と変化するのは、群馬県、兵庫県などで見られる（ゆうべ/yHbe/[jumbe]）。とうがらし→とんがらし、そうれい→そんれー、しょうべん→しょんべんなどもこれに当たる。/H/が/Q/となることもある（/oHkiH/[okki:]）。







[image: ]






(4)　外来音の影響

　五十音表を見て、なぜ「ン」だけ別になっているのだろうかとか、拗音や促音は、どうして小さい字で書くのだろうかと不思議に思ったことがあるかも知れない。実は、拗音や撥音、促音などは、もともと日本語にはない音だったのであるが、中国語からの外来語を受け入れるようになって、新しく日本語に加えられた音だからである。また、清音と濁音は普通は無声音と有声音を区別する記号なのに、ハ行だけは違うのも不思議である。さらに半濁音というのが一種類だけあって、これがハ行の濁音とで有声・無声の関係にあるというのも奇妙な話である。上古の日本語ではハ行は[p]の音で発音されていた。従って、その有声音は濁音バ行で良かったわけである。いろいろと謎が解けてくる。

　外来語が増えてくることによって、従来日本語になかった音が入ってくることがある。多くの場合、最初は標準拍に吸収されるが、外来音が増加することによって、できるだけ原音に近い音を真似て、新しい音として受け入れることがある。昔/N/は存在しなかったが、中国語（漢語）をたくさん受け入れたことによって、日本語で使われるようになった。[dʒe]を持った英語が日本語に入ると初めは「ゼスチャー」「ゼリー」「ゼネラル」「ゼット機」などとして受け入れた。しかし、最近は[dʒe]の音をそのまま受け入れることが多くなっている。すると次に、その音をどう表記したらよいかが問題になり、[dʒe]は「ジェ」と表記し、「ジェスチャー」「ジェネラル」「ジェリー」「ジェット機」と書くようになる。同じように、[ti]は、昔は、「テ」とか「チ」とか書かれ、またそう発音されていたが、最近は「ティ」と書かれ、原音に近く発音されるようになった。このようにして、最近はもともと日本語になかった表記が増えている。もちろん、表記できたから、原音通り発音しているかというと必ずしもそうではない。faが「ファ」と書かれても、発音は[φa]であって、[fa]ではない。[v]の表記として「ヴ」が比較的用いられるようになってきてはいるが、実際に[v]と発音している人はごく少ない。

　これによって、将来、日本の五十音表（モーラ表）が次のように変わるのではないかと思っている拡大五十音表を上げる。鼻濁音のガ行は、今の傾向から行くと、将来はなくなるのではないかということで、表からは省いた。太字で書かれているのが、現在使われている標準表記である。





[image: ]






　現在の日本語が大きな変化をしない限り、これが限界であろう。たとえば、日本語では[l]と[r]を区別するような表記はおそらく生まれないであろうし、[s]に対して[θ]を別の表記にすることも、考えられない。

(5)　音の単位（音配列）

　前に、「山本山」の反対も「トマト」の反対も実は「山本山」でも「トマト」でもないと言った。ローマ字でtomatoの逆はotamotである。要するに、「マ」は一つの音ではなくて、m＋aという二つの要素からできており、当然その反対はamになる。マメmameの反対はエマムemam、ノレンnorenの反対はネロンneronである。ローマ字は、かなり元の発音を正確に表しているとはいうものの、完全ではない。完全なのは発音記号である。英語のtomatoは[təm[image: ]təʊ]であって、その反対は[ʊət[image: ]mət]となる。

①　子音連結（consonant clusters）

　日本語では、基本的に子音が二つ以上つながることはない。例外は、拗音である。

②　音節（syllables）

　厳密に言うと、かなり面倒な説明が必要になるが、一つの母音を中心にして、その前後に子音を控えた一つの音群のかたまりを音節と呼んでいる。子音が一つのこともあるし、数個続くこともある。日本語の仮名文字は基本的にC＋Vで表される。(C)VCのような構造の音節、すなわち子音で終わっている音節を閉音節（closed syllable）、それに対して(C)V、すなわち母音で終わっている音節を開音節（open syllable）と呼び、日本語は原則的に、すべて開音節である。ただ、特殊音素の/N/, /Q/を含む場合は、閉音節となる。たとえばニッポンは/niQpoN/[ɲippoN]となり、[ɲip-poN]のような２つの閉音節に分解できる。英語や韓国語、中国語などはいずれも閉音節が多い。日本語の音節の構造は非常に単純である。

　開音節　V, CV, C2C1V

　閉音節　VC, CVC, C2C1V, C2C1VC

　しかも、母音の前のC2C1のうち、C1は[j]と決まっている。いわゆる拗音である。また、母音に続くCは、/N/か/Q/に限る。まとめると、日本語の音節は、(C)(C)V(C)のようになる。音節間では、３つの子音がつながることもある。（看病/kaNbøH/[kam-bjoː]、学級/gaQkyH/[gak-kjɯː]）。

③　拍（モーラ、mora）

　日本語の音節構造は基本的に開音節であり、例外として、たとえば「にっぽん」は、二つの閉音節からできていると書いた。しかし、一般に日本人は「にっぽん」が二つの要素からできているとは思わず、「に＋っ＋ぽ＋ん」（/ni-Q-po-N/）と四つの要素からできているように本能的に感じる。そして、それは感覚的に間違っていない。有名な川柳に「居候　三杯目には　そっと出し」と言うのがあるが、これを[i-so:-ro:, sam-bai-me-ɲi-wa, sot-to-da-ɕi]ではなくて、[i-so-o-ro-o, sa-m-ba-i-me-ɲi-wa, so-t-to-da-ɕi]/i-so-H-ro-H, sa-N-ba-i-me-ni-wa, so-Q-to-da-si/と切って、５−７−５の詩の形を整えている。その上、発音するときには、その区切れ一つ一つがほぼ同じ長さを保っている。これを日本語では「拍」またはモーラと言う。拍は元来長さの単位であり、日本語のリズムの上でとても大切である。この拍が同じ強さ、同じ長さで発音されるのが日本語の原則である。

　日本語のモーラの構造は①V（口蓋化母音を含む）、②CV（口蓋化母音を含む）、③特殊音素の三種類である。もっと簡単に言えば、(C)V（口蓋化母音を含む）または、特殊音素と言うことになる。①②を自立モーラと呼ぶこともある。日本語の仮名はよく音節文字と呼ばれるが、より正確に言うとすれば、モーラ・拍文字と言うべきである。一文字が一つの拍を必ず表し、例外は拗音であり、拗音だけは二文字で表す。音節と拍は大部分が重なってはいるが、別のものである。時々、同じ意味に使われることもあるが、基本的に違うものであることを認識しておくべきである。




(5)　音の変化

①　同化（assimilation）

　前後の音の影響を受けて音が変化する現象を同化と言う。撥音が次に来る音によって、[n, m, ŋ]等に変化するのも、促音化も同化現象である。

②　口蓋化（palatalization）

　前後の音の影響で、ある音を出すとき、舌が硬口蓋に近づくことを口蓋化現象と呼ぶ。普通、[j]の音の前でその直前の子音が口蓋化を起こす。日本語では、「イ」段の前の子音が口蓋化する。ただし、これは、他言語でも起きる現象であるが、日本語のサ行、タ行、ナ行、ハ行、ザ行、ダ行はその変化が顕著である。

　/si/⇒[ɕi]、/ti/⇒[tɕi]、/ni/⇒[ɲi]、/hi/⇒[çi]、/zi/⇒[ʑi]、/di/⇒[dʑi]

③　鼻音化（nasalization）

　鼻音以外の音が、その前後の鼻音の影響を受けて、鼻音として発音されることである。日本語では、「ン」が母音や/s/などの前に来ると、直前の母音が鼻音化することが知られている。（特殊音素を参照）

　田園/deNeN/[deNeN]→[deeeN]、単位/taNi/[taNi]⇒[ta[image: ]i]、電車/deNsæ/[deNɕa]→[de[image: ]ɕa]

　いわゆる鼻濁音は、/g/の鼻音化したものであると考えることもできる。

　かがみ/kagami/[kaɡami]→[kaŋami]

④　無声化（devocalisation, unvoicing）

　もともとの有声音が、前後の無声音の影響で、無声音となることである。日本語では、アクセントの核でない拍の無声子音に挟まれた高母音は無声化する。母音省略ではないので、「くし」と「きし」の違いは区別される。（くし/kusi/[kɯɕi]→[k[image: ]ɕi]　きし/kisi/[k[image: ]ɕi]）。ただし無声化が二つのモーラで続いて起きることはない。（口利き　クチキキ/kutikiki/[kɯtɕikiki]→[k[image: ]tɕik[image: ]ki]）。

⑤　有声化（voicing）

　もともとの無声音が、前後の有声音の影響で、有声音となることである。（オトコ/otoko/[odogo]）。日本語の音便の一つである連濁も、有声化の現象である。

　おお＋そら→おおぞら　　　あみ＋と→あみど　　　ほん＋はこ→ほんばこ

⑥　無破裂閉鎖音（incomplete plosives）

　閉鎖音が連続して生じる場合などで、破裂を起こさないことがある。これを無破裂閉鎖音と言う。

　日本語の/Q/は一種の無破裂閉鎖音と考えることもできる。（いっぱい/iQpai/[[image: ]]）。

⑦　摩擦化（fricativization）

　閉鎖音が、十分に閉鎖しないで、摩擦を起こすことがある。（かば/kaba/[kaba]→[kaβa]、かがみ/kagami/[kaɡami]→[ka[image: ]ami]）。

⑧　破裂化（plosivization）

　摩擦音が閉鎖して、破裂することがある。（初＋端　ショ＋ハナ→ショ＋パナ→ショッパナ）。

⑨　長音化

　関西から四国にかけての広い地域で、１拍名詞の短母音が長くなることがある。（木/ki/→[ki:]、火/hi/→[çi:]）。

　ひき→ひいき（贔屓）、帰る→ヶール等も長音化と考えられる。

⑩　短音化

　長母音が短く発音されることがある。

　南九州で「棒」/boH/のことを[bo]と言う。/H/を省略したと考えることもできるが、長母音の短音化と考えられる。

⑪　省略（elision）

　ある部分が省略されることがある。（はだ＋あし→はだし（裸足）、かわ＋はら→かわら（河原））。

　発信（ハツ＋シン）→ハッシン、は/tu/の母音/u/を省略したものと考えられる。

　聞きて→聞いて、は/kikite/の変化は子音/k/の省略したものと考えられる。

⑫　付加（addition）

　ある音が付加されることがある。

　かんおん→かんのん（観音）、みな⇄みんな（皆）、またく→まったく（全く）、デカイ→デッカイ。

　観音は一つずつ読めばカンオン/kaNoN/になるが、[n]が加わり、カンノン/kaNnoN/となる。可（カ）＋愛（アイ）い、が「カワイイ」となるのは、[w]の付加と考えられる。「バアイ」が「バヤイ」とか「バワイ」となるのも付加である。これは「ア」が口蓋化したり両唇化した結果と考えることもできるが、簡単には[j]とか[w]が付加されたと考えることもできる。

⑬　子音の交代（replacement）

　子音が、いろいろの理由で、交代することがある（なでる[image: ]なぜる、しちや[image: ]ひちや）。特に、多いのが両唇音同士の交代で、[b]と[m]の間で起こる。[b]を中心に考えれば、鼻音化ということになる。

　さびしい[image: ]さみしい、さむい[image: ]さぶい、つむる[image: ]つぶる、

⑭　入れ替え（permutation）

　あらたし→あたらし（新し）、サンサカ（山茶花）→サザンカ、しだらない→だらしない




Ⅰ．　朗読練習問題




1.　五十音

　水馬アメンボ　　　　　赤アカいな　　　　あいうえお

　浮藻ウキモに　　　　小蝦コエビも　　　　泳オヨいでる

　柿カキの木キ　　　　くりの木キ　　　かきくけこ

　啄木鳥キツツキ　　　　こつこつ　　　枯カれ欅ケヤキ

　大角豆ササゲに　　　酢スをかけ　　　さしすせそ

　その魚ウオ　　　　浅瀬アサセで　　　　剌サしました

　立タちましょ　　喇叭ラッパで　　　　たちつてと

　トテトテ　　　タックと　　　飛トび立タった

　蛞蝓ナメクジ　　　　　のろのろ　　　なにぬねの

　納戸ナンドに　　　　ぬめって　　　なにねばる

　鳩はとポッポ　　　ほろほろ　　　はひふへほ

　日向ひなたの　　　　お部屋へやにゃ　　笛ふえを吹ふく

　蝸牛まいまい　　　　　ネジ巻まき　　　　まみむめも

　梅うめの実ミ　　　　落おちても　　　見みもしまい

　焼栗やきぐり　　　　　ゆで栗ぐり　　　　やいゆえよ

　山田やまだに　　　　灯ひのつく　　　よいの家いえ

　雷鳥らいちょー　　　　　寒さむかろ　　　らりるれろ

　蓮花れんげが　　　　咲さいたら　　　瑠璃るりの鳥とり

　わいわい　　　わっしょい　　わゐうゑを

　植木屋うえきや　　　　井戸換いどがえへ　　　お祭まつりだ




（北原白秋：「五十音」）

2.　『平家物語』

　祇園精舎ギオンショージャの鐘カネの声コエ、諸行無情ショギョームジョーの響ヒビきあり。沙羅双樹サラソージュの花ハナの色イロ、盛者必衰ジョーシャヒッスイの理コトワリをあらわす。おごれる人ヒトも久ヒサしからず、唯春タダハルの夜ヨの夢ユメのごとし。

3.　『方丈記』

　ゆく河カワの流ナガれは絶タえずして、しかも、もとの水ミズにあらず。淀ヨドみに浮ウかぶうたかたは、かつ消キえかつ結ムスびて、久ヒサしくとどまりたる例タメシなし。世ヨの中ナカにある人ヒトと栖スミカと、またかくのごとし。

4.　『聖書』

　太初ハジメに言コトバあり、言コトバは神カミと偕トモにあり、言コトバは神カミなりき。この言コトバは太初ハジメに神カミとともに在アり、萬ヨロズの物モノこれに由ヨりて成ナり、成ナりたる物モノに一つとして之コレによらで成ナりたるはなし。之コレに生命イノチあり、この生命イノチは人ヒトの光ヒカリなりき。光ヒカリは暗黒クラキに照テる、而シカして暗黒クラキは之コレを悟サトらざりき。

5.　たとい我ワレもろもろの國人クニビトの言コトバおよび御使ミツカいの言コトバを語カタるとも、愛アイなくば鳴ナる鐘カネや響ヒビく鐃鈸ニョーハチの如ゴトし。




２　超分節音素（Supra-segmental phonemes）




(1)　アクセント（Accent）

　英語を習っているときに、「この単語のアクセントはどこだ」、とか「おまえのアクセントは間違っている」と指摘された経験のある人は多いと思う。この場合のアクセントは強勢（stress）とも言われ、強さのことである。ところが、日本語の場合はちょっと違っている。「ハシ」と言うときに[image: ]シとかハ[image: ]のようにどちらかを強めるのはなくて、同じ強さを保ちながら、高さ（pitch）だけを変えるのである。

　世界にはこのピッチの違いで意昧の違いをもたらす言語が多い。音調言語（tone languages）と言う。中国語が音調言語であり。４つの違ったアクセントを持っている（四声）ということはよく知られているが、その他の東南アジアの多くの言葉も同じように音調の変化を持っている。ビルマ語では３種類、タイ語で５種類、ベトナム語で６種類の音調がある。中国語と一口に言っても・北京語では４種類であるが、広東語では８種類あるし、台湾語（福建語）では６種類の音調がある。しかし、これらの言語が日本語と違っているのは、日本語の音調は拍の切れ目で高さが変わるのであって、一つの音節内で高さが変わるとのではないことである。

　中国語（普通話）　mā嫣（母）　má麻　mǎ馬　mà罵（叱る）

　広東語　　se1 些　se2 寫　se3 舎　se4 蛇　se5 社　se6 射

　台湾語　　ti 猪　ti 抵　ti 智　tih 滴　ti 池　ti 治

　　　　　　tih 蝶

　ベトナム語　1 ma 魔（幽霊）　2 ma（さあ）　3 ma（墓）

　　　　　　　4 ma（外観）　5 ma（頬）　6 ma（稲）

　ビルマ語　　1 ma「支える」　2 ma「固い」　3 ma「休む」

　日本語は音調言語であるが、地域により、アクセントの型が変わっている。大きく分けると、東京式のアクセントと京阪式のアクセント、とそれぞれの亜形、そして一型式アクセントがある。また地域によっては決まったアクセントを持っていないところもある。おおざっぱに言うと、富山県から近畿地方を経て、四国に至る部分が京阪式に類する地域で、東海地方から北海道までと岡山県から西の中国地方が、東京式に類する地域ということになる。一型式は九州中部と関東と東北の太平洋岸側で聞かれる。

① 　日本語アクセントの特徴

　日本語は、音の高さを変えて発音することを、一つの特徴としている。例のように音が上がったり下がったりする。音楽で言うメロディーである。下線のある音をドで発音し、上線のある音をミかファで発音してみると不自然のように聞こえるかも知れないが、だいたいそのように音の高さが変わっている。

[image: ]

そして、その違いが意味の違いをもたらす。

[image: ]

②　東京式アクセントの特徴

　言語において、どの形が別の形に勝っているということは言えないが、地域的にも、使用人口からも東京型とその流れを汲む型が多数となっているので、東京式のアクセントについてその特徴を述べる。

　①1拍目と2泊目の音が同じ高さであることはない。したがって、[image: ]とか、[image: ]はない。

　②下がった音は、同一単語内では上がらない。タンポポ[image: ]、オマワリサン[image: ]のように発音され、タンポポ[image: ]、とかオマワリサン[image: ]と発音されることは決してない。

　原則はこの二つである。同一単語内では再び上がらないということは、別の言い方をすれは、途中で再び上がっている場合には、単語が二つ以上あるということになり、その意味では、アクセントが単語の境界を定める働きをしていることにもなる。ニワトリ[image: ]と、ニワトリ[image: ]では、意味が違 う。すなわち、後者はどこかに単語の切れ目がなければならない。とすれば第一のルールによって1拍目と2拍目は必ず高さが変わらなければならないことから、後ろから二つ目にしか単語の切れ目はないことがわかる。そして、「二羽」と「烏」からできている語群であることが知られる。前者は1つの単語であるから「鶏」となる。
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③　アクセントの型

　アクセントには平板型と起伏型の２種類がある。平板型は第一拍が低く、次から高くなって、最後まで下がらない型である。起伏型は、それと違って名前の通り、高さが変わるものである。起伏型はさらに細かく分けられ、頭高型、中高型、尾高型の３種類に分けられる。高さが下がる前の拍、すなわち最後の高い拍に「アクセント核」があると言う。

(a)　平板型

　　　第一拍が低く、二拍目から高くなり、高いまま終わる型。アクセント核がない。
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(b)　起伏型

　　第一拍が低く、次の拍から高くなり、途中でまた下がり、低いまま終わる。

ⅰ.　頭高型

　　第一拍が高く、次の拍から低くなり、低いまま終わる型。アクセント核が第一拍にある。
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ⅱ.　中高型

　　第一拍が低く、二拍目から高くなり、終わりから二拍目以前の拍から再び下がる型。




[image: ]

これから分かるように、中高型はいろいろなパターンがある。

ⅲ.　尾高型

　　第一拍が低く、二拍目から高くなり、高いまま終わる型。アクセント核が最終拍にある。
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これを一つの表にすると次のようになる（助詞「ガ」を付加している）。
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　以上のことから知られるのは、１拍語には２種類、２拍語には３種類、３拍語には４種類・・・のように、拍数プラス１の種類のアクセント・パターンがあるということになる。

　次に、最後まで高さを保っている尾高型と平板型の見分け方を説明する。サクラとオトコで比較してみると、１拍目が低く、第２、第３拍が高いことは、共通であるが、これに助詞の「ガ」をつけてみる。
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と「オトコ」では「ガ」のところで低くなるが、「サクラ」の場合には変化しないことが分かる。それによってこの両者の違いを知ることができる。すなわち、「オトコ」は最後の拍「コ」が高くて（核があり）、その後が低くなるために、尾高型、「サクラ」の方は関係なく助詞に続くので、平板型と命名されている。

　また、上記のような表記とは別に、高から低に変化する場所（核）が後ろから数えていくつ目の拍であるかによって、アクセントの型を記述することもある。そして、アクセント核の部分にだけ印をつければ、あとは自然に型が分かる。アクセント核のないものは平板型である。
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　核の個所がわかりさえすれば、あとは自然に型が分かる。たとえば、オトコはコがアクセント核になっているので、あとは必然的にトも高くなければならない。もし「ト」が低いとすれば、第一拍と第二拍は高さが変わらなければならないので、オが高かったことになる。ところが、「ト」が低ければ、いったん下がったものは同一単語内では再び高くなることはないので、コが高くなることはあり得ない。そんなわけで、核に傍点をつけるだけでもかまわないが、少しでもわかり易いように、今出版されているアクセント辞典では上がる場所から上線がつけられ。核に鈎がつけられている。平板の場合も線の印はついているが、核がないため鈎はついていない。次のように標記されるのが普通である。
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　アクセント核の場所が単語の後ろから数えていくつめの拍であるかによって、アクセントのパターンを記述することもある。核のない平板型は０型で、尾高は最後の拍が核になるので、−①と表す。−②型は、後ろから２拍目がアクセントの核というわけで、２拍語であれば、頭高となり、３拍以上の語であれば、中高である。同じように−③は３拍語であれば頭高、それ以上に長い語であれば中高になる。この標記の仕方も覚えておくと、後にアクセントのルールを記述するるときに分かりやすい。

④　名詞のアクセント

　アクセントのパターンは基本的に単語についているものであり、原則的には一つ一つ覚える以外にこれをマスターする方法はない。しかし、それではあまりにも大変なので、おおざっぱなルールを記す。

(a)　1拍語のアクセント

　１拍語がどのアクセントの型であるかは決め手がない。一語一語「ガ」をつけた形で覚える以外に方法はない。ただ、１拍語そのものが非常に少ない（だいたい200語で、塩原慎次朗『日本語アクセントの習得』65ページ以下参照）。頭高が少し多いが、平板型もある、日常語はどちらかと言えば平板が多く、漢語や新造語などは頭高が多いが、「九、巣、帆」など平板から頭高に移行しているものもある。

(b)　2拍語アクセント

　２拍語については、全体として頭高が多い。尾高型は約300語（塩原慎次朗102ページ以下を参照）である。そのうちで、１拍目が無声化したために尾高になったものが、約10％ある。アカ（垢）、アゴ、イエ、イヌ、イモなどのように基本的な語が意外に多い。外来語にはほとんどなく、漢語についても、頭高がほとんどであるが、尾高は第一拍の母音が無声化を起こすときなどに用いられる（汽車など）他はあまり用いられない（例外:一、肉など）。和語については、平板、尾高、頭高の全部が見られるが、尾高の和語の中には、平板や頭高に移行しているものがある（母など）。全体に平板型は少ない。したがって、２拍語は、頭高が多く、同音異義語がかなり多く存在する。
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(c)　3拍語のアクセント

　３拍語の半数以上は平板型であるが、次に尾高（約300語、塩原118ページ以下参照）、中高があるが、尾高は平板（戦イクサなど）や頭高（会議など）に、中高は頭高（青葉など）に転向中の語が多い。ヒジキ、タヌキ、ニシンのように日常語の中に頭高がある。外来語（トマト、カメラ、ゴルフ、アラブ、スイス、ドイツ、サウナ）では70％までは頭高のアクセントを持っている。漢語（言語、文化、世界、聖書）でも頭高、また、固有名詞（アイチ、タケシ、ハナコ、サクラ）にもこの種が多い。南（ミナミ）、柳（ヤナギ）、境（サカイ）などのように、普通名詞では平板であるものが固有名詞では頭高になっているものも多い。

(d)　4拍語のアクセント

　４拍語では平板が多く、約半数を占めている。頭高は少なく（ただし、漢語、外来語には比較的多い）、それも平板（相続など）や中高（狩人など）に転向中が多い。中高型では２拍目の高くなるもの（−③型）が多い。３拍語の頭高と４拍語の中高は実は−③として、共通の枠で捕らえることができ、それ以上に長い語も−③のものが多い。−③は日本語アクセントの安定型とも言える。中高のうち−②はほとんどが複合語である。尾高（塩原136ページ以下参照）は、大部分中高でも発音される。
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(e)　5拍語のアクセント

　５拍語で最も多いのは、中高の中の−③型であり、これが全体の半数である。次に多いのが平板である。−④の中高は極めて少数である。頭高も少数であるうえ、−③型の方に転向中が多い。−②型の中高は複合語が多く、尾高は平板や−③に転向中のものが多い。
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(f)　6拍語のアクセント

　６拍語では、一番多いのはやはり中高−③型であり、６拍語の過半数を占める。あと、−④型があるが、これも−③の変形がほとんどである。−⑤型はきわめて少数である。頭高、尾高もいずれも少数である。そのうち頭高は−③、−④に転向中が多く、尾高（十一月）は平板としても発音されるものが大部分である。平板型と−②型は複合語が中心である。
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　以上から知られることは、名詞の基本的なアクセント型は、平板か−③型である。また、４拍語までは、どちらかというと平板が多く、５拍語以上の語については、基本が−③型であることがはっきりした。４拍語以上では、頭高は極端に少なく、４拍以上の語では、複合語が増えてくる。

(g)　語種によるアクセントの違い

　日本語の語彙は大きく分けて、和語、漢語、外来語である。

ⓐ　和語のアクセント

　和語のアクセントについては、法則らしいものがない。個別的に覚えることになる。

ⅰ.　１拍語

[image: ]

ⅱ.　２拍語

[image: ]

ⅲ.　３拍語

[image: ]

ⓑ　漢語のアクセント

ⅰ.　１拍語

[image: ]

ⅱ.　２拍語

　過半数は頭高

[image: ]

「キ」「ク」「チ」「ツ」で終わる２拍語は、尾高か平板が比較的多い。
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ⓒ　外来語のアクセント

ⅰ.　２拍語

　基本的に頭高

[image: ]

ⅱ．　３拍語

　原則として頭高。ただし、長音で終わる語については、−②になることが多い。

[image: ]

ⅲ．　４拍以上

　−③が多い。ただし、後から３拍目が特殊音素の場合は、−④となる。

[image: ]

　古く入った外来語で使われる頻度の高い語については、平板になる

[image: ]

　近年、起伏式の語が平板化する傾向がある。特に若年層に目立つ。

[image: ]

　原語のアクセントに近いもの

[image: ]




(d)　派生語・複合語のアクセント

　日本語では、ある形態素がつくと、その形態素にアクセントの型が影響される場合がある。たとえば、ケン（県・圈・券）という形態素を名詞に着けると（犬は別）、その前がどのようなアクセントであったとしても、それに関係なく、ケンの前で下がる。すなわち−③のアクセントを採ることになる。

　後部の要素によって大まかに次のような傾向がある。これについて、詳しくは、三省堂『明解日本語アクセント辞典』補遺の「アクセント習得法則」を参照のこと。

ⓐ　後部要素が和語の場合

ⅰ．　後部が１・２拍語

　　前部の最後の拍に核がある
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　　後部が２拍で尾高の場合（色、玉など）には、平板になる

[image: ]

　　後部が頭高の場合（汗、雨など）は、後部の１拍目に核が来る

[image: ]

ⅱ.　後部が３拍語

　後部が平板、尾高、頭高の場合には、後部１拍目に核が来る

[image: ]

ⓑ　後部要素が漢語の場合

後部漢語が句全体のアクセントを決定することがある。

[image: ]

　ケンをつけたときその直前の拍が/H, Q, N/のような特殊拍の場合は、−④とアクセントの核が一つ繰り上がる。特殊拍はアクセントの核になりづらいからである。

[image: ]

　　注:ホッキョクの場合は、クの母音が無声化し、/Q/と同じような働きをしているために、一つ繰り上がる。もし、無声化しない場合は、−③のままである。
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　さらにこれに準じる形で語根が「イ」で終わる場合にも（母音が二つ続く、一種の二重母音）、一つアクセントの核が遡る。これをまとめて説明すると、−③がその前の音、すなわち−④と一つの音節を構成しているような場合は、その音節の前半の部分がアクセント核になるということである。それがモーラで数えると結局−④となるわけであるが、音節を中心に考えれば、−③の延長上にあるとも言える。

[image: ]

　同じように−③を導く２拍の形態素には次のようなものがある。イン（員、院）、カイ（会、界、海）、シツ（室、質）、ショー（省・商・賞）、ジン（人）などである。フル・リストは三省堂『明解日本語アクセント辞典』付17ページを参照のこと。また、NHK出版の『新版日本語発音アクセント辞典』（1998）の「付録３、複合名詞の発音とアクセント」に詳しい説明とリストが掲げられている。

　複合語はほとんど中高型のアクセントをとるが、結局どこで下がるか、すなわちアクセントの核をどこに置くかが問題になる。多くの場合は、①前要素の最後が核になる。要するに前半と後半の境目でアクセントが下がると言うことになる。他に、②前要素の最後が核になりにくい要素であった場合は、一つ遡る。それから、③後要素の二番目の拍から下がるもの（後要素の第一拍が核）もある。これは、一般的に３拍以上の長いものが後ろについた場合である。ＮＨＫでは、③をＡ型、①をＢ型、②をＢ＊型と呼んでいる。
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　注:上の二つは例外と説明されているが、実は「ン」で終わっている地名については、同じことが言える。それは、一般的規則に従って、−④とした場合、「ンジン」が低くなり、おそらく発音しにくいことがあるのではないかと思われる、

[image: ]

　次に、−②を導く接尾形態素には次のようなものがある。シ（市、師、紙）、シャ（者、社、車）。

[image: ]

　直前の音が特殊音素の場合は、一つ遡る。

[image: ]

　後半が４拍であって−④を導く形態素には次のようなものがある。ダイガク（大学）、キョーカイ（教会、協会）、ガッコー（学校）。
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　平板型を導く形態素には次のようなものがある。一般的に後半要素は短い。キョー（教、橋、鏡）、ゴ（語）、サン（産）、ジョー（上、場）、セー（性、制、製）、タイ（体、帯、隊）、テキ（的）、チュー（中）、リュー（流）。

[image: ]

ⓒ　後部要素が外来語の場合

　後部が３拍以上の語で、後部が平板、頭高の場合は、後部の１拍目に核がある。中高の場合は、元の後部要素の核がそのまま全体の核となる。

[image: ]

(e)　名詞＋助詞のアクセント

　代表的なものを挙げる。

ⓐ　が類（か、さ、で、と、に、は、へ、も、や、よ、を、から、ほど、として、の＊等）

[image: ]

　「ノ」については、尾高につくと、平板になる [image: ]

ⓑ　より類（さえ、でも、のみ、まで、すら、とも、など、こそ、では、かしら等）

[image: ]

(f)　名詞＋助動詞

　だ

[image: ]

　です

[image: ]

　だろう

[image: ]

⑤　動詞のアクセント

　動詞のアクセントは名詞のそれと比べると非常に簡単である。複合の動詞など、いくつかの例外を除けば平板か−②しかない。

(a)　2拍語のアクセント

　平板型か頭高（−②）

[image: ]

(b)　3拍以上の語のアクセント

　平板か中高（−②）

[image: ]

　−②型の２目が特殊音素、またはイ、エなどがついて二重母音となる場合、次のような動詞は、１拍遡って頭高（−③）になる。全部がそうなるわけではないので気をつけること。
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(c)　動詞変化形のアクセント

　動詞の変化を、従来の国語教育で行われている動詞変化表（未然、連用、終止、連体、仮定、命令、勧誘）に基づいて、アクセントを示す。なお、ＮＨＫのアクセント辞典には、動詞の活用形と助詞がついたときの詳しい一覧表が載せられている。

ⓐ　平板型

[image: ]

ⓑ　起伏型

[image: ]

(d)　動詞＋助詞

　沢山の助詞があるが、その中でも代表的なものをいくつかあげて、アクセントを示す。

ⓐ　テ形（テ、デ）
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ⓑ　タリ形（タリ、サエ、ツツ、テワ、テモ、テヨ）
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ⓒ　ワ（シナイ）
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ⓓ　ナガラ形
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ⓔ　バ形（仮定）
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ⓕ　ホド、キリ、モノノ
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ⓖ　マデ、ノミ

[image: ]

ⓗ　ヶ

[image: ]

(e)　動詞＋助動詞

ⓐ　ソーダ、ヨーダ（推量）
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ⓑ　ミタイ

[image: ]

ⓒ　ダロー、デショー、ラシイ
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ⓓ　マイ

[image: ]

ⓔ　セル、サセル（使役）、レル、ラレル（受身）
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ⓕ　ナイ（否定）
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ⓖ　コー（ゴー）、ヨー
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ⓗ　タ（ダ）（過去）

[image: ]

ⓘ　タイ、ソーダ

[image: ]

ⓙ　マス（丁寧体）

[image: ]

⑥　形容詞のアクセント（いわゆるイ形容詞）

　形容詞のアクセントは原則的に平板型と中高の２種類である。

(a)　2拍語のアクセント

　頭高しかない。しかも次の５語に限る。

[image: ]

(b)　３拍語のアクセント

　平板型は17語しかない。残りはすべて中高−②である。また、平板型が中高に移行する傾向がある。

　赤い、浅い、厚い、甘い、荒い（粗い）、薄い、遅い、重い、固い（堅い、硬い）、軽い、きつい、暗い、煙い、辛つらい、遠い、眠い、丸い（円い）

[image: ]

(c)　4拍以上の語のアクセント

　平板型は次の14語のみである。残りはすべて中高−②である。

　明るい、危ない、いけない、おいしい、重たい、悲しい、黄色い、煙たい、冷たい、眠たい、平たい、まあるい、優しい（易しい）、よろしい

　中には平板から中高−②に移行中の語もある。

　怪しい、荒っぽい、いかつい、卑しい、薄暗い、おめでたい、気まずい、くすぐったい、けだるい、手荒い、どぎつい、どす黒い、分厚い、細長い、ほど遠い、まん丸い、難しい

　中には、中高−③になっているものも少しある。

　縁遠い、つまらない、煮え切らない、やりきれない、多い

[image: ]

(d)　形容詞変化形のアクセント

[image: ]

(e)　形容詞＋助詞

[image: ]

(f)　形容詞＋助動詞

[image: ]

⑦　アクセントの変化（準アクセント）

　アクセントは、基本的には１語１語についているものであり、アクセントの形によって文が１語から成り立っているのか、複数の語から成り立っているのかが分かることは、「ニワトリガイル」を例に挙げて前に述べた。単語の切れ目にポーズが入る場合は、はっきりと２語以上のアクセントとなる。[image: ][image: ]に対して[image: ]となり、前者は２語、後者は３語から成っている文章であることが知られる。ところが、実際には、イルの部分は、よほどのことがなければ、ガに続いてそのまま下げないで言うことの方が多い。[image: ]と発音される。オオハヨーゴザイマスにしても、[image: ]としないで、普通には[image: ]と言っている。

(a)　前の部分が平板型の場合

[image: ]

　のように、後半が頭高の場合は、変化がないが、それ以外の場合は後半が変化する。

(b)　前の部分が起伏型の場合

[image: ]

　と変化し、後半が平板の場合は、下がったまま再び上がらない。その他の場合は。最後のところが抵の位置よりさらに少し下がって発音する。ところが、補助動詞がついたりすると、アクセントが変わってくる。
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(c)　慣用句（イディオム）のアクセント

　慣用句の場合は、ひとまとめのアクセントになるのに対し、一般の結びつきでは、語の区切りでアクセントが変わる。ただし、これは常に正確にそうなるとは限らない。
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④　連接

[image: ]

(2)　イントネーション（intonation）

　アクセントが音の高低を示すものであると同様にイントネーションも音の高低をしめす。ただ、アクセントは基本的に単語が単位であり、これは単語そのものにくっついているものであるのに対し、イントネーションは多くの場合文末に現れる。上昇イントネーション、下降イントネーション、そして、平調イントネーションが一般的に認められている。また、それぞれを長短に分けることも出来る。イントネーションがアクセントの型を変えることはない。
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[image: ]

　「高」で終わる文の疑問は、最後をさらに少し上げる。「低」で終わる文の疑問は、いったん下がってから、もう一度急激にあがる。それに対し、「低」で終わる叙述文は、最後がさらに少し下がるが、「高」で終わる叙述文は、ピッチが上がったままあまり下がらない。そのために、叙述文については、最後は↓ではなく、→と考えることもできる。また最後の部分は、連接と考えることもできる。
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①　上昇イントネーション

　疑問文などでよく使われるパターンである。アクセントは変化させないで、語尾を軽く上げることによって疑問文であることを伝える。疑問文の他に勧誘などにも使われることがある。

　イコー[image: ]（勧誘）

　これから[image: ]　　　　　　　　　うん、これから→

　行く[image: ]　　　　　　　　　　　えっ、これから[image: ]（驚きと質問）

②　下降イントネーション

　普通、断定したり、真実を述べたりする形として用いられる。疑問文で、下降を使った場合、少しぞんざいな冷たい言い方になる。

　ナマエワ　[image: ]

　ナマエワ　[image: ]

　オイシー[image: ]

　スミマセン[image: ]

　あのひとこないんですか　[image: ]（質問）

　あのひとこないんですか[image: ]（少し長めに発音し不満とか落胆を表す）

③　平調イントネーション

　文章が途中であるとか、躊躇しているようなとき、遠慮しがちな質問、相手に話させようという時などに用いるイントネーションである。

　ソレハ、アトデマタ・・・[image: ]

　ドーモボクニワ・・・→

　ツゴーノワルイコトデモ・・・[image: ]

　ナニカ・・・[image: ]

　一般的に、日本語の文章は文頭から文尾に向かって下降をするのが原則である。

　今日、事故のニュースを見た。[image: ]

　同じ文章でも上昇型で言うと、優しい言い方になる。

　行きましょう[image: ]（軽く誘っているようです）

　行きましょう[image: ]（勧誘ですが、同意を要求しているようです）

　行きましょ→

　ありがとー[image: ]

　ありがと→

　ありがとー[image: ]

　さらに、終助詞「か、な、ね、よ、わ」などの語を付加することによって、そのイントネーションの意味が変わることもある。

　やりましたか　[image: ]（質問）

　やりましたか　[image: ]（納得）

　あのひとですね　[image: ]（短く発音して、確認）

　あのひとですね　[image: ]（いくぶん長く発音して、詠嘆）

　あしたもあめでしょう。　[image: ]（同意要求）

　あしたもあめでしょう。　[image: ]（推量）

　どーぞ　[image: ]

　どーぞ　[image: ]

　　いずれも、上昇の方が軽く優しい感じがする。

(3)　ポーズ（pause）

　ポーズも、意味の変化をもたらす大切な要素である。

　　キムサン｜食べない？[image: ]（キムサンに食べないかと誘っている）

　　キムサン食べない？[image: ]（キムサンが食べないので心配して聞いている）

　　キムチ食べない？[image: ]（キムチを食べないか聞いている）

　　オクルマ｜ナンデスカ[image: ]（車の種類を聞いている）

　　オクルマナンデスカ[image: ]（車を使うのか尋ねている）

　　センセーワ｜スゴイトイイマシタ（先生が言った）

　　センセーワスゴイ｜トイイマシタ（誰かが言った）

　　ナクナッタハハノ｜シャシン（なくなったのは母）

　　ナクナッタ｜ハハノシャシン（なくなったのは写真）

　　キレイナセンセーノ｜イモート（きれいなのは先生）

　　キレイナ｜センセーノイモート（きれいなのは妹）

　　ネムレル｜モリノビジヨ　　　（眠っているのは美女）

　　ネムレルモリノ｜ビジヨ　　　（眠っているのは森）

(4)　リズム（rhythm）

　日本語のリズムの単位は拍（モーラ）だということを前に述べた。そのこと自体が間違いではないが、単位を音節とした方がわかりやすいと説明する学者もいる。短音節と長音節に分けて説明する。短音節（S）はいわゆる普通の拍を表し、長音節（L）は普通の拍＋特殊拍（または母音拍）と考え、リズムの単位をLかS＋Sが基本であるという考えである。要するに２拍がリズムの単位ということになる。これをフット（foot）と呼ぶ学者もいる。

　イチ　ニ　サン　シ　 ゴー　ロク　シチ　ハチ　クー　ジュー

　SS　　S＋　L　　S＋　 S＋　 SS　　SS　　SS　　L　　 L

　ゲツ　カー　スイ　モク　キン　ドー　ニチ

　SS　　S＋　 L　　 SS　　L　　 S＋　 SS

　S一つのフットは、１拍分伸ばしてリズムを整えることになる。

　フル　イケ　ヤー　カワ　ズー　トビ　コム　ミズ　ノー　オト

　SS　　SS　　S＋　　SS　　S＋　　SS　　SS　　SS　　S＋　SS

　この俳句では、「や」「ず」「の」がSになっているが、そこで一拍補うと、調子の良い読み方になる。

(5)　プロミネンス（Prominence）またはフォーカス（Focus）

　プロミネンスとは、日本語では「卓立」と言うが、ある拍や語を際だたせる度合いのことを言う。話者は強調したい場合、一般的には強く発音するが、その他にも他の拍よりも高く発音したり、長く発音したり、時には、音質さえ変えたり、ポーズを利用してプロミネンスを図ることもる。それによって聴者は、話者の伝えたい焦点を察知する。

　1.　[image: ]！（高く）

　2.　どうしたんだ。（低く）

　3.　だまれ！（強く）

　4.　シー、しずかに！（弱く）

　5.　どーーしてもダメなんだ。（長く）

　6.　これはな・ん・か・な？（ゆっくり）

　7.　ナニヲゴソゴソシテルカ！イソゲ!（速く）

　8.　チックショー！ヤッリャガッタナ！（発音を変化させる）

　9.　キョーワ・・ニホンゴノベンキョーヲシマショー。（ポーズを入れる）

　10．　イギリスノ・オー・・ギカイセード・オ・・ニツイテ・エー・・カンガエマショー。

　　　　（ポーズを入れる）

　11．　おれガ、あいつヲやったんだ。

　　　　（わざと助詞を強める。この場合の「を」はしばしば[wo]と発音）

　12．　しみずさんがね、きのー、こーえんでたおれて、にゅーいんしたんだって。

　　　　えっ、しみずさんが？↑（倒れた？だれが？）

　13．　しみずさんが、きのーね、こーえんでたおれて、にゅーいんしたんだって。

　　　　えっ、きのーお？↑（倒れた？いつ？）

　14．　しみずさんがね、きのー、こーえんでたおれて、にゅーいんしたんだって。

　　　　えっ、こーえんで？↑（倒れた？どこで？）

　15．　しみずさんったら、きのー、こーえんでたおれちゃってさあ、にゅーいんしたんだって。

　　　　えっ、たおれたって？↑（しみずさんが、どうしたって？）

　16．　しみずさんったら、きのー、こーえんでたおれちゃって、にゅーいんしたんだって。

　　　　えっ、にゅーいん？↑（どうした？たおれてから？）

　新情報を与える部分、特に疑問詞を使った場合などは、そこを強く発音することがある。従って、新情報を紹介する助詞「は」の来る文章は、その新眥報の部分が強くなる。ところが、一般的に主語を示す「が」は、その主語の部分が強くなる。

・　ニクガ　スキデス　　　　　　 ニクワ　・キライデス

・　コレガ　ホンデス　　　　　　 コレワ　・　ホンデス

・　ワタシガ　ヤリマス　　　　　 ワタシワ　・ヤリマス

・　ワタシガ　ヤリマシタ　　　　 ワタシワ　・ヤッテイマセン

・　ダレガ　タベタノ　　　　　　 タベタノワ　・　ダレナノ

・　ドッチガ　ビョーイン　　　　 ビョーインワ　・　ドッチ

・　ドノカタガ　アベサンデスカ　 アノカタワ　・　ドナタデスヵ

・　クビガナガイノガ　キリン　　 クビガナガイノワ　・キリン

・　ボクワ　・　テンプラガイイ　 テンプラワ　エビガイチバンダ

　　　　　　　　　　　　　　　　 ゾーワ　・ハナガ　ナガイ




1.　発音練習問題




　１　次の文を発音に注意しながら読みなさい。

　(1)　便器ベンキの上ウエにペンキを塗ヌり、ベンチの上ウエにペンチを忘ワスれた。

　(2)　天気テンキが悪ワルい上ウエに電気デンキもなく、旗色ハタイロも肌色ハダイロも分ワからない。

　(3)　私ワタシと同郷ドーキョーの人ヒトが東京トーキョーの人ヒトと京都料理キョートリョーリと郷土料理キョードリョーリを食タべた。

　(4)　奇跡キセキを期待キタイして、議席獲得ギセキカクトクの議題ギダイを出ダした。

　(5)　お獅子シシがお寿司スシを少スコし食クう

　(6)　重傷ジューショーの人ヒトを中傷チューショーした獣医ジューイに注意チューイした。

　２　アクセント他の韻律の違いに注意しながら読みなさい。

　(1)　はなから花の香りが鼻についた。

　(2)　雨の中で飴を買った。

　(3)　石のように堅い意志。

　(4)　未知の道を行く。

　(5)　箸を持って橋の端を渡る。

　(6)　飽きが来たのか、秋になってアパートに空きが出た。

　(7)　菓子屋を貸家にして夫妻の負債を整理する。

　(8)　カラスが花壇の下段の花を枯らす。

　(9)　電気をつけて伝記を読む。

　（10）　養子が用事の要旨を用紙に書いた。

　（11）　東さんが東から干菓子をもらった。

　（12）　垣に柿と牡蛎が干してある。

　（13）　わしが和紙に鷲の絵を描いた。

　（14）　お茶を濁す（いい加減にごまかす）

　（15）　お茶を濁す。

　（16）　庭には二羽、裏庭には二羽、鶏がいます。

　（17）　庭には二羽、裏庭には二羽鳥がいます。

　（18）　わしの山ヤマに鷲ワシがいて、わしが鉄砲テッポーで撃ウったなら、鷲ワシがびっくりわしもびっくり

　３　次の「ほんとうに」をいろいろな形で強調してみよう。

　(1)　ホン　トーニ

　(2)　ンー　トニ

　(3)　ホンッ・・・トニ

　(4)　・・・トニー

　４　次の文は２つ以上の読み方があります。注意して読みなさい。

　(1)カキ（柿、牡蛎）が好きです。

　(2)アキ（秋、飽き）が来ました。

　(3)ハシ（橋、箸、端）が折れた

　(4)アメ（雨、飴）が落ちてきた

　(5)クモ（雲、蜘蛛）が飛んでいる

[image: ]

　(7)　お茶はいい。（断る）

　(8)　お茶がいい。（頼む）

　(9)　日本人が好き（ウナギの蒲焼きの広告）

　　　(a)　ニホンジンガスキ（日本人が好きなうなぎ）

　　　(b)　ニホンジンガスキ（うなぎは日本人が好き）

　５　次の文は、二つ以上の読み方が可能である。違いに注意しながら読め。

　(1)　赤く手を染める/　悪に手を染める。

　(2)　風邪で頭が痛い/　彼には頭が痛い。

　(3)　亡くなった父の自転車/　無くなった父の自転車。

　(4)　先週もらった財布をなくした。

　(5)　行ってみよう/　行って見よう

　(6)　くるまで（車で、来るまで）待つ

　(7)　ありがたかった（有り難かった、蟻がたかった）

　(8)　音をちゃんと聞く/　お父ちゃんと聞く

　６　次の歌には、それぞれアクセント等が無視されている個所がある。

　(1)　はかなく生きる野の花よ　（墓菜、食いきる、野の花よ）（長崎の鐘）

　(2)　むかし　いまし　いまいまし　（賛美歌）

　(3)　ずいずいずっころばし、・・・井戸のまわりで、お茶碗かいたのだーれ？

　(4)　ホタルの光、窓の雪

　７　文字と発音の関係

　(1)　御一行様/　本を一行を読む/　都内の銀行で一行だけ


第三部　比較・対照音声学







　外国人の日本語を聞いていると、どこか訛りのあるのに気づく。ところが、よく聞いてみると、アメリカ人の日本語と中国人の日本語は同じではない。韓国人の持っている日本語の癖はフランス人の癖とは違っている。人は外国語を学ぶ際に、自分の母語の持っている癖を外国語にも当てはめてしまうことが多い。それを母語の干渉と呼んでいる。外国人の話す日本語の過ちを分析して研究するのを「誤用分析」（error analysis）と言う。イタリア人はイタリア人らしい日本語を話し、フィリピン人は彼ら独特の日本語を話すことになる。こういう風に、外国人が目標言語を習得していく過程で話す言語を「中間言語」と呼び、中間言語の研究は、外国語学習の研究には欠かせないものになっている。そのためにはまず学習者の母語と目標言語の比較をし、どこがどう違っているかを見極めることが大切で、それによって、どのような間違いを犯しやすいかをある程度予測・診断することが出来る。また、実際に話している人の外国語の資料を研究し、そこで使われている誤用を分析することによって、ある人の持っている誤用の特徴を知ることが出来る。誤用は母語干渉によるものばかりではないが、大切な一部である。

　また、外国人の話す日本語を聞いていると、彼らが無数の間違いをしているような気がするが、実は注意深く聞いてみると、犯している間違いの種類はほぼ限定され、同じ種類の過ちを繰り返しているに過ぎない。したがって、一つの種類の間違いが訂正されることによって、実際の発話のかなりの部分が訂正されることになる。それを見極めるのにも、言語学の知識が大切になる。

　そのための第一段階として、二つの言語を比較してみることが大切である。そこで、本書では日本語学習者の多いいくつかの代表的な言語を上げて、その言語の音韻と日本語の音韻とを比較してみることにする。このような比較を言語学的には「対照言語学」と呼んでいる。比較言語学と言う言葉もあるが、それは同族の言語を比較する歴史的な研究のことが一般的である。本書は厳密には対照言語学の分野ということになるが、一応ここでは比較・対照としている。




１　英語との比較・対照




(1)　英語の発音上の特徴

　本書では、英語の発音をイギリスの標準英語と言われる「容認発音」（RP）を土台として記述する。アメリカ英語に触れる場合には、「アメリカ英語」（GA）と特記する。

　母音も子音も日本語より多く、英語母語話者が困難に感じる日本語音は少ない。日本語と違う英語の特徴は、英語が強勢リズムの言語であることである。また、子音の連結が多く、CCCVCCCCを最長とする音節構造を持ち、閉音節が多い。日本語と異なり、文尾に重要なイントネーションが置かれる。

(2)　英語母語話者のための日本語困難音

①　ア行

(a)　「ア」

　日本語の「ア」に対応する英語の母音には[ɑː], [æ], [ʌ], [ə]などがある。日本語の「ア」に一番近いのは、[ɑː]であるが、英語の場合、長音になるのが原則であるので、短音で発音するのに、困難を感じることが考えられる。

(b)　「イ」

　日本語の「イ」に対応する英語の母音には[iː]と[I]がある。音声的に日本語に近いのは、[iː]であるが、これも長音として用いられる。日本語の「イ」に[I]を用いると、日本人の耳には「エ」と聞こえることがあるので、注意する必要がある。

(c)　「ウ」

　日本語の「ウ」に対応する英語の母音には、[uː]と[ʊ]があるが、いずれも日本語の「ウ」とは異なる。日本語は非円唇の[ɯ]を用いるからである。英語母語話者には困難な音である。[ʊ]を用いると、「オ」と間違えられる可能性がある。

(d)　「エ」

　日本語の「エ」に対応する英語の母音には、[e]がある。[eI]が間違って用いられる可能性がある。

(e)　「オ」

　日本語の「オ」に対応する英語の母音には、[ɒ], [ɔː], [o]などがある。日本語に近いのは、[o]であるが、この音は英語では、単音として用いられることはなく、二重母音[oʊ]として用いられるので、注意が必要である。また、強勢のない音節の母音は、[ə]と発音されることが多い。（横浜[jokohama]⇒[jə̀ʊkəh[image: ]mə]）。

　英語の場合、曖昧母音といわれる[ə]を別にして、語尾に短母音が用いられることがない。日本語では「ア、イ、ウ、エ、オ」のいずれも、短く発音されることが多いので、困難である。英語は、語尾に限らず、母音の長短は意味の違いをもたらさないために、その区別に困難を感じることが予想される。英語は、いわゆる強弱のアクセントがあり、強いアクセントのある音節は長く発音され、逆にアクセントのない音節は極端に弱く短く発音される。日本語のように長短が意味の変化をもたらすことがないために、借用語として英語に受け入れられた日本語も同じような変化をする。

　外国で出版されている入門用の日本語教本では、発音について、だいたい次のように書かれている。たとえばジャパン・タイムズのAn Introduction to Modern Japaneseを見ると、「あ」は、fatherのａとほぼ同じ、「い」は、eat の母音と似ているが、短い、「お」はgoの最初の部分と似ている。」などと書かれている。カリフォルニア大学出版のJapanese in 10 minutes a day.には、単語一つずつにkabe.(kah-beh), isu.(ee-soo), ｍado.(ｍah-doh)のように、英語で発音する人のために英語のルビが振ってあるが、これなどは全部長母音になっている。

　ときどき、「カトー」さんが、自分の名前は「トー」が長く伸びるのを強調したいために、Katohと書くことがある。日本人としての主張は理解できるが、英語話者であれば、KatoもKatohもどちらも[kɑːtəʊ]と発音する。似たような名前にCatoとかPlatoとかいう有名な人たちがいるが、みんな最後は[əʊ]となっている。ヘボン式ローマ字では、「オノ」さんと「オーノ」さんはどちらもOnoと書くので、大野さんはどうしてもOhnoと書きたくなるかも知れないが、発音の上では意味がない。どちらも[ə́ʊnəʊ]と発音される。ひょっとして、一方は[ɔ́ːnəʊ]となる可能性がないとは言えないが、小野さんと大野さんを区別しようとして言っているのではない。アー、ウー、イーは、英語にもあるが、エー、オーは基本的にはなく、エイ、オウになる。次に、日本語がどのように受け入れられているか記す。

鮑/awabi/[awabi]→E[əw[image: ]bi]、万歳/baNzai/[bandzai] →[bænzáI]、ヤマハ[jamaha] →[jǽməhɑː]、生け花[ikebana] →E[[image: ]ːkeIb[image: ]nə]〜[IkIb[image: ]nə]、へちま/hetima/[hetɕima] →[hetʃ[image: ]ːmə]、いすず[isɯzɯ] →[iːsúːzuː]〜[aIsúː-]〜[Isúːzuː]、歌[uta] →[júːta]、うどん[ɯdon]⇒[úːdɒn]、うちわ[ɯtɕiɰa]⇒[úːtʃiwɑː]、鶯[ɯgɯisɯ]⇒[uːgw[image: ]ːzuː]、下駄[geta] →[géItə],神風[kamikaze] →[kǽmIk[image: ]iː]、碁[go]⇒[gəʊ]、琴[koto]⇒[kə́ʊtəʊ]、おしぼり[oɕiboɾi] →[ɔ́ːʃIbɔərI]、折り紙[oɾiŋami] →[ɒrIɡ[image: ]mi]

　長母音/短母音

　カオ（顔）　　カオー（花王）　　テ（手）　　　　テー（帝）

　メーカ（銘菓） メーカー　　　　イ（胃）　　　　イー（良い）

　ケース　　　　ケースー（計数）　ショーヨ（賞与）　ショーヨー（商用）

　サユ（白湯）　　サユー（左右）　 ヤ（矢）　　ヤー（やあ）

　ハンガ（版画）　ハンガー　　　　　カク（核）　　カクー（架空）

　サンケ（産気）　サンケー（参詣）　サンソ（酸素）　サンソー

（山荘）

　シ（詩）　　シー（椎）　　キ（気）　　キー（奇異）

　「ウ」/「オ」

　クモ（雲）　　コモ（菰）　　ムネ（胸）　　モネ

(f)　重母音

　英語には、二重母音が多い。英語の二重母音は、二つの要素を持っているが、音素としては一つの音と考えられ、前の部分が長く強く発音され、後の部分が軽く付け加えられるので、例えば日本語の「アイ」を英語の二重母音として発音すると、「ア〜イ」に近く聞こえる。日本語の場合は、同じ強さと同じ長さで発音することが必要である。

　母音について、もう一つ英語話者が気をつけなければならないことは、無声化現象である。たとえば、「ですか」/desuka/の[u],「でした」/desita/の[i]は、実際には無声化している。従って、英語話者にはdeskaと全くないように聞こえる。
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②　カ行

　カ行に相当する英語の音としては、[k]がある。日本語と英語はほぼ同じであるので、英語話者がこの音のために日本語で苦労することはほとんどない。

かたかな/katakana/[katakana] →E[kætək[image: ]nə]、鎌倉/kamakura/[kamakɯɾa]→E[kὰːmək[image: ]ərə]、京都/køHto/[kjoːto]⇒E[kiə̀ʊtəʊ]、九州/kyHsyH/[kjɯːɕɯː] →E[kiúːʃuː]〜[kjúːʃuː]

③　ガ行

　ガ行に対応する英語の音には、[ɡ]と[ŋ]がある。日本語の/g/は、語頭を除いて、[ŋ]（鼻濁音）と発音されるのが原則であるが、英語では[ŋ]が母音に先行することは非常に希である。英語のsinger/sÍŋə/は、実際には/sI+ŋə/ではなくて、/sIŋ+ə/と考えられる。それは、滋賀/siga/が[ɕi+ŋa]と分けられるのと根本的に違っている。英語母語話者は、どんな場合にも閉鎖音の[ɡ]を使用する。鼻濁音については、日本人の間でも使用者が減っていることを考えると、あまり問題にすることはない。昔の日本語からの外来語には、籠 cango[kǽŋɡəʊ]、公家cangueのように[ŋɡ]という形で受け入れられていたものがある。これらは、日本人の耳には「カンゴ」、「カンゲ」のように聞こえるので、無理に鼻濁音を教える必要はない。

銀杏/giNkøH/[ɡiŋkjoː]⇒E[ɡÍŋkəʊ]〜[ɡÍŋkɡəʊ] ginkgo

　有声/無声

　ケータイ（携帯）　ゲーダイ（芸大）

　コートー（口頭）　　ゴートー（強盗）

　カコ（過去）　　　カゴ（篭）

　シンコー（信仰）　　シンゴー（信号）

　濁音/鼻濁音

　カンゴ[kaŋgo]　　カンコ[image: ][kaŋŋo]　　シケ[image: ]キ　　シゲ[image: ]キ

　テガミ（手紙）　　テカ[image: ]ミ　　カグ（家具）　　カク[image: ]

　[ŋ]/[ŋg]

　カコ[image: ] [kaŋo]（篭）　　カンコ[image: ] [kaŋŋo]（看護）

　ソカ[image: ]イ（阻害）　　　 ソンカ[image: ]イ（損害）

④　サ行

　日本語のサ行に相当する英語の音としては、[s]と[θ]と[ʃ]がある。日本語の場合、「シ」が[ɕi]になる。英語話者が[si]と発音する可能性があるが、類似音として[ʃi]があるので、これで代用する。日本語の[ɕ]と英語の[ʃ]は、同じものではないが、類似音として代用できる。ただ、日本人の耳にはすこし強く聞こえる。[θ]の音は、英語にはあるが、日本語にはない音なので、もし、英語母語話者がどこかでその音を使ったとしても、日本人の耳には[s]に聞こえる。

刺身[saɕimi] →[sæʃ[image: ]ːmi]、寿司/susi/[sɯɕi] →[súːʃiː]。

　[θǽŋkjuː] →[saŋkjuː]　サンキュー

⑤　ザ行

　ザ行に相当する英語の音としては、[z], [ʒ], [ð]がある。日本語の場合、「ジ」が[ʑi]になる。英語話者が[zi]と発音する可能性があるが、類似音として[ʒi]があるので、これで代用する。日本語の[ʑ]と英語の[ʒ]は、同じものではないが、一応ここでは類似音として代用できる。ただ、日本人の耳にはすこし強く聞こえる。英語には[z]（[ʒ]）と[dz]（[dʒ]）の二つがあるが、日本人の耳には、どちらも同じ音にしか聞こえない。[ð]音は、英語にはあるが、日本語にはない音なので、もし英語話者がその音を使っても、その音は、日本人の耳には、[z]に聞こえる。

　座禅[dzazeN]⇒[zɑːzén]、明治[meidʑi]⇒[méidʒi]

　有声/無声

　スイイ（水位）　ズイイ（随意）　　センド（鮮度）　　ゼンド（全土）

　サユー（左右）　ザユー（座右）　　セッパン（折半）　ゼッパン（絶版）

　テスリ（手摺り） テズリ（手刷り）　スイキ（水気）　　ズイキ（芋茎）

　[ts(t)]/[(d)z]（[(d)ʒ]）/[s]

　ツイソー（追想）　　ズイソー（随想）　　　スイソー（水槽）

　チカイ（誓い）　　　ジカイ（自戒）　　　　シカイ（司会）

　テツボー（鉄棒）　　ゼツボー（絶望）　　　セツボー（切望）

⑥　タ行

　タ行に相当する英語の音としては、[t]と[tʃ]がある。日本語の場合、「チ」が[tɕi]になる。英語話者が[ti]と発音する可能性があるが、類似音として[tʃi]があるので、これで代用する。日本語の[tɕi]と英語の[tʃi]は、同じ音ではないが、一応ここでは類似音として代用できる。英語話者が日本語の「チ」を英語の[tʃi]と発音すると、日本語では強く響く。問題は、日本語の「ツ」である。英語には/ts/という音素はない。[ts]という結びつきはあるが、これはあくまでも/t/＋/s/という二つの音素の結びつきである。さらに、その結びつきは語尾を除いてはごくまれにしか起きない。特に、語頭（音節頭）に起きることはない。従って「ツクエ」「ツツジ」などの発音は難しい。日本語からの外来語である「津波」（tsunami）が辞書にあるが、これも[tsuːn[image: ]mI]の他に[suːn[image: ]mI]の発音も並記されている。英語の辞書を見て、ts（または、ｃzなど）で始まる単語は皆無ではないにしても、外国語だけであり、しかも、ほとんどの場合、別の発音も示されている。[ts]が英語の語中で使われるものには、satsuma, Betsie, pizzaなどがあるが、これらも、ほとんどが外来語である。これらは、[sǽt+suːmə], [bets+i]と意識される。pizzaは、そもそもイタリア語では[pit+tsa]であるが、ｚの文字につられたのか、日本では「ピザ」の名で親しまれるようになった。英米では原音に近い[p[image: ](ː)ts-ə]と発音されている。英語の[t]は、母音に挟まれると有声化することがある。（lettuce[l[image: ]əs]）。特に、この現象はアメリカで強く、「カタ」を「カダ」あるいは「カラ」と発音してしまうことがある。

畳[tatami]→E[tət[image: ]ːmi]、下駄[geta] →E[géItə]〜[géIɾə]、豆腐/toHφu/[toːφu] →E[tə́ʊfuː]、餅/moti/[motɕi] →[m[image: ]tʃi]、本庁/hoNtøH/[hontɕo:] →E[h[image: ]ntʃəʊ]、津波/tunami/[tsɯnami] →E[tsuːn[image: ]mi]〜[sｕːn[image: ]mi]、ツツガムシ/tutugamusi/[tsɯtsɯɡamɯɕi] →E[tsuːt-səɡəmúːʃi]、ツツジ/tutuzi/[tsɯtsɯʑi]→[susuːdʒi]

[t]/[ɾ]

　タテ（楯）　　タレ（垂れ）　　ヒタイ（額）　　ヒライ（飛来）

　ハタハタ　　　パラパラ　　　ワタ（綿）　　　ワラ（藁）

　[t]/[d]/[ɾ]

　タテ（楯）　　　　　タデ（蓼）　　　　　タレ（垂れ）

　ワタ（綿）　　　　　ワダ（和田）　　　　ワラ〔藁〕

　キト（帰途）　　　　キド（木戸）　　　　キロ（岐路）

　ツリアガル（吊り）　スリアガル（刷り）　ズリアガル（ずり）

　[ts]/[s]/[(d)z]

　ツエ（杖）　　　　　スエ（陶）　　　　　ズエ（図絵）

　ツイキ（追記）　　　スイキ（衰期）　　　ズイキ（芋茎）

　[ts]/[s]

　ツツミ（堤）　　　　ススミ（進み）　　　ツミ（罪）　　スミ（隅）

　[tɕi/tsu]/[ti/tu]

　チー（地位）　　　ティー　　　ツー（通）　　　トゥー

　テューバ　　　　　チューバ

⑦　ダ行

　ダ行に相当する英語の音としては、[d]と[dʒ]がある。日本語の場合、「ヂ」が[dʑi]になる。英語話者が[di]と発音する可能性があるが、類似音として[dʒi]があるので、これで代用する。日本語の[dʑi]と英語の[dʒi]は、同じ音ではないが、一応類似音として代用できる。英語話者が日本語の「ヂ」を英語の/dʒi/と発音すると、日本語では強く響く。また、日本語の「ヅ」は、[dzɯ]となるが、この音は英語にはない。「ドゥ」[du]と発音する可能性がある。[dz]という結びつきはあるが、これは/d/＋/z/という二つの音素の結びつきである（ゴジラGodzillaは、英語としては読みにくい語であるが、[ɡəd-zI-lə]と認識されている）。さらに、その結びつきは語尾を除いてはごくまれにしか起きない。特に、語頭に起きることはない。ただ、日本語では「ヅ」と「ズ」の区別をしていないので、[zu]を代用しても、日本人の耳には、正しい発音として認識される。大小[daiɕoː]⇒[dáIʃəʊ]daisho、地頭/ditoH/[dʑitoː]→E[dʒ[image: ]ːtəʊ]＝jito、小豆アヅキ/aduki/[adzɯki] →E[æd-zúːki]＝adzuki

　注:小豆については、ヘボンはazukiとしている。元来deuceはヂュース、juiceはジュースであるはずであるが、どちらも同じように発音され、表記される。

　[d]/[t]/[ɾ]

　シューデン（終電）　　シューテン（終点）　　シューレン（修練）

⑧　ナ行

　ナ行に相当する英語の音としては、[n]がある。一般的に、母音が続く場合は、英語と日本語とはほとんど違いはない。日本語の場合は口蓋化母音の前では、口蓋化して[ɲ]となるが、[n]と発音しても、日本人のほとんどは気付かない。

　鍋島[nabeɕima]→[næbəʃ[image: ]:mə] Nabeshima、

　海苔[noɾi]→[nɔ́əri] nori

⑨　ハ行

　ハ行に相当する英語の音としては[h]と[f]がある。日本語の「フ」は[φu]、「ヒ」は[ɕi]と発音される。[ɕi]については、[hi]を代用できるが、[φu]は[fu]で代用される可能性がある。日本人の耳には「フ」に聞こえるのであまり問題はない。英語では、語中の[h]は有声化または省略されることが多いので、日本語でも省略される可能性がある。

へちま[hetɕima]⇒[hetʃ[image: ]ːmə] hechima、ひらがな[çiɾaŋana]⇒[hIərəg[image: ]nə] hiragana、布団[φɯtoN]⇒[fúːtɒn]〜[fjúːtɒn]〜[f[image: ]tɒn]＝futon、富士/huzi/[φɯʑi] E[fúːdʒi]＝Fuji

　[h]/[∅]

　キホン（基本）　　キオン（気温）　　キヘー（騎兵）　　キエー（気鋭）

　[f]/[φ]/[ɕ]/[h]

　ヒューズ　　　フューズ　　フォーマル　　ホーマル

　フィアンセ　　フェリー　　フエルト　　　フェルト

　フイルム　　　フィルム　　ミュンヘン　　ミュンヒェン

　パチンコpachinko[patɕiŋko]⇒[pətʃÍŋkəʊ]

⑩　バ行

　バ行に相当する英語の音には、[b]がある。日本語では、英語の[v]が[b]で代用されることがあるが、英語母語話者が、日本語でわざわざ外来語以外[v]を使うことはないので、問題はない。もし外来語などで[v]を使ったとしても、日本人の耳には。おそらく[b]に聞こえるであろう。外来語でvを持つ語をヴで表記することがあるが、日本人は[b]と発音をしている。あるいは、[ν]（歯唇接近音）を使うこともある。

盆栽[bonsai][b[image: ]nsaI]、バイオリン[baioɾiN]⇔violin[vaIəlÍn]

⑪　パ行

　パ行に相当する英語の音は[p]である。/p/は、帶気音と無破裂音のことを除けば、日本語と英語はほぼ同じである。英語母語話者がこの音のために日本語で苦労することはほとんどない。

　[p]/[b]

　カンバツ（旱魃）　　カンパツ（間髪）　　ボール　　ポール

⑫　マ行

　マ行に相当する英語の音としては、[m]がある。面白いのは、「梅干し」がアフリカーンス語を通してmebos[míːbɒs]となり、英語に入った。母音が続く場合は、英語と日本語とはほとんど違いはない。問題は、次に子音が続く場合、すなわち撥音（「ン」）の場合であるが、それは後ほどまとめて説明する。

モグサ[mokɯsa]→[m[image: ]ksə] moxa、祭[matsɯɾi]→[mæt-súːri]、松井/matui/[matsɯi] E[mæt-súːi]、大名daimyo/daimøH/[daimjoː]⇒[dáIm-jəʊ]

　[m]/[n]

　マンド（万度）　　ナンド（何度）　　コンマ　　こんな

⑬　ヤ行

　ヤ行に相当する英語の音としては、[j]がある。日本語の拗音については、この半母音を使うことになる。たとえば「ヤ」は[ja]と発音する。

　拗音

　その子音連結の中で、英語話者が困難を感じるのは、拗音である。英語では、C＋[j]に続く母音は[u(:)]のみであるので、「ヤ」、「ヨ」の結びつきは困難である。したがって、日本語の拗音のうち、「ヤ、ヨ」の続くものは発音が困難である。ただし、口蓋化を起こして音質が変更しているものはそれほど困難ではない。したがって、「キャ」「キュ」「キョ」は困難であるが、「シャ」「シュ」「ショ」は容易である。目立った異音はない。語尾に生じない。/t, d, n/などの歯茎音に続く場合は、GAでは、省略され、RPでは口蓋化する。

琉球[riúːkjuː]、九州[kiúːʃuː]、京セラ（狂言[kjə́ʊɡen]）、

尺八[ʃǽkuːh[image: ]tʃi]、将軍[ʃə́ʊɡʌn]〜[ʃə́ʊɡuːn]〜[ʃə́ʊɡən]、芸者[ɡéIʃə]

　キョーコ/køHko/→[kij[image: ]kəʊ]（キヨコウ）

　キョート/køHto/→[kijə́ʊtəʊ]（キヨウトウ）

　トーキョー/toHkøH/→[tə́ʊkiəʊ]（トウキヨウ）

　ビョーイン/bøHiN/→* [bijə́ʊIn]（ビヨウイン）

　拗音（各種最小対）

　tube[tjuːb]→[tʃuːb]（RP）〜[tuːb]（GA）/duke[djuːk]→[dʒuːk]（RP）〜[duːk]（GA）/

　new[njuː]→[ŋjuː]（RP）〜[nuː]（GA）

　「イヨ」/「ヨ」

　ビョーイン（病院）　　ビヨーイン（美容院）　　キャク（客）　　キヤク（規約）

　ヒャク（百）　　ヒヤク（飛躍）　　キュー（急）　キユー（杞憂）

　キョー（今日）　キヨー（器用）　　ヒョー（雹）　ヒヨー（費用）

　ショー（賞）　　シヨー（使用）　　ジョー（条）　ジヨー（滋養）

　リョー（寮）　　リヨー（利用）　　ミョー（妙）　ミヨー（見よう）

　「シ」/「シュ」

　ジギョー（事業）　ジュギョー（授業）

　シジツ（史実）　　シュジツ（主日）

　ジュギョー（授業）　　ジューギョー（従業）

　シューギョー（修業）　シュギョー（修行）

　シュジツ（主日）　　シュージツ（週日）　　ジュージツ（充実）

　シュジュツ（手術）　シュジツ（主日）　　シジュツ（施術）

　シジツ（史実）

　「ヨ」/「イヨ」/「オ」

　ビョーイン（病院）　　ビヨーイン（美容院）　ボーイン（暴飲）

　ギョーカン（行間）　　ギヨーカン（偽洋館）　ゴーカン（強姦）

　ビョーイン（病院）　　ビヨーイン（美容院）　キャク（客）

　キヤク（規約）

⑭　ラ行

　ラ行に相当する英語の音としては、[r]と[l]がある。英語で一般的に用いられる[ɹ]の音は、日本人の耳には、「ワ」に似た音に聞こえる可能性がある。カラダを[kəɹ[image: ]də]と発音すると、日本人には「カワーダ」のように聞こえる。ローマ字でrが使用されるために、英語でも/r/を使うことになるが、むしろ、英語母語話者は[l]の使用する方が日本人の耳には、ラ行音として聞きやすいであろう。最近は日本人の中にも「ラ」行音を[l]で発音する人が増えているという報告もある。日本語は、開音節が主であるので、心配はないと思うが、間違って暗い[[image: ]]を使ってしまうと、日本人には「ウ」に似た音として聞こえる。（アルヒト→[a[image: ]hito]→アウヒト〜アウイト）。詩の朗読や、歌劇、舞台などでは、振音が使われる傾向がある。はたき音または弾音[ɾ]などが用いられることもある。特に母音に挟まれた/r/は、RPではしばしば弾音になる。その意味では、RPの方が日本語に近い。日本語の/r/は、GAの母音に挟まれた[t]の音と、同じ音ではあるが、そう教えると、丁寧に発音するときに、[t]と発音してしまう可能性があり、むしろ教えない方が良い。

　浪人/roHniN/[rə́ʊnIn] ronin、カラダ/karada/→[kəɹ[image: ]də] karada

　リレキショ　　カレーライス　　パトロール　　リョーリ（料理）

　[t]/[ɾ]

　ワラ（藁）　　　　ワタ（綿）

　カラダ（体）　　　カワダ（川田）　　　カワラ（河原）

⑮　ワ行

　ワ行に相当する英語の音には、[w]がある。英語では、この音はかなり頻繁に用いられるが、日本語では「ワ」の前半音としてしか使われない。しかも、日本語の場合は非円唇であり、かなり響きが違う。英語で[wa]と発音すると、日本人には「ウォ」に近く聞こえる。また、ヘボン式ローマ字で「を」をwoと書くため、そのように発音される可能性もあるが、日本人の耳には奇妙に響く。ただ、これらで意味が混乱することはまずない。

　湾だ/waNda/[ɰanda] wonder[wʌ́ndə]

⑯　特殊音素

　次は、英語には存在しない日本語の特殊音素を、英語話者がどう発音しやすいのか、あるいはどのようなひずみが起こるのかを考えてみる。

(a)　/N/ン　（撥音）

　日本語の「ン」はｎで表記されるのが一般的であるので、英語話者はどの場合の「ン」も常に[n]で発音してしまう。実際には、日本語の撥音は、次に来る音によって、両唇音[m]、歯茎音[n]、軟口蓋音[ŋ]などに変わる。しかし、これは英語でも起きる同化現象であり、あまり問題はない。ところが、次に母音が来ると、いわゆる鼻母音化する。それが、英語話者には困難である。そのために次に母音が来た場合、それと結びつけてしまうことがよくある。鼻母音化した/N/は、[N]や[ŋ]という記号が使われたり、[[image: ]]という特殊記号が使われたりすることもあるし、また母音の上に鼻音化符号を付けて（[ã]）表記することもあり、表記は一定していない。これらは、すべて連音を起こさないための工夫である。ローマ字で tan'iと書いたり、tan-iと書いたりするが、現実にはあまり効果はない。[n]で発音する以上、英語では母音との連結を起こすのはごく自然なことである。

　タンイ/taNi/[taa)i]→*/tani/（タニ）〜/tanni/（タンニ）

　もう一つ、撥音で気をつけなければならないのは、特殊音素全体の特徴ではあるが、英語の音節に倣って、-nを母音に続く要素と考えないで、それのみで一つの長さを持った拍と認識することである。サンポ/saNpo/[sampo]は、[sam-po]という２音節語ではなく、[sa-N-po]という３拍語である。それでも、サンポなどのように、次の拍が鼻音以外であれば、実際には間違われることは少ないが、/N/に続く拍が鼻音で始まっている場合、省略されてしまうことになりやすい。

ジャンケン[dʑaŋkeN][dʒǽŋken] janken、憲兵隊[kempeːtai]→[kémpeitai] Kempeitai、小判[kobaN]→[kə̀ʊbæŋ] kobang、昆布kombu、万葉仮名manyogana、モンペmompei、女形onnagata[ɒnəɡ[image: ]tə]、三白sanpaku、三洋Sanyo[sǽnIəʊ]、三王San'o[sǽnəʊ]

　サンマ/saNma/[samma]→*[sama]（サマ）

　ハンナ/haNna//[hanna]→*[hana]（ハナ）

　サンギ/saNgi/[saŋŋi]→*[saŋi]（サギ）

　/N/＋母音

　アニ（兄）　　アンイ（安易）　　アンニ（暗に）

　キネン（記念）　　　キンエン（禁煙）

　キンネン（近年）　　キンゲン（金言）

　ゼニン（是認）　　　ゼンイン（全員）

　ゼンニン（善人）　　ゼンギン（全銀）

　コニャク　　コンヤク（婚約）　　コンニャク（蒟蒻）

　シニョー（屎尿）　　　　　　シンヨー（信用）

　シンニョー（しんにょう）　　シギョー（始業）

(b)　/Q/ッ（促音）

　英語では特別な例を除いては、子音が二重に発音されることはない。日本語の促音は、二重子音ということになるが、鼻音がだぶる場合は、促音とは言わない。

　unnatural[ʌnnǽtʃər[image: ]l], immoral[Imm[image: ]r[image: ]l]〜[im[image: ]r[image: ]l], taillight[téiəl-laIt]

　そのために英語話者にとって、鼻音、側音以外の二重子音の発音は非常に困難である。

　脚気[kakke]→[káke] kakke,日本Nippon[ɲippoN]→[nÍpɒn]、立花rikka、切腹seppuku

　キッテ/kiQte/[kitte]→*[kite]（キテ）〜*[ki:te]（キーテ）、カッシャ/kaQsæ/[kaɕɕa]→*[kaʃa]（カシャ）

　/Q/

　キタ（来た）　　キッタ（切った）

　セキ（席）　　　セッキ（石器）

　ケショー（化粧）　ケッショー（決勝）

　イチ（位置）　　　イッチ（一致）

　コキョー（故郷）　コッキョー（国境）

　アサリ（浅蜊）　　アッサリ

　ナツ（奈津）　　ナッツ　　シツイ（失意）　　シッツイ（失墜）

(c)　/H/ー（長音）

　母音の長短は英語では意味の変化をもたらさない。要するに音素ではない。したがって英語話者にとってはとても困難な音である。英語でも長い母音短い母音というのはあるが、それは相対的であって、絶対的な音素としては存在していない。英語では、母音の長短は意味の弁別には関係ない。beat[bi:t], bit[bit], bead[bi:d], bid[bid]の母音の長さを比較せよ。

　糀/koHzi/[koːʑi]→[kə́ʊdʒi]koji、能/noH/→[nəʊ]Noh、京都/køHto/[kjoːto]→[kiə̀ʊtəʊ]、東京/toHkøH/[toHkøH]→[tə́ʊkiəʊ]

　ボート/boHto/[bo:to]→* [b[image: ]təʊ]（ボトー）〜* [bə̀ʊtəʊ]（ボートー）

　キータ/kiHta/[ki:ta]→* [kÍtə]（キタ）〜* [k[image: ]:tə]（キータ）

　大野/oHno/[o:no]、小野/ono/[ono]→* [[image: ]nəu]（オノー）〜* [ə́unəu]（オーノー）

　/H/

　ヘヤ（部屋）　　ヘーヤ（平野）　　クツ（靴）　　クツー（苦痛）

　キタ（来た）　　　キータ（聞いた）　　　キッタ（切った）

　マチ（町）　　　　マーチ　　　　　　　　マッチ

　ゲンソ（元素）　　ケンソー（幻想）

　コード（高度）　　コードー（行動）

　コーホ（候補）　　　　コーホー（広報）

　チョージョ（長女）　　チョージョー（長城）

　ココ（此処）　　　　ココー（虎口）　　コッコ（国庫）

　コッコー（国交）　　コーコ（公庫）　　コーコー（高校）




1.外来語音練習




　スウェーデン　　　ウォーキング　　　ウィンク

　ヴェスト　　　　　ベスト　　　ヴィデオ　　　ビデオ

　vest→ベスト（最近、ヴェストとも書くが、実際にはほとんどベストと発音されている。その意味ではbestと同音異義語になる。）

　グァム　　　　　　　　　ガム

　E shepherd[ʃépəd]⇒J[ɕepaːdo]シェパード、（古くはセパード）。

　ミルク・シェーク　ミルク・セーキ　シェード　セード（制度）

　シンク・タンク　　スィンク・タンク

　ゼネラル　　ジェネラル　　ミューズィカル　　ミュージカル

　クァルテット　　クォーツ　　キェルケゴール

　check　　チッキ（古）　　チェック（新）

　スケルツォ　　ツェッペリン　　ツィーター　　ツォンカバ

　チェックイン　　チェルシー

　[d]/[d(z)]

　ディーゼル　　ジーゼル　　デュース　　ジュース

　アウディ　　デュエット

⑰　母音の無声化

　無声子音に挟まれた高母音[i]、[ɯ]は無声化する傾向がある。ただし、子音が両方とも摩擦音であるときは、必ずしも無声化しない。

[image: ]

⑱　子音の有声化（連濁）

　トキ　　トキドキ　　ハナレ　　ハナレバナレ

　キ　　キギ　　ヒト　　ヒトビト

　アオ＋ソラ　　アオゾラ　　ハナ＋チ　　ハナヂ（ジ）

⑲　音の結びつき

(a)　子音連結（音節）

　英語の音節は、一つの母音に対して、その前に３つ、その後に４つの子音を伴うことができる。これに一つずつ実際の子音が加わるのであるので、その数は非常に多く複雑である。それに対して、日本語の音節の構造は非常に単純であるにの場合の母音は口蓋化母音を含んでいる）。

　英語　開音節(C)(C)(C)V、閉音節(C)(C)(C)V(C)(C)(C)(C)

　日本語　開音節(C)V　　　　閉音節　(C)V(C)

(b)　リズムとアクセント（音節と拍）

　英語は、ストレスが単位になってリズムを構成しているが、日本語はこのモーラがリズムの基本になっている。英語はストレスのない部分は弱く速く発音されるが、日本語の場合は同じように発音される。日本語のリズムは細かく、英語のリズムは大きい。たとえると、日本語は機関銃を乱射している感じであるが、英語は大砲が鳴り、余韻が残っている感じである。この拍が身に付いている人の日本語は分かりやすいが、これがおかしい人の日本語は全体が非常になまって聞きにくい。拍は初期の段階でしっかり教えておきたい。特に特殊音素が一拍の長さを持っていることが理解できない外国人は多い。

　日本語のアクセントは、高低アクセントであるが、英語のアクセントは強弱アクセントである。そのため、英語ではアクセントのある音節は、強く、長く、高く、発音される。逆に、アクセントのない音節は、短く、極端に弱く曖昧に発音される。日本語の場合は、強さは特別に関係ないし、長さは音素であるので、英語とはかなり違った感覚になる。英語話者はアクセントの違いが高低であることが理解できず、困難を感じる。また、アクセントのない音節の母音を曖昧化する傾向がある。日本語を発音する場合は、全ての拍を同じ強さで発音することを教えることが大切である。高さの違いを理解できない学習者に対しては、のど仏のすぐ上の柔らかい部分を人さし指と親指で軽くつまみ、そのまま「アー」と発音しながら、つまんだ指を下げると、音が低くなり、もどすと高くなることを数回繰り返すことによって理解させる。英語母語話者は、単語の終わりから二拍目にアクセントを置きやすい傾向がある（一般的に、その拍が長くなる）。これは、英語のアクセントの傾向を受け継いだためである。
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　撥音、促音、長音では、その直前の音と一緒に一つの音節を作り上げるため、そこにアクセントを置きやすいことになる。
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また、長い語（文）は、二つの強勢を持つ傾向が見られる。
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　強く読む音節（拍）が長くなると、特に問題が起きる。「小野」も「大野」もオに強勢を置くと、区別がなくなる。

　アクセント練習
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　日本語で語尾の低いアクセントを持つ語が上昇イントネーションとなる場合、英語のように全体がなめらかに上昇すると、違った意味になることがある。
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英語では、文尾に近いところに強勢が置かれる可能性がある。
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２　フランス語との比較・対照




(1)　フランス語の音声上の特微

　フランス語は、音節をリズム単位としている。その点で日本語に近い。母音がはっきりしており、その数も多く、子音連結は少ない。リエゾンが一つの特徴である。

(2)　フランス語母語話者にとっての日本語困難音

①　ア行

　「ア」、「エ」、「オ」は日本語とほぼ同じ。[u]と[i]は曰本語よりも緊張度が高いので、「ウ」をフランス語の[u]で発音すると、「オ」に近く聞こえることがある。「ユ」はフランス人は[y]で代用することが考えられる。フランス語の綴りではuを[y]と発音するので、「ウ」と「ユ」または「イ」と間違える可能性もある。また、母音の長短の区別が困難である。[i]は口蓋化が強く、語尾に来ると[iç]と聞こえ、日本人には「イヒ」と聞こえる。Paris [paʁi]〜[paʁiç]。（長音の項参照）。

　「長母音」/「短母音」

「ショメー」（署名）　　ショーメー　（証明）　　ビル　　ビール

　「イ」/＋「イヒ」

　シ（詩）　　　　　　　シー（思惟）　　　　　　シヒ（詩碑）
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②　カ行

　日本語のカ行音に対応する、フランス語は[k]であって、フランス語話者にとって困難な音はない。

③　ガ行

　日本語の/g/には、[ɡ]と[ŋ]（鼻濁音）があるが、フランス語には、[ŋ]がないので、鼻濁音はとても困難である。しかし、[ɡ]で代用しても問題はない。日本人でも区別しない人が増えている。英語の[ŋ]をフランス語では[ɲ]で代用する傾向があるので、（meeting[mitiɲ]）日本語でそれを適用すると、日本人には「ニュ」に聞こえるので、むしろ鼻濁音は教えない方が良いかもしれない。

④　サ行

　日本語のサ行音に対応するフランス語には、[s]と[ʃ]がある。「シ」を[si]と発音する可能性がある（フランス語の[si]も日本語ほどではないが、口蓋化が起こる）が、困難な音ではない。

⑤　ザ行

　日本語のザ行音に対応するフランス語には、[z], [ʒ]がある。多少柔らかく聞こえるかも知れないが、問題はない。

⑥　タ行

　日本語のタ行に対応するフランス語の音は、[t]である。フランス語には、破擦音はなく、「チ」、「ツ」の音はないので、フランス語話者には困難である。日本語の「チ」は、[tɕi]であり、フランス語話者は[ti]と発音する可能性がある。フランス語の[ti]は、日本語ほどはっきしてはいないが、口蓋化して[tji]となる。「ツ」は非常に困難である。[tu]と発音する可能性がある。（英語参照）

　シューイ（周囲）　　チューイ（注意）

　スーコー（崇高）　　ツーコー（通行）

⑦　ダ行

　日本語のダ行に対応するフランス語の音は、[d]である。フランス語には、破擦音はなく、「ヂ」、「ヅ」の音はない。日本語の「ヂ」は、[di]で、「ヅ」は[du]と発音する可能性がある。ただ、日本語では[zu]と[dzu]は区別がないので、[zu]と発音するよう指導すると良い。（英語参照）

⑧　ナ行

　日本語のナ行に対応するフランス語の音には、[n], [ɲ]の音がある。フランス語話者にとって特別に困難な問題はない。

⑨　ハ行

　フランス語には[h]の音がないので、フランス語話者は日本語のハ行に困難を感じる。理論上は発音するh（h aspiré）と発音しないh（h muet）があることにはなっているが、文法上（筆記上）の違いだけであって、実際にはどちらも無音である。喉の奥から音を出す訓練をする。hの呼称[aʃ]が英語の[eitʃ]の元になっていると思われる。

　「h」/「ø」

　アカ（垢）　　　ハカ（墓）　　　オリ（檻）　　ホリ（堀）

　エンカ（演歌）　ヘンカ（変化）　イタ（伊田）　ヒタ（氷田）

　ウロ（雨露）　　フロ（風呂）

⑩　バ行

　日本語のバ行に対応するフランス語子音は、[b]であって、フランス語話者にとって困難はない。

⑪　パ行

　日本語のパ行に対応するフランス語子音は、[p]であって、フランス語話者にとって困難はない。

⑫　マ行

　日本語のマ行に対応するフランス語子音は、[m]であって、フランス語話者にとって困難はない。

⑬　ヤ行

　日本語のヤ行に対応するフランス語子音は、[j]であって、フランス語話者にとって困難はない。

　　拗音

　拗音は、全体的に困難であるが、ウ段拗音は、[y]で代用される可能性がある。ア段、オ段は困難である。「カ」については、パリ方言では、[kja]と発音される（carrotで[kjaʁot]）。

　有名なブランド品、Louis Vuitton は、[lwi v[image: ]it[image: ]]である。ビトン、ヴィトン、ヴウィトンのどれも正確ではない。ヴュイトンがなんとなく近い。

⑭　ラ行

　日本語のラ行に対応するフランス語の音には、/r, l/の２種類がある。/r/については、口蓋垂を震わせ[R]たり、摩擦させ[ʁ]発音する。摩擦させた場合は、日本人には、ときどきハ行音に聞こえることがある。それよりは、[l]を使った方が、日本語にには間違えられない。

　「ラ行」/「ハ行」

　カロー（家老）　カホー（家宝）　サラ（沙羅）　サハ（左派）

⑮　ワ行

　日本語のワ行については、[w]が用いられるが、日本人には、強く響く。

⑯　特殊音素

　特殊音素は、フランス人にもとても困難である。（英語参照）

⑰　音の変化

　フランス語の発音の特徴の一つは、リエゾン（liaison）と呼ばれ、無音の語尾に後続する母音が結びついて発音される。（les aimables enfants[le εmabl ãfã]→[lezεmablzãfã]）。日本語では．[n]を除き問題はない。

⑱　アクセント

　フランス語では、英語のようにある音節だけを強調し、あとを飲み込むような形では発音しない。一般的に、語尾にアクセントが置かれることが多い。等音節性を持った言語であり、日本語と似ている。

⑲　母音の長短

　フランス語では、母音の長短は、アクセントによって決められる。アクセントの置かれる音節の母音は長くなる。ただし、非音素的であり、このことによって意味が変わることはない。

⑳　音節

　フランス語では開音節が音節全体の76％にのぼる。この点、日本語と同じ性質を持つ。CVが55％に対し、CVCは17％となっている。




３　スペイン語との比較・対照




(1)　スペイン語の音声上の特徴

　スペイン語は、音節をリズム単位としている。その点で日本語に近い。母音がはっきりしており、その頻度も多く、開音節が中心である。子音連結は少ない。ｊがハ行音であるのが、日本語と違っている。

(2)　スペイン語母語話者にとっての日本語困難音

①　ア行

　母音は、日本語と同じ５つの母音を持つ。日本語と同じであり、ほとんど問題はない。ただし、/u/のみ日本語では非円唇である。
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②　カ行

　日本語のカ行に対応するフランス語子音は、[k]であって、スペイン語話者にとって困難はない。

③　ガ行

　日本語のガ行（[ɡ][ŋ]）に対応するスペイン語の音には、[ɡ]（[ɤ]）の音がある。スペイン語にも[ŋ]はあるが、母音の前では起こらないため、スペイン語母語話者には、鼻濁音は困難である。語中で摩擦化[ɤ]する。これは、ときどき日本人からも聞かれる。

　カゴ（濁音）　　カゴ（鼻濁音）　　ウサギ（濁音）　　ウサギ（鼻濁音）

④　サ行

　日本語のサ行に対応するスペイン語の音には、[s]と[ʃ]がある。「シ」を[si]と発音する可能性がある（スペイン語の[si]も日本語ほどではないが、口蓋化が起こる）が、困難な音ではない。

⑤　ザ行

　日本語のザ行に対応するスペイン語の音には、[ʒ]がある。「ジ」を[ʒi]と発音する可能性がある。それ以外では、無声音化する可能性が高い。練習が必要。スペイン語では文字のzは[θ]を表す。それを使う可能性もあるが、日本人にはサ行音に聞こえる。

　ザッシ（雑誌）　サッシ（冊子）　ゴゾー（五臓）　ゴソー（護送）

　カサン（加算）　カザン（火山）　カダン（花壇）

⑥　タ行

　日本語のタ行に対応するスペイン語の音は、[t]と[tʃ]である。日本語の「チ」は、[tɕi]であり、スペイン語話者は[ti]と発音する可能性もある。また、[tɕi]を[tʃi]で代用する可能性もある。[tɕi]と[tʃi]は同じではないが、十分代用できる。「ツ」は非常に困難である。[tu]と発音する可能性がある。

⑦　ダ行

　日本語のダ行に対応するスペイン語の音は、[d]（[ð]）とである。日本語の「ヂ」は、[dʑi]であり、スペイン語話者は[di]と発音する可能性もある。「ツ」は非常に困難である。[du]と発音する可能性がある。語中では摩擦音化して、dが[ð]と発音されるので、その影響を受ける可能性がある。すると日本人にはザ行音に聞こえる。

　カダン（花壇）　カザン（火山）　デンキ（電気）　ゼンキ（前期）

⑧　ナ行

　日本語のナ行に対応するスペイン語の音には、[n]と[ŋ]の音がある。スペイン語話者にとって特別に困難な問題はない。口蓋化音については、[ɲ]を使用する。

⑨　ハ行

　日本語のハ行音は、スペイン語にはないので、スペイン語母語話者にとって困難である。j[x]で代用される可能性がある。[x]を強く発音すると、日本人には[k]と聞こえることがある。「フ」は、[f]で代用される可能性がある。

　カシ（歌詞）　　ハシ（箸）　　カホー（果報）　　カコー（加工）

　カシ（歌詞）　　ハシ（箸）　　アシ（葦）

⑩　バ行

　日本語のバ行に対応するスペイン語の音には、[b]の音がある。スペイン語話者にとって特別に困難な問題はない。ただし、文の途中では摩擦音の[ß]が使われる可能性がある。日本語でもそう発音されることがあり、あまり問題にはならない。

⑪　パ行

　日本語のパ行に対応するフランス語子音は、[p]であって、スペイン語話者にとって困難はない。

⑫　マ行

　日本語のマ行に対応するスペイン語子音は、[m]であって、スペイン語話者にとって困難はない。

⑬　ヤ行

　日本語のヤ行に対応するスペイン語の音には、[j]と[ʎ]の音がある。スペイン語でも、特に南米のスペイン語では、[j]を[ʒ]と発音し、「ヤ」よりも「ジャ」に響く傾向がある。[ʎ]は特にその傾向が強い。calle[kaʎe]⇒[kaʒe], yo[jo]⇒[ʒo]

　ヤマ（山）　　ジャマ（邪魔）　　ユリ（百合）　　ジュリ（受理）

　カユ（粥）　　カジュ（果樹）

⑭　ラ行

　日本語のラ行に対応するスペイン語の音には[r], [ɾ], [l]の３種類あり、[r]は、震音である。それに対し、/ɾ/は、日本語と同じように舌先を歯茎にたたきつける弾音である。/ɾ/はスペイン語では語頭には現れない。語中では[r]との対応がある。perro（犬） vs pero（しかし）。が、日本人には、これが問題になることはない。

　カロー（家老）　カホー（家宝）　サラ（沙羅）　サハ（左派）

⑮　ワ行

　日本語のワ行に対応するスペイン語子音は、[w]であって、スペイン語話者にとって困難はない。

⑯　特殊音素

　特殊音素はスペイン語話者にもとても困難である。（英語参照）




４　ポルトガル語の比較・対照




(1)　ポルトガルの音声上の特徴

　ポルトガル語は、もともとスペイン語と同族であり、似ている。音節をリズム単位としている。その点で日本語に近い。母音がはっきりしており、その頻度も多く、開音節が中心である。子音連結は少ない。特に日本語の感覚から違っているのは、/r/がハ行に聞こえることである。

(2)　ポルトガル語話者にとって日本語の困難音

①　ア行

　母音は、ポルトガル語話者にとって、特別に困難な音はない。

　「エ」、「ア」、「オ」にそれぞれ２種類あるのは、ヨーロッパの多く言語に共通であるが、そのことで、日本語を話す障害になることはほとんどない。あと、ポルトガル語には、それぞれ鼻母音があるのが特徴である。

[image: ]

② 　カ行

　日本語のカ行に対応するポルトガル語子音は、[k]であって、ポルトガル語話者にとって困難はない。

③　ガ行

　日本語のガ行に対応するポルトガル語の音には、[ɡ]の音がある。語頭では問題はないが、日本語の場合、語中で鼻濁音になることがあるが、それが困難である。ただし、必ずしも鼻濁音にしなければならないわけではない。

④　サ行

　日本語のサ行に対応するポルトガル語の音には、[s]と[ʃ]の音がある。スソサセについては、全く同じであり、問題にはならない。ただし、「シ」は日本語では[ɕi]と発音されるため、[ʃi]で代用される。

⑤　ザ行

　日本語のザ行に対応するポルトガル語の音には、[z]と[ʒ]の音がある。日本語の「ジ」[ʑi]が[ʒi]で代用される可能性がある。[ʑ]と[ʒ]は同じではないが、十分代用できる。語尾などで[s]と発音されることがある。

⑥　タ行

　日本語のタ行に対応するポルトガル語の音には、[t]と[tʃ]の音がある。「ト、タ、テ」については、問題はない。「チ」については、ポルトガル語で[ti]と発音される可能性がある。ただ、ポルトガル語では、[ti]が[tʃi]と発音される（leite[leiti〜leitʃi]）ことがある。ただ、[tʃ]と[t]の違いが、相補的ではなく、自由異音であり、必ず[tʃ]と発音されるわけではない。また、ポルトガル語ではchは基本的に[ʃ]であるので、[tʃ]は一般的には困難音である。また、[ts]は存在しないために、[tu]と発音される可能性が高い。

　ツータツ（通達）　　*[tuːtatu]　　キツツキ　　ツツジ

　シューカン（習慣）　　チューカン（中間）

　イシュー（異臭）　　　イチュー（意中）

⑦　ダ行

　日本語のダ行に対応するポルトガル語の音には、[d]と[dʒ]の音がある。「ド、ダ、デ」については。問題はない。「ヂ」については、ポルトガル語で[di]と発音される可能性がある。ポルトガル語の[di]は、[dʒi]と発音される（verde[veɾdi〜veɾdʒi]）ことがある。ただ、[dʒ]と[d]の違いが、相補的ではなく、自由異音であり、必ず[dʒ]と発音されるわけではない。また、[dz]は存在しないために、[du]と発音される可能性が高い。もちろん、[z]で代用して、[zu]とすることも出来る。

　カジ（梶）　　*[kadi]　　ツヅク（続く）　　*[tuduku]

⑧　ナ行

　日本語のナ行に対応するポルトガル語の音には、[n]と[ɲ]の音がある。スペイン語話者にとって特別に大きな困難はない。ポルトガル語では、母音が鼻音化することがあるために、日本語でもそうする可能性がある。indiferença[[image: ]difeɾ[image: ]sa], centro[s[image: ]tɾu]。（Japão[ʒap[image: ][image: ]]）。nhは[ɲ]を表す、ninho[niɲu]。

　サド（佐渡）　　　　　サンド　　　　　　　　　サード

⑨　ハ行

　日本語のハ行に対応するポルトガル語の音はない。ポルトガル語ではhは、無音である。そのためポルトガル語話者はハ行のhを省略して、ア行で発音する可能性がある。（フランス語参照）。「フ」は[f]で代用される可能性がある。

⑩　バ行

　日本語のバ行に対応するポルトガル語子音は、[b]であって、ポルトガル語話者にとって困難はない。

⑪　パ行

　日本語のパ行に対応するポルトガル語子音は、[p]であって、ポルトガル語話者にとって困難はない。

⑫　マ行

　日本語のカ行に対応するポルトガル語子音は、[p]であって、ポルトガル語話者にとって困難はない。前の母音を鼻母音化することがある。

　コーボー（弘法）　　　コンボー（棍棒）

⑬　ヤ行（拗音）

　日本語のヤ行に対応するポルトガル語の音には、[j]の音がある。拗音については、英語参照。ニャ、ニュ、ニョについては、[ɲ]が使われ、ポルトガル語話者は困難を感じない。「リャ」には、/ʎ/[ʎ]が使われる可能性がある。

⑭　ラ行

　日本語のラ行に対応するポルトガル語では、r, rrであるが、これらの基本的な発音は[x]である。したがって、日本人にはハ行音と聞こえる。（razão[xaz[image: ][image: ]]）。[r]とも発音されるが、むしろ、[l]の使用を促した方が良い。

　ラッパ　　ハッパ（葉っぱ）　　カロー（過労）　　カホー（果報）

⑮　ワ行

　日本語のワ行に対応するポルトガル語子音は、[w]であって、ポルトガル語話者にとって困難はない。

⑯　特殊音素

　ポルトガル語でも、日本語特殊音素は困難である。（英語参照）




５　韓国語との比較・対照




(1)　韓国語の音声上の特徴

　韓国語の重要な特徴の一つは、無声破裂音（破擦音を含む）に平音（無気破裂音）、激音（有気破裂音）、濃音（喉頭破裂音）の３種類あることである/s/にも平音と濃音がある）。

(2)　韓国語母語話者の日本語困難音

①　ア行

　どの音も、韓国語にあるので、母音であまり困難を覚える音はない。/æ/を持つ外来語は、日本語では「ア」を用いるのが普通であるが、韓国語では[ε]を使うことが一般的であるので、日本人には「エ」と聞こえる。また、英語の/ʌ/, /ə/は日本語では、「ア」となるのに、韓国語では/ɔ/となるため、日本人には「オ」と聞こえる。「ウ」に相当する韓国語には、円唇母音と非円唇母音がある。日本語の「ウ」も非円唇であるが、韓国語の方が唇が緊張し、横に引っ張られる。日本語の「ウ」には代用しないよう指導する。E. sky [image: ]/seukai/のように、無声化した母音として使われる。

　クモ（雲）　　コモ（菰）　　サンプ（散布）　　サンポ（散歩）

　イド（井戸）　エド（江戸）　キゲン（機嫌）　　ケゲン（怪訝）

　セーカイ（正解）　セカイ（世界）　ニセー（二世）　　ニセ（贋）

　サッカー　　サッカ（作家）　サンソー（山荘）　サンソ（酸素）

　centre　　　　　　 センター　　　　　　　セントー

　punch　　　　　　　パンチ　　　　　　　　ポンチ

　run　　　　　　　　ラン　　　　　　　　　ロン

　batting　　　　　　バッティング　　　　　ペッティン（グ）




[image: ]

②　カ行

　日本語のカ行音は、基本的にはそれほど難しくないが、閉鎖音の全体的な特徴として、単語の途中に現れるカ行が濁音化する可能性が高いので注意が必要である。そう言う傾向のある学習者には帯気音（激音）を使用するように指導すると良い。カ行に限らず、無声破裂音には、韓国語は、平音（非帯気音、有声音としても使われる）、激音（帯気音）、濃音（喉頭化音）の三種類があるので、その影響が出る。

　カカク（価格）　　カガク（科学）　　カク（核）　　カグ（家具）

　シンコー（信仰）　シンゴー（信号）

　キケン（危険）　　キゲン（機嫌）

　キゲン（機嫌）　　キンゲン（金言）　　キンエン（禁煙）

　キンネン（近年）　キネン（記念）

③　ガ行

　韓国語では、濁音は語頭では使われないので、かなり困難を感じる。韓国語母語話者にとっては、おそらく平音で「ガ」と発音しているつもりでも、実際には無声音「カ」になっていることが多い。前に数音節加えると発音のコツが分かる。いずれにせよ、語頭の濁音は韓国語母語話者の最も強い「訛り」となることが多いため、練習が欠かせない。

　E. gabardine[gǽbədiːn]ギャバジン/gaibɔdin/[kεbɔdin]⇒ケボディン

　カホー（家宝）　ガホー（画報）

　ケンキン（献金）　ゲンキン（現金）

　キンメダル（金メダル）　　ギンメダル（銀メダル）

　カイシャ（会社）　　ガイシャ（外車）

　もう一つ、ガ行は、標準日本語では、いわゆる鼻濁音が用いられるため、これを発音するのが困難である。ただし、これは日本人の中でも用いない人が増えているとも言われるので、あまり気にすることはない。無理に矯正する必要はない。（カ行に半濁点をつけるのは、鼻濁音を表している。）

　カガミ（鏡）　カカ[image: ]ミ　　　カゴ（篭）　　　カコ[image: ]

　クニ（国）　　クギ[image: ]（釘）　シゲン（資源）　シケ[image: ]ン

④　サ行

　サ行については、「シ」が口蓋化するところまで、日本語と同じであるので、ほとんど問題はない。E. service[s[image: ]ːvis]サービス/sɔbisɯ/[sɔbisɯ]→ソビス

⑤　ザ行

　韓国語にはサ行の有声音である[z]が存在しない。従って韓国語話者はK/j/（[image: ]）を代用させることになるが、問題がないのは「ジ」（[image: ]）だけで、残りのザ、ズ、ゼ、ゾがジャ、ジュ、ジェ、ジョとなる傾向がある。もちろん語頭では、これらはいずれも無声音（チャ、チュ、…）になる。また、まれに[s]でも代用される可能性がある。「ザ、ズ、ゼ、ゾ」については、まず「サ、ス、セ、ソ」を発音させ、同じ舌の位置で声を出す練習をすると良い。

　E. juice[dʒuːs]ジュース/ɟusɯ/[tɕusɯ]⇒チュス、

　cf. E. deuceジュース/dyusɯ/[tjusɯ]⇒テュス、

　E. orange juice[[image: ]rIndʒdʒuːs]オレンジ・ジュース/orenɟiɟusɯ/[orendʑidʑusɯ]⇒オレンジジュス

　dessert[dizə:t]は/dizɔtɯ/[tiʑɔthɯ]（ティジョトゥ）となる。日本語でも同じことをする可能性がある

（ザッシ/zaQsi/→*チャ（ジャ）ッシ〜サッシ/jassi, sassi/（[tɕaɕɕi]）、ザンゾー/zaNzoH/→*チャン（シャン）ジョー〜サンソー /janjo, sanso/、フクザツ/hukuzatu/→*フクジャチュ〜フクサチュ/hukujacu/

　カズ（数）　カジュ（果樹）　ゼーキン（税金）　セーキン（精勤）

　ゾーキ（臓器）　ジョーキ（蒸気）　チョーキ（長期）

　ソーキ（早期）

　ドーゾー（銅像）　ドージョー（同情）　ドーチョー（同調）

　ドーソー（同窓）

　また、日本語では英語の/ð/をザ行で置き換えるのが普通であるが、韓国語ではダ行の方が一般的であるので、違いが生じる。

　brother　　　ブラザー（日）　　　プラド（韓）

⑥　タ行

　韓国語では日本語のタ行に対応するものが２系列（[image: ]）がある。タ、テ、トは日本語と同じである。しかし、[image: ]は「ティ」、[image: ]は「トゥ」となり、「チ、ツ」に相当しない。「チ」は/ji/（[image: ]）で代用できるが、韓国語には日本語の「ツ」に相当する音が全く存在しないため、韓国語話者にとって最も困難な音の一つとなる。一般的には韓国人は[image: ]を代用することになるが、日本人の耳には「チュ」と響く。「チュ」を「ツ」に直すのはなかなか困難であるが、「チュ」よりも舌を前に出させると良い。また、[image: ]を代用することもある。語中では、激音（[image: ]）を使用するよう指導する。

　E. tree[triː]ツリー/tɯri/[thɯri]⇒トゥリ、

　E. tuna[tjuːnə]ツナ/tyunɔ/[thjunɔ]⇒テュノ

　E. channel[tʃǽnəl]チャンネル/cainɔr/[tɕhεnɔl]⇒チェノル

ツミ/tumi/（[tsɯmi]）→*/cumi/（[tɕumi]）⇒チュミ、

　ツツジ/tutuzi/→*/jujuji/[tɕudʑudʑi]⇒チュジュジ

　ダイジン（大臣）　タイジン（退陣）

　ボタイ（母胎）　　ボダイ（菩提）

　イテン（移転）　　イデン（遺伝）　　ワタ（綿）　　ワダ（和田）

　セート（生徒）　　セード（制度）

　ブトー（舞踏）　　ブドー（葡萄）

　チューガク（中学）　　ツーガク（通学）

　チューカイ（注解）　　ツーカイ（痛快）

　カイチュー（海中）　　カイツー（開通）

　ヨーチュー（幼虫）　　ヨーツー（腰痛）

　シャンツェ　　アーチェリー　　スケルツォ　　チェス

　チューリヒ　　ツューリヒ　　ライプチヒ　　ライプツィヒ

⑦　ダ行

　韓国語では日本語のダ行に対応するものが２系列（[image: ]）がある。ダ、デ、ドは日本語と同じである。しかし、[image: ]は「ディ」、[image: ]は「ドゥ」となり、「ヂ、ヅ」に相当しない。「ヂ」は/ji/（[image: ]）で代用できるが、韓国語には日本語の「ヅ」に相当する音が全く存在しないため、韓国語話者にとって最も困難な音の一つとなる。一般的には韓国人は[image: ]を代用することになるが、日本人の耳には「ヂュ（ジュ）」と響く。また、韓国語では、濁音は語頭では使われないので、困難である。韓国語母語話者にとっては、おそらく平音で「ダ」と発音しているつもりでも、実際には無声音「タ」になっていることがほとんどである。前に数音節加えると発音のコツが分かる（カンデンチ→デンチ）。

　E. dry[drai]ドライ/durai/[tɯrai]⇒トゥライ、E. directorディレクター/diregtɔ/[tirekthɔ]⇒ティレット、E. radio[réIdIəʊ]ラジオ/radio/[radio]⇒ラディオ

　テンキ（天気）　デンキ（電気）　タンゴ（単語）　ダンゴ（団子）

　テグチ（手口）　　デグチ（出口）

　トクセン（特選）　ドクセン（独占）

　ツエ（杖）　　ズエ（図絵）　　ツツミ（堤）　　ツヅミ（鼓）

　チカク（知覚）　　ジカク（自覚）

　トーチョー（登頂）　　トージョー（搭乗）

　チューシン（中心）　　ジューシン（重心）

　チョーカン（長官）　　ジョーカン（上官）

　チェリー　　ジェリー　　ゼリー

　チカ（地下）　　*ティカ　　ジカ（時価）　　*ディカ

　カイチュー（懐中）　　カイツー（開通）　　カイジュー（怪獣）

　ツエ（杖）　　ズエ（図会）　　*トゥエ　　*チュエ

⑧　ナ行

　日本語のナ行を間違って発音することはまずない。語尾、音節尾に現れるものは、特殊音素で説明する。ラ行がナ行に発音されることがある。（ラ行参照）

　[n]　ネクタイ/nektai/[nekthai]/ネッタイ

⑨　ハ行

　韓国語は、/h/が弱く、時折語中で有声化したり脱落したりする。そこで日本語を発音するときにも同じような現象が起こる。「ヒ」は日本語と同じように[ɕi]となるが、「フ」は[φu]とならず、[xu]となる。

　K安寧に、K/annjɔŋ hi/→[annjɔŋ ɦi]/→[annjɔŋ i]

　キホン（基本）　キオン（気温）　イハン（違反）　イアン（慰安）

　キヘー（騎兵）　キエー（気鋭）　ウタヒメ（歌姫）

　ウタイメ（歌い女）

　英語の/f/の音は日本語のように/h/で代用されることはなく、大部分/ph/で代用される。coffee/kɔfi/→*/kopi/（[khophi]）（コッピ）、focus/fəukəs/→*/pokɔsɯ/[phokhsɯ]（ポコス）、E. family[fǽmIli]ファミリー/paimirri/[pεmi1li]⇒ペミッリ

　フェン　　ペン　　　　サファー　　サパー

　ferry　　 フェリー　　ペリー　　　Perry

　fork　　　フォーク　　ポーク　　　pork

　fine　　　ファイン　　パイン　　　pine

　coffee　　コーヒー　　コピー　　　copy

⑩　バ行

　韓国語では、[b]の音はあるにはあるが、濁音は語頭では使われないので、語頭ではかなり困難である。韓国語母語話者にとっては、おそらく平音で「バ」と発音しているつもりでも、実は実際には無声音「パ」になっていることがほとんどである。前に１、２音節加えることで練習をすると良い。バスを発音させるのに、まず「エアバス」と言わせ、次に「エア」の部分をのけて発音すると「バス」となる。

　F. bavaroisババロア/babarua/[pabarua]⇒パバルア、

　E. rugby[rʌ́gbi]ラグビー /rɔgbi/[rɔkphi]⇒ロッピ

　E. beerビール/biHru/→* [piru]⇒ピル、/bibimbab/→[pibimbap]

　韓国語ではbeerは/biɔ/[piɔ]（ピオ）と発音する。また。韓国語ではbillは/bir/[pil]、pillは/pir/[phil]と発音される。日本人には、どちらも「ピル」に聞こえる。日本でも最近よく食べられる/bibimbap/（[image: ]）は日本では一般に「ビビンバ」と呼ばれている。

　パン（パン）　　バン（盤）　　ピン（pin）　　ビン（瓶）

　ペスト（pest）　　ベスト（best/vest）

　パス（pass）　　　バス（bus/bath）

⑪　パ行

　日本語のパ行音は、韓国語話者にとって基本的にはそれほど難しくないが、破裂音の全体的な特徴として、単語の途中に現れるパ行が濁音化する可能性が高いので注意が必要である。そう言う傾向のある学習者には帯気音（激音）を使用するように指導すると良い。多少強く響く感じはあるが、有声音で発音するよりは良い。日本人は、有声音で発音された場合は、すぐそれが間違い（訛り）であることにすぐ気がつくが、帯気音で発音された場合は、気がつかない。

　AE. passport[pæspɔrt]パスポート/paisɯpotɯ/[pεsɯpotɯ]⇒ペスポトゥ

　カンパン（乾パン）　　カンバン（看板）

　タンポ（担保）　　　　タンボ（田圃）

　カンピョー（干瓢）　　カンビョー（看病）

　サンプ（散布）　　　　サンブ（三部）

⑫　マ行

　日本語のマ行に対応する韓国語子音は、[m]であって、韓国語話者にとって困難はない。

　E. mayonnaiseマヨネーズ/mayonejeu/[majonedʑʉ]マヨネジュ

　ボーフ（防腐）　　モーフ（毛布）

　サンバ（産婆）　　サンマ（秋刀魚）

　スギウラ（杉浦）　　スギムラ（杉村）

⑬　ヤ行（拗音を含む）

　子音＋[j]＋母音は、韓国語でもすべての子音について基本的な音となっているので、拗音で問題になることはない。

　E. channel[tʃǽnəl]チャンネル/cainɔr/[tɕhεnɔl]⇒チェノル

　シッカク（失格）　　シッキャク（失脚）

　ハンロ（販路）　　　ハンリョ（伴侶）

　ショーニン（承認）　　シヨーニン（使用人）

　ヒャク（百）　　ヒヤク（飛躍）

　ワラウ（笑う）　　アラウ（洗う）

⑭　ラ行

　ラ行は韓国語にもあり（/r/）、母音の前では[ɾ]、母音に続く場合には、[l]が用いられる。このことが問題になることはあまりないが、韓国語ではラ行が語頭に来ることが原則的にない。韓日辞典を見ても、/r/で始まっているのは、ほとんどが外来語である。（実は、日本語もラ行で始まることを嫌う言語である。ラ行で始まるのは韓国語と同じようにほとんどは外来語である）。ただし、この音は語頭ではめったに使われない。漢語で「ラ行」で始まっている語についても、韓国語では省略されるか、/n/で代用されている。（北朝鮮では、[r]で始まる）、最近入った外来語などは（ロッテ、ロッテリア）、ノッテとかノッテリアと発音する人はあまりいない。また逆に誤用を過剰修正してもともと/n/で始まる語を/r/で発音することもある（ニホン→リホン→リオン）。ナ行とラ行は同じ歯茎音であるので、その交代があるが、ナ行音が韓国語にないわけではないので、語中にラ行の来る音で練習をしたら良い。

　K李/ri/→K[i]、柳/rju/→[ju]については、北ではラ行で、南ではア行で発音するのが常識になっている。また、呂、廬などは/ro/→[no]と発音するのが一般的である。韓国語ではまだローマ字の書き方に原則がなく（最近、原則が打ち出されたが、まだみんながそれに従っているわけではない）、李氏についても、Li, Lee, Rhee, Ihなど人によって様々な形が使われている。

　センレン（洗練）　　センネン（専念）

　センニョ（仙女）　　センリョ（浅慮）

　リンジン（隣人）　　ニンジン（人参）

　カイラン（回覧）　　カイナン（海難）

　レンシュー（練習）　　ネンシュー（年収）　　デンシュー（伝習）

　クロー（苦労）　　クノー（苦悩）　　クドー（工藤）

　リューガク（留学）　　ニューガク（入学）

　ユーガク（遊学）　　*デューガク

　ラクダイ（落第）　　ラクライ（落雷）

　ダンボー（暖房）　　ランボー（乱暴）

　ニホン/nihoN/→* [ɾiɦon]。これは、韓国語の「日」が/ir/[il]であるための影響もあるかもしれない。

⑮　ワ行

　日本語の「ワ」は、韓国語では/oa/（[image: ]）で表される。問題はない。

⑯　特殊音素

　特殊音素全体については、拍の感覚を身につけるためにはっきり指導する必要がある。拍の学習には、手をたたくとか、鉛筆で机を打つとかして拍子をとって教えると良い。どうしてもゆっくりになって不自然だという考えもあるが、それでも拍の分からないよりは良い。あるいはリズムで説明したように、２モーラを単位としてリズムを取っても良い。

(a)　/N/

　韓国語のパッチムでは[n], [m], [N]がはっきり区別されている。次に上げる語は、日本語話者にはどれも「アン」と聞こえる。

　K[image: ]/an/（岸）　　　K[image: ]/am/（庵）　　　　K[image: ]/aŋ]（感）

　韓国語話者が日本語/N/を発音する上で間違えることは少ないが、/n/の後の母音と連音をしないように気をつける必要がある。韓国語は終声と次の母音が、連音を起こすのが原則である。（K論語/ron+o/[ro+no]、K日本語/irbon+o/[ilbo+no]）。したがって、/N/（撥音）で終わる音節に母音で始まる音節がついたときには気をつける。「スペインエ」/supeiNe/→* [supeine]（スペイネ）、「原因」→*「下人」。このような場合には、[n]でなく、[ŋ]を使用するように指導すると、連音を起こさない。「ホンオ」（本を）を[image: ]（hon+o）とすると、「ホノ」になるが、[image: ]（hong+o）とすることによって、「ホンオ」と正しい発音ができる。

　キバ（牙）　キンバ（金歯）　シアイ（試合）　シンアイ（親愛）

　アンイ（安易）　　アニ（兄）　　　　　アンニ（暗に）

　キンエン（禁煙）　キネン（記念）　　　キンネン（近年）

　ゼンイン（全員）　ゼニン（是認）　　　ゼンニン（善人）

　シンヨー（信用）　シニョー（屎尿）　　シンニョー（之繞）

　ハム　　　　　ハン（判）　　　　　ガム　　　　　ガン

　/n/の後ろに/r/で始まる音節が続くと、韓国語話者は、流音化し、/n/を[l]で代用し、/-ll-/と発音する（シンライ/siNrai/[ɕnɾai]→* [ɕillai]）。

　シンリ　　*シッリ　　ケンリ　　*ケッリ

　新羅（シラギ）　　シンラ→シッラ

(b)/Q/

　一般的に、日本語の促音は、韓国語の濃音で表されると言われているが、必ずしもそうではない。濃音は語頭にも現れる。韓国語の濃音に似ているとは言うが、やはり韓国語話者にとっては困難な音と考えられる。（英語参照）

　/bbeng-jji/[ʔpeŋttɕi]→ペンチ（pinchers）、/bbang/[ʔpaŋ]]→パン、/ddeog-bbogg-i/[ʔtɔkpokki]、トッポッキ（トックは餅）、/ggag-ddu-gi/[ʔkaktuɡi]、gum[gʌm]ガム/gamu/→/ggeom/[ʔkɔm]→コム、/jji-gae/[ʔtɕigε]チゲ、/jjam-bbong/[ʔtɕamppong]チャンポン、/ssang-ggeo-pur/[ʔsaŋɡɡɔpul]

　ケッショー（決勝）　　ケショー（化粧）

　セッキ（石器）　　　　セキ（席）

　イッチ（一致）　イチ（位置）　ジッカン（実感）　ジカン（時間）

(c)　/H/

　韓国語にも長母音と短母音で区別する語があるが、書き方は同じであるし、意識的にも日本語ほどはっきりしていない。最近は、区別をしない韓国語話者も増えていると言われる。したがってやはり困難な音である。（英語参照）

　K/nun/[nun]（目、芽）、/nun/[nuːn]（雪）、

K/mal/[mal]（馬、藻）、/maːl/（言葉）、

K/inhwa/[inɦwa]（人和）、[iːnɦwa]（引火）、[inɦwaː]（印画）

　キョカ（許可）　キョーカ（強化）　カメ（亀）　カメー（加盟）

　ココ（此処）　　コーコ（公庫）　　コッコ（国庫）

⑰　音の変化

(a)　鼻音化

　/ib/＋/nida/→/im/＋/nida/

　額[gaku]が家具[kagu]と発音されやすいことになる。語頭において、有声音が発音できないが、韓国語母語話者に有声音そのものができないわけではないので、語中に持ってきて練習をすれば、発音のコツが分かる。また、/d, b, g, j/は、/N/に続くと、有声化する傾向も持っている。（サンポ/saNpo/→*[sambo]（サンボ）、テンキ/teNki/→*[teŋɡi]（テンギ）、カントー/kaNtoH/→*[kando:]（カンドー））。帯気音/p, t, k, c/はいつも無声音として発音される。硬音（韓国語では濃音と呼んでいる）はまったく呼気を伴わない音である。日本語の促音のように、喉を詰まらせた感じで発音する。そのために、無気喉頭化子音とも呼ぶ。

　K朴/bak/[pak]（韓国語では、ローマ字の書き方の規定がないため、人によってPak, Bak, Parkなど様々に書いている。日本語読みでは「パク」と言っている。）

(b)　音の連結

　韓国語では、終声を持つ文字に、母音で始まる文字が続く場合、その間で連音が生じる。日本/ilbon/＋語/eo/は実際には/ilbo-neo/と発音される。日本語には、終声を持つ語がないが、撥音に次の母音が続くことが考えられる。/h/もしばしば、次の母音と連結が起きる。

(c)　アクセント

　韓国語（ソウル方言）は、一型アクセントで、音の高低によって意味の違いをもたらすことは原則的にない。ただ、傾向として、最初の音節が長音である場合は、そこにアクセントが置かれることが一般的である。

(d)　母音の無声化

　日本語の母音、特に高母音（/i/, /u/）は、アクセント核のない場所で無声子音に挟まれたり、語尾に来ると、無声化する傾向がある。もちろん、無声化しなくても理解は出来るし、意味が間違って伝えられることはないが、自然な日本語のためには、無声化も練習しておく方が良い。

　キシ（岸）[kiɕi]　　　　　　　　 　　　　　クシ（櫛）[k[image: ]ɕi]

　キキョー（桔梗）[k[image: ]kjo:]　　　　　　クキョー（苦境）[k[image: ]kjo:]

　シケル（敷ける）[ɕ[image: ]keɾɯ]　　　　　　スケル（透ける）[s[image: ]keɾɯ]

　スキヤキ/sukiæki/[s[image: ]kijaki]と発音する。

⑱　連音




⑲　超文節音素

(a)　アクセント

　語頭が長音の場合は、日本語でも頭高アクセントになるので、韓国語母語話者にとっても問題はない。むしろ、その他の場合が困難である。二音節語は頭高に、三音節語は中高になりやすい傾向がある。

[image: ]

(b)イントネーション

　韓国語を聞いていると、文尾が微妙に昇降しているのに気づく。そして、最後の音節がかなり長くなることがある。そのことに気をつける必要がある。

(c)　プロミネンス

　韓国語の際だたせ方は、日本語よりも複雑である。日本語のように高音化したり、強音化するのは、共通であるが、韓国語では、強調する語の最初の音節を長音化する。また、特に特徴的なのは、もともと平音（非帯気音）である音が、激音化（帯気音化）したり、濃音化（喉頭音化）したりする。日本語で、これをすると、荒っぽく聞こえる。







６　中国語との比較・対照




(1)　中国語の音声上の特徴

　中国語は非常に変種が多いため、一応北京の中国語、いわゆる「普通話」を土台にして記述する。音節中心の言語である。また、音調言語である。開音節が中心で、閉音節は鼻音で閉じる。中国語には、有声子音は接近音/l, r/、/j, w/と鼻音/n, ŋ/と/r/を除いては存在しない。破裂音（破擦音を含む）はすべて、摩擦音も/r/を除いて（中国語の/r/は摩擦音である）全て無声音である。中国語においては、有声の破裂音は存在しない。その代わり帯気音と非帯気音の区別がある。中国語のローマ字では非帯気音をb, d, gと表記し、帯気音をp, t, kのように表記するので、外国人には非帯気音が有声音として発音されやすいことになる。中国語には反舌音と言い、舌を後ろに反らせて発音する音がある。日本語にはそのような発音は存在しない。中国語には、反舌音というのがいくつかある。中国語ローマ字では、ch, zh, shのように、hをつけて区別しているが、rについては、その必要がないので、ｒだけで表す。中国語と日本語はともに漢字文化圏であるが、固有名詞に関しては、日本語の漢字を中国語読みにし、逆に日本人は中国の固有名詞を日本語の漢字読みにするのが習慣化している。

(2)　中国語母語話者の日本語困難音

①　ア行

　「エ」の音が、中国語に音としてないわけではないが、「エン」/en/という結びつきでしか用いられない。従って、単に「エ」と発音することは、困難である。中国語ローマ字でｅという文字を使いるが、この場合は[[image: ]]という発音になり、日本人にはどちらかというと「オ」とか「ア」とかに聞こえる。従って、日本語を見て中国語母語話者が、この音を使ってしまう可能性もある。

　コンイン（婚姻）　　　ケンイン（牽引）　　　　カンイン（館員）

　カソ（過疎）　　　　　カセ（加瀬）　　　　　　カサ（傘）

[image: ]

②　カ行

　カ行に相当する中国語には、[kh]（無声帯気音）と[k]（無声非帯気音）がある。日本人の耳には、どちらもカ行に聞こえる。「キ」「ケ」の結びつきは中国語にはない。「コ」は単母音としてはない。（韓国語参照）

　可口可楽 Kěkǒukělě[khɤkhoukhɤlɤ]→クコウクル、可口可[image: ]

③　ガ行

　ガ行に相当する中国語にはない。したがって、これは中国語母語話者にとってはとても困難な音である。まして、鼻濁音はとても難しい。あえて、鼻濁音までは練習させ必要はないであろう。

　格拉斯哥Gélāsīgē[kɤlas[image: ]kɤ] Glasgow 格拉斯哥

　カガク（科学）　　ガガク（雅楽）

　サカ（茶菓）　　　サガ（嵯峨）

　カンパン（乾パン）　　ガンバン（岩盤）

　カーテン　　　　　　　ガーデン

④　サ行

　「ス」と「サ」は、日本語と同じである。「シ」は中国語の/xi/になる。「ソ」は、単母音では存在しない。

　蘇格蘭Sūgélán[sukɤlan] Scotland [image: ]格[image: ]スクラン、新加坡Xīnjiāpho[ɕintɕiapho] Singaporeシンチアポ、上海Shànghăi[ʂanxai]シャンハイ

　ザッカ（雑貨）→*サッカ（作家）〜チャッカ（着火）

　ゾーリ（草履）→*ソーリ（総理）〜チョーリ（調理）

⑤　ザ行

　ザ行に相当する中国語音はないので、中国語母語話者にとっては困難な音である。

　之不拉zhībùlā[tʂ[image: ]pula] zebra之不拉（チプラ）

　チューシン（中心）　　ジューシン（重心）

　ツイソー（追想）　ズイソー（随想）

　チコク（遅刻）　　ジコク（自国）

　センイ（繊維）　　ゼンイ（善意）

　チカク（知覚）　　ジカク（自覚）　　シカク（資格）

⑥　タ行

　タ行に相当する中国語には、[th]（無声帯気音）と[t]（無声非帯気音）がある。日本人の耳には、どちらもタ行に聞こえる。「ツ」に相当する音には/zi/と/ci/がある。「チ」に相当する音としては/ji/と/qi/がある。「テ」も「ト」も。中国語では単母音としては存在しない。中国語独特の反舌音のch, zhも類似音ではあるが、響きが違っている。これは、日本語では使わない方が良い。

　台北Táiběi[thaipei]→タイペイ、汽車qǐichē[tɕhitʂhɤɤ]→汽[image: ]チチャ、吃飯chīfàn[tʂh[image: ]fan]→吃[image: ]チファン

⑦　ダ行

　ダ行に相当する中国語はないため、中国語母語話者にとってはとても困難である。（韓国語参照）

　大連Dàlián[talien]→大[image: ]（タリエン）、剣橋 Jiànqiáo[tɕienthiau]→[image: ]チエンティアウCambridge、東京Dōngjíng[tuŋtɕiŋ]→[image: ]京（トゥンチン）

　タテ　　タデ（蓼）　　ワタ　　ワダ（和田）

　タンコー（炭坑）　　ダンゴー（談合）

　タイトー（対等）　　ダイドー（大同）

　チアン（治安）　　チャン　　チユー（知勇）　　チュー（注）

　チェーホフ　　ツェツェ（蝿）

⑧　ナ行

　日本語の「ニ」は厳密には[ni]ではないが、実際にはほとんど問題になることはない。従って、この音については、あまり神経質になることはない。

　奈良Nàiliáng[nailiaŋ]→奈良（ナイリアン）

⑨　ハ行

　厳密には、日本語のハ行と同じ音はない。中国語で/h/とされている音は[x]だからである。しかも、それに続く単母音は[u, a]しかない。ところが、日本語の「フ」は、両唇摩擦音[φ]である。「フ」については、多少違うが、英語のように[f]で代用できないわけではない。日本語で代用できるのは、「ハ」だけになる。

　海明威Hăimíngwēi[xaimiŋuei]→ハイミンウェイHemingway、

　費密理fèimǐlì[feimili]→[image: ]密理フェイミリfamily

　ハキモノ（履き物）　　アキモノ（秋物）　　カキモノ（書き物）

　シカク（資格）　　ヒカク（比較）

　チカク（知覚）　　ジカク（自覚）

　夫婦　　[[image: ]ɯː[image: ]ɯ]　　 *[xu:xu]〜*[fu:fu]

　ファスナー　　フィアンセ　　フェアプレー　　フォルダー

　フューズ　　フィクション　　アルファー　　フェミニズム

⑩　バ行

　中国語母語話者は、有声音をまず身につける必要がある。その点では、韓国語話者よりも大変である。教師の喉仏に触れさせ、「バ」、「パ」と発音して、喉仏の動きに注目させる。「バ」のときには、ぐっと盛り上がる。そして、次に自分で自分の喉仏に触れさせて、同じようにやらせる。一、二度ではできないかもしれないが、根気よく続ける。バ行に相当する中国語はない。/b/で代用することになるが、実際にはこの音は無声音で[p]である。したがって、これは中国語母語話者にとっては困難な音である。（韓国語参照）

　北京Beǐjíng[peitɕiŋ]→北京（ペイチン）

　タイプ　　タイブ（退部）　　サイパン　　サイバン（裁判）

　パルプ　　バルブ　　プラント　　ブランド

⑪　パ行

　パ行に相当する中国語には、/p/（無声帯気音）と/ｂ/（無声非帯気音）がある。日本人の耳には、どちらもパ行に聞こえる。したがって、この音が中国語母語話者にとって問題になることはない。

　普通話pŭtōnghuà[phuthuŋxua]プートゥンフア普通[image: ]

⑫　マ行

　マ行は「メ」を除いては、中国語話者にとってほとんど問題はない。

　名古屋Mínggŭwū[miŋkuwu]名古屋（ミンクウ）

⑬　ヤ行

　ヤ行は、一応中国語にも存在するが、

　　拗音

　「ユ」「ヨ」は存在せず、「ヤ」よりも「イヤ」であり、拗音は、中国語話者にも困難である。

　ビャクヤ（白夜）　　ビヤクヤ（媚薬屋）

　ビョーイン（病院）　　ビヨーイン（美容院）

　シュージ（習字）　　ショージ（障子）s

　シューシュク（収縮）　　ショーショク（小食）

⑭　ラ行

　中国語の/r/は摩擦音であって、流音ではない。もし、中国語母語話者が反舌音の/r/を使用すると、日本人の耳にはジャ行のような響きに聞こえることがある。「ニホン」のことを中国語で「日本」/riben/[ʐi:pen]と言うが、「ジーペン」に近く聞こえる。これがJapanの語源である。日本語の/r/については、舌先を歯茎に叩きつける練習をする必要があるが、どうしてもできない場合は、[l]で代用させることができる。中国語の/r/（[ʑ]）を発音するよりはわかりやすい。したがって、日本語のラ行については、/l/で発音するよう、指導した方が有効であろう。倫敦Lúndūn[luəntuən] [image: ]敦（ルアントゥアン）、日本Rìběn[ʐ[image: ]pən]→リペン

　英語からの外来語についても、Ｅ/r/はC/r/でなく、/l/で代用している。（E brake 白来/bailai/[pailai]、E bravo→布拉伏/bulafu/[pulafu]）。これは、中国語のC/r/が接近音ではなく、摩擦音であることに原因があるであろう。

　リリツ（利率）　ジジツ（事実）　リロン（理論）　ジロン（持論）

⑮　ワ行

　日本語の「ワ」は、中国語にも存在するので、ほとんど問題はない。

⑯　特殊音素

　それぞれ拍の関係でしっかり習熟するようにしなければならない。（英語参照）。

(a)　/N/

　中国語では、音節尾の鼻音は/n/か/ŋ/ではっきり区別されている。ただし、[m]で終わる音節はない。（英語参照）

　[image: ]/bin/[pin]　　　　餅/bing/[piŋ]

(b)　/Q/

　中国語にはない。（英語参照）

　パック　　パーク　　ウェット　　ウェート

　リッチ　　リーチ　　リチ（理知）

(c)　/H/

　中国語にはない。

　コトー（孤島）　コットー（骨董）　コートー（口頭）　コート

　ハト（鳩）　　ハット（法度）　　ハート　　ハットー（八頭）

⑰　中国語の音節

　中国語の感覚からは、すべての音節はCVということになる。ただし、Vの中には鼻母音と言われるものと、特殊母音と言われるものが含まれており、実際には(C)V(C)となる。ただし、後ろのCは、[n]、[ŋ]、[r]に限られる。日本語の漢字の音読みに「ン」がつくのが多いのも結局はそのためである。

⑱　音調（声調）

　中国語は音調言語としてとても有名である。４つの異なった音調によって、全く違った意味を伝えることになる。音の高低によって意味が変わるのは、日本語と同じであるが、日本語と違うのは、日本語の音調が音節の切れ目で変わるのに対し、中国語の場合は、音節内における音の変化であることである。

　ハシ（橋）　　　　　ハシ（端）　　　　　　ハシ（箸）




７　フィリピノ語との比較・対照




　フィリピンでは多くの言語が話されているが、マニラを中心にタガログ語が話されている。この言葉を土台として、フィリピンの国語として定められたのがフィリピン語（またはフィリピノ語、一時ピリピノ語と呼ばれたこともある）である。フィリピンは言語的に複雑な状況があり、キリスト教導入とともに、スペイン語が強い影響を与え、その後アメリカの支配下に置かれたため、英語の影響も強い。一時期日本の占領下に置かれたこともあるが、言語への影響はそれほど大きくはない。

(1)　フィリピノ語の音声上の特徴

　フィリピノ語（タガログ語）は、オーストロネシア語族に所属し、開音節、また母音の頻度が高い言語であり、日本語と音声的には似ている。ザ行音がない。

(2)　フィリピノ語話者にとっての日本語困難音

①　ア行

　母音は「ア、イ、ウ、エ、オ」の５種あり、日本語とほぼ同様であるが、「ウ」だけは、円唇であり、非円唇の日本語とは異なっている。元来フィリピン語固有の母音は[a, i, u]の３つであり、[e, o]はスペイン語の影響でフィリピン語に入った音である。そのために、しばしば/o/は/u/に、/e/は/i/に交替する。

　aklatan[aklatan], ulila[ulila], obelisko[obelisko]

　フィリピノ語話者が、日本語に困難に感じる母音はほとんどない。ただ、[o]が[u]に、[e]が[i]になる可能性がある。

　オトコ（男）　　オトク（お得）　　セッケン（石鹸）

　セッキン（接近）

　/ʔ/（声門閉鎖音）

　語頭、語中の母音連続、語尾に用いられる。日本語よりはっきりしている。

　alls[ʔalis], maaga[maʔaga]、bata[bataʔ]

[image: ]

②　カ行

　フィリピノ語話者が、日本語に困難に感じる音はほとんどないといって良い。音節尾では、無破裂となる。

　kamay[kamai], gamot[gamot]

③　ガ行

　破裂音、鼻濁音ともにフィリピン語は持っている。鼻濁音[ŋ]は別の独立した音素であるので、鼻音のところで述べる。

　pangalan[paŋalan]

④　サ行

　フィリピノ語話者が、日本語に困難に感じる音はほとんどない。日本語の[s]と基本的に同じであるが、[i]の前でも日本語のように口蓋化せず、[si]と発音される。

　salamat[salamat], siyasat[sijasat]

　スィー　　　　　　　　　シー

⑤　ザ行

　フィリピン語には有声の歯茎摩擦音[z]をフィリピン語は持っていないので、困難を感じる。

　カズ（数）　　カス（粕）　　サッカ（作家）　　ザッカ（雑貨）

⑥　タ行

　トタテは問題ないが、チとツは困難である。[i]の前で日本語のように口蓋化しないで、[t]と発音される。また、[u]の前でも、[tu]と発音される。音節尾では、無破裂となる。（韓国語参照）

　timik[timik], tubig[tubiɡ]

⑦　ダ行

　ドダデは問題ないが、ヂとヅは困難である[i]の前で日本語のように口蓋化しないで、[di]と発音される。また、[u]の前でも、[du]と発音される。多く言語と同じように、「ヂ」、「ヅ」が[di][du]となる可能性がある。その際、別の言語では[zi][zu]または、[dʒi]で代用することができるが、フィリピノ語の場合、[z]の音自体を持っていないので、困難である。dunong[dunoŋ], dikit[dikit]

⑧　ナ行

　日本語の[n]とほぼ同じであり、フィリピノ語話者が、困難に感じる音はない。

　nanay[nanai], ninyo[ninjo]

⑨　ハ行

　基本的には日本語と同じであるが、[i]と[u]の前でも、日本語のように子音が変わることはない。スペイン語からの借用が多いが、スペイン語のj[x]が、[h]として受け入れられている。日本語の「フ」が「プ」と発音される可能性がある。

　hari[hari], hilihid[hilihid], huli[huli], Sp. Japon→Hapon[hapon]

⑩　バ行

　日本語の[b]とほぼ同じであり、フィリピノ語話者が、困難に感じる音はない。音節尾では、無破裂となる。外国語の[f, v]は、外来語として[p, b]で受け入れられる。したがって、Philippinesは Pilipinas[pilipinas]と呼ばれる。

　violin→biyolin[bijolin]

⑪　パ行

　日本語の[p]とほぼ同じであり、フィリピノ語話者が、困難に感じる音はない。スペイン語のfをpで受けている。portuna（Sp. fortuna）。日本語と同じ。音節尾では、無破裂となる。

　family→pamilya [pamilja]、

⑫　マ行

　日本語の[m]とほぼ同じであり、フィリピノ語話者が、困難に感じる音はない。

　mani[mani], miso[miso]

⑬　ヤ行

　日本語の[j]とほぼ同じであり、フィリピノ語話者が、困難に感じる音はない。

　yaya[jaja]

⑭　ラ行

　フィリピノ語の[r]は、日本語と同じ弾音であるのが普通である。しばしば震音で発音されることもある。ただし、[r]で始まる語は、基本的に全て外来語（主としてスペイン語）である。英語の[l]と同じ。

　relo[relo, ɾe-], restauran[ɾestauɾan], lalaki[lalaki], lubalob[lubalob]

⑮　ワ行

　日本語の[w]とほぼ同じであり、フィリピノ語話者が、困難に感じる音はない。

　walis[walis]

⑯　特殊音素

　/Q/、/N/は困難である。/H/については、フィリピノ語にも長母音と短母音の区別があるので、ある程度の理解は可能である。韓国語参照。

　フィリピノ語では、母音の長短によって意味が変わる。

　aso[aso]　　aso[a:so]　　tubo[tubo]　　tubo[tu:bo]
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本書はサラン出版より刊行された『日本語の音声・アクセント』(2008年）をもとにした電子書籍です。
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				1.　五十音


				2.　『平家物語』


				3.　『方丈記』


				4.　『聖書』


				5.　たとい我もろもろの國人の言および御使いの言を語るとも、愛なくば鳴る鐘や響く鐃鈸の如し。


		





			２　超分節音素（Supra-segmental phonemes）
		
				(1)　アクセント（Accent）


				(2)　イントネーション（intonation）


				(3)　ポーズ（pause）


				(4)　リズム（rhythm）


		





			1.　発音練習問題


	





		第三部　比較・対照音声学
	
			１　英語との比較・対照
		
				(1)　英語の発音上の特徴


				(2)　英語母語話者のための日本語困難音


		





			1.外来語音練習


			２　フランス語との比較・対照
		
				(1)　フランス語の音声上の特微


				(2)　フランス語母語話者にとっての日本語困難音


		





			３　スペイン語との比較・対照
		
				(1)　スペイン語の音声上の特徴


				(2)　スペイン語母語話者にとっての日本語困難音


		





			４　ポルトガル語の比較・対照
		
				(1)　ポルトガルの音声上の特徴


				(2)　ポルトガル語話者にとって日本語の困難音


		





			５　韓国語との比較・対照
		
				(1)　韓国語の音声上の特徴


				(2)　韓国語母語話者の日本語困難音


		





			６　中国語との比較・対照
		
				(1)　中国語の音声上の特徴


				(2)　中国語母語話者の日本語困難音


		





			７　フィリピノ語との比較・対照
		
				(1)　フィリピノ語の音声上の特徴


				(2)　フィリピノ語話者にとっての日本語困難音
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